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知つておいていただをたいこと 


I 本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあ0ます。 
また、まの仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
<ださい。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取り扱い説明書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあります。 


[不正改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品し U 外のちのを装着すると、不正改造 
になることびあります。 

•車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因になったり、事故を起こし、重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには SRS エアバッグび 
内蔵されているため、不適切に扱5と、正常に作動しなくなったり、誤って 
ふ<らみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0 
ます。 


• なの場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナットの交換 

異なった種類や指定し U がのちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、不正改造になることびあります。 

-電装品-無線機などの取り付け、取りはずし 

電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなび 
るおそれびありを険です。 

• フロントウインドウガラス、および運転席-助手席のドアガラスに着色フィ 
ルム（含む透明フィルム）などを貼り付けないでください。視界をさまたげる 
ばかりでなく、不正改造につなびるおそれびあ D ます。 
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[運転についてのごを意 


他の車や歩行者など、周囲の状況に常に注意を仏い、安全運転をむびけて<だ 
さい。 

飲ミ酉運転は絶対しないでください。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、思い 
びけない事故を引を起こすおそれびあります。また、眠気をちよおす薬を飲んだ 
とをも運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の状 
況などへのま意び不十分にな0、大変を険です。八ンズフ1」一し i (がの自動車電話 
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


[お子さまを柔せるときは 


おテさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射病 
や脱水症状になり、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れび友0ます。 

また、お子さまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター' 
発炎筒などでやけどしたり、運転装置を動かして、思わめ事故につなびるおそれ 
びあ0を険です。 

お車にお子さまを乗せる場合は、お子さまのま全を確保するための注意事項や 
チャイルドシートの取り付けちなどをまとめた「チャイルドシートの取り付け」 
(一 P . 92) をお読みください。 
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[車両 データの 記録について 


お車には、車両の制御や操作に関するデータなどを記録するコンピューターび複 
数装備されており、主になのよラなデータを記録します。 

-エンジン回転数 
-アクセルの操作状況 
-ブレーキの操作状況 
-車を 

-シフトポジション 

グレード•オプション装備により記録されるデータ項目は異なります。なお、コ 
ンピューターは会話などの音声や映像は記録しません。 


• データの取り扱いについて 


トヨタはコンピューターに記録されたデータを車両の故障診断 • 研究開発 • 品質 
の向上を目的に取得-利用することびあります。 

なお、なの場合を除さ、トヨタは取得したデータを第=ちへ開示または提供する 
ことはありません。 


-お車の使用ちの同意（1」ースまは借をの同意）びある場合 
-警察.裁判所.政府機関などの法的強制力のある要請に基づ<場合 
-統計的な処理を行ラ目的で、使用者や車両び特定されないよラに加工した 
データを研究機関などに提供する場合 


[保話および点検について 


イ呆証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。 

( 法律で義務付けられています） 
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本書の中の表示について 


[警告-を意-知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命のを険または、重大な 
傷害につなびるおそれびあります。お客様自身と周囲の人々へのを険を避けたり 
減少させたりするためおずお読みください。 


ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれや、正しい性能を確保でをない場合びあります。 


曰知識 


機能の説明や操作方法の説明し U 外で巧っておいていただをたいこと、巧っておく 
と便利なことを説明しています。 


I イラスト内の表示について 


Q セーフテイーシンボル 

"してはいけません""このよラにしないでください’’"このよラなこと 
を起こさないでください"といラ意味を表しています。 



操作を示ず矢印 

亡>スイッチなどの操作（押す、まわすなど) 
をのしています。 

〇操作後の作動（フタが開くなど）を示して 
います。 
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お客様へ;欠のキーをお渡ししまず。 



n 電モキー 

■ スマートエント U — St スター 
トシステムの作動 （^ P . 24) 

-ワイヤレス機能の作動 
UP . 36) 

曰カニカルキー 
曰キーナンバープレート 


(メカニカルキー を使ラには 



少カニカルキーを取り出すには、 
解除ボタンを押してキーを取り出 
す 

使用媛はをとにをどし、電子キーと一緒 
に携帯して < ださい。電子キーの電池び 
切れたとさや、スマートエント U —&ス 
タートシステムが正常に作動しないと 
さ、^カニカルキーが必要になります。 


(- > P . 292) 
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-1 .キーの取0扱い 


□知識 

■ 駐車場などでキーを預けるときは 

グローブボックスを施錠します。（一 P .179) 

メカニカルキーを取り出し、電子キーのみをミ度してください。 

■キーナンバープレート 

車の中し U 外のま全な場所（財布の中など）にな管して<ださい。万一、メカニ 
カルキーを紛失した場合、トヨタ販売店でキーナンノ（一から新しいキーび作製 
でをます。（一 P . 291) 

■航空機に柔るときは 

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航空機内で電子キーのスイッチを押さな 
いでください。また、かばんなどにな管する場合でも、簡単にスイッチび押さ 
れないよラにイ呆曽してください。スイッチび押されると電波び発信され、航空 
機の運行に支障をおよぼすおそれびあります。 


A ミち意 

■キーの 故障を防ぐために 

♦キーに 衝撃を与えたり、直射日光のあたる高温な場所に置いたり、めらしたり 
しないで < ださい。 

♦キーを 磁気のあるちのに近付けたり、電磁波を遮断するちのをキー表面に貼り 
付けたりしないでください。 

♦キーを 分解しないでください。 

■電子 キーに ついて 

電モキーは電波法の認証に適合しています。化ず;欠のことをお守りください。 

♦電池 交換時し U がは、不用意に分解しないで < ださい。分解'改造したちのを使 
用することは法律で禁止されています。 

♦必ず 日本国内でご使用ください。 



吕3 







1-2. ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

ス7—トエント U —&スタートシステム 


電子キーをポケットなどに携帯ずると、巧の操作び行えまず。 
(必ず運區者が携帯してください） 



且エンジンを始動ずる（一 P .111) 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


ドアの解綻•施錠（フ□ント席ドアバンドルのみ) 




八ンドルを握って解錠ずる 

ノ V ンドル裏面のセンサー部に確実に 
ふれて < ださい。 

施錠操作後3が間は、解錠でさません。 


ドア八ンドル上側の□ックセン 
サー部（八ンドルの < ぼみ部）に 
ふれ施錠ずる 



2已 






















































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


[バック ドアの解錠•施綻 



バックドアオープンスイッチを巧 
して解錠する 



□ックスイッチを巧して施錠ずる 
バックドアを開閉して車両を離れる 
とさは、おず施錠してください。バッ 
クドアを閉めてち自動的に施錠され 
ません。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


[アンテナの位置と作動範囲 


n 車外アンテナ 
□ ラ ゲージルームが アンテナ 
且ラ ゲージルーム 内アンテナ 
□ 車内アンテナ 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■作動節囲（電子キーの検知エリア) 



0 :ドアの施錠-解錠時 

フ□ントドア八ンドルから周囲 
約70 cml ；! 内で電子キーを携帯 
している場合に作動します。镇 
子キーを検知しているドア八ン 
ドルのみ作動します） 

0 :エンジン始動時、または 
モード切0かえ時 

車内で電子キーを携帯している 
場含に作動します。 

壊；：バックドアの施錠•解錠時 

バックドア八ンドルから周囲約 
70 cm 政内で電モキーを携帯 
している場合に作動します。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


□知識— 

■作動の合図 

非常点滅なの点滅で知らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■ ドア A ンドル上側□ックセンサーで施錠できないときは 

ドア八ンドル上側のロックセンサー部にふ 
れてち施綻でさないとさは、上下の□ック 
センサー部に同時にふれて<ださい。 


■機能び正常に働かないおそれのある状況 

スマートエント U -& スタートシステムは微弱な電波を使用しています。なの 
よラな場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエント U — &ス 
タートシステムやワイヤレス U モコンび正常に作動しない場合びあります。 
(対処方法： 一 P . 292) 

♦電子キーの電池び消耗しているとを 

♦近くにテレビ塔や発電所-ガソリンスタンド-放送局-大型ディスプレイ-空港 
びあるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 

♦無線機や携帯電話、コードレス式電話などの無線通信機器を携帯しているとを 
• 電モキーびなのよラな金属製のちのに接していたり、覆われたりしているとを 

-アル5迫などの金属の貼られたカード 
-アル5迫を使用したタバコの箱 
-金属製の財布やかばん 
-小銭 
-カィ □ 

- CD や DVD などのメディア 
♦複数の電子キーび近くにあるとを 

♦近くでほかの電波式ワイヤレス U モコンを使用しているとを 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


♦電子キーを、なのよラな電波を発信する製品と同時に携帯または使用してい 
るとを 

-他の車の電モキーや電波式ワイヤレスリモコン 
-バソコンや携帯情報端モ （ PDA など） 

-デジタルオーディオプレーヤー 
-ポータブル ゲーム 機器 

♦ U ヤウインドウガラスに金属を含むフイルムなどび貼ってあるとを 


■節電機能 

電モキーの電池と車両のバッテ U —保護のため、なの状況ではスマートエント 
U -& スタートシステムを停止します。 

♦已日間し i (上スマートエント1」一&スタートシステムを使用しなかった 

♦車両の外約1 m しツ内に電子キーを10分しツ上放置した 

なのいずれかを行ラと、スマートエント U —&スタートシステムび復帰します。 

• ドア八ンドルの□ックセンサー部にふれて施錠する 

♦ワイヤレス機能で随錠•解錠する（一 P . 3己） 

♦ メカニカルキーで施錠-解錠する (^ P . 292) 

■電池の消耗について 

♦電池の標準的な寿命は1〜2年です。（電子キーを使用しな<てち電池は消耗 
します）スマートエント U -& スタートシステムやワイヤレス機能び作動し 
なかったり、作動範囲び狭くなったりする場合は、電池び消耗している可能 
性びあります。新しい電池に交換してください。（一 P . 239) 

♦電池残量び少なくなると、エンジンを停止した際に車内から警告音び鳴りま 
す。（一 P . 34) 


♦電池の著しい消耗を防ぐため、なのよラな磁気を発生する電化製品の1 m しツ 
内に電子キーを置かないでください。 

- TV 

-パソコン 

-携帯電話やコードレス電話機、および充電器 
-電気スタンド 
-電磁調理器 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■システムを正しく作動させるために 

電モキーを必ず携帯した上で作動させて<ださい。また、車がから操作する場 

合は電子キーを車両に近付けすざないよラにして < ださい。 

作動時の電モキーの位置や持ちちによっては、電子キーび正し <検巧されず、シ 

ステムび正しく作動しないことびあります。（誤って警報び鳴ったり、キー閉じ 

込み防止機能び働かないことちあります） 

■ご留意いただをたいこと 

♦電子キーび作動範囲内（検巧エ U ア内）にあってち、なのよ5な場合は正し 
く作動しないことびあります。 

-ドアの施錠-解錠時に電子キーびドアガラスやドア八ンドルに近付をすざ 
る、または地面の近くや高い場所にある場合 
-バックドアの施錠-解錠時に電子キーび地面の近<や高い場所にある、 
または U ヤバンノて一中央に近付をすざた場合 
-エンジン始動時またはモード切りかえ時に電子キーびインストルメント 
パネルやフ□ア上-トノカバーなどの上、またはグローフボックス内など 
に置かれていた場合 

♦インストルメントパネル上面-ドアポケット付近に電子キーを置いたまま車 
外に出ると、電波の状況によっては車がアンテナに検知されて車がからのド 
アロックび可能になる場合びあり、電子キーび車内に閉じ込められるおそれ 
びあるためま意してください。 

♦電子キーび作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人し U がでち施錠- 
解綻でをます。 

♦車外でもドアガラスに近い位置に電子キーびあるとをは、エンジン始動び巧 
能になる場合びあります。 

♦電モキーび作動範囲内にある場合、洗車や大雨などでドア八ンドルに大量の水 
びかかると、ドアび解錠することびあります。（ドアの開閉操作びなければ約 
30砂後に自動的に施錠されます） 

♦電子キーを携帯して洗車などで水をドア八ンドルにかけた場合、施錠/解錠 
動作をくり返すことびあります。その場合は電子キーを車両から2 m し:!上 
離れた場所にな管して、洗車等をして<ださい。（キーのを難にま意して< 
ださい） 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


♦車内に電子キーびあるとをに、洗車機で洗車するなどして水をドア八ンドル 
にかけた場合、警報びマルチインフォメーシヨンディスプレイに表示され、 
車外のブヴーび吹鳴することびあります。その場合は全ドアを施錠すれば警 
報は表示されな<なります。 

♦ロックセンサーの表面に氷や雪、ミ尼び付着した場合、センサーび反応しない 
場合びあ0ます。反応しない場合は表面に付着した氷や雪、ミ尼を取り除いて 
再度操作するか、ドア八ンドル下部の□ックセンサーを使って操作してくだ 
さい。 

♦手袋を着用していると、ドア八ンドルを握っても解錠されない場合びあります。 

♦車両に近い位置に電子キーびあるとをにワイヤレス機能などで施錠を行ラ 
と、スマートエント U -& スタートシステムによる解錠びでをなくなること 
びあります。（ワイヤレス機能を使って解錠すると復帰します） 

♦車外アンテナの作動範囲内への急な接近やドア八ンドル操作では、解錠され 
ない場合びあります。その場合は、ドア八ンドルを一度ちとにちどし、解錠 
されたことを確認してからドア八ンドルを引いてください。 

■長期間運転しないときは 

盗難防止のため、電子キーを車両から2 m しん h 離しておいてください。 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

解錯操作後、約30秒し U 内にドアを開けなかったとさは、盗難防止のため自動 

的に施錠されます。 


3吕 



1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■警告音と警告なについて 

誤操作などによる予期せめ事故やを難を防ぐため、車内や車がで警告音び鳴つ 
たり、マルチインフォメーションディスプレイに警告び表示されることびあり 
ます。マルチインフォメーションディスプレイに警告び表示されたとをは、ディ 
スプレイの表示をもとに適切に対処してください。（一 P . 264) 


警告音び鳴る場合の状況と対処ち法はなのよラになります。 


乾化立 
言□曰 

状況 

対処方法 

車内から"ポーン" 
と]回鳴る 
車外から"ピー"と 
10秒間鳴る 

車内に電子キーを置いたまま、 
スマートエント IJ -& スター 

トシステムで ドアを施錠しよ 
うとした 

車内から電子キーを取 
り出したあと、再度施 
錠してください。 

" エンジンスタートストップ" 
スイッチを日 FF にせずに、電子 

キーを外に持ち出してドアをス 
マートエント U — Si スタート 

システムで施錠しよラとした 

" エンジンスタートス 
トップ"スイッチを OFF 
にしたあと、再度施錠 
してください。 

車外から"ピー"と 
10秒間鳴る 

いずれかのドアび開いている 
とさにスマートエント IJ -& 

スタートシステムで施錠しよ 
うとした 

全ドアを閉めたあと、再 
度施錠してください。 

車内から"ポーン、 
ポーン"と鳴り続 
ける 

運転席ドアび開いている状態で 
"エンジンスタートストップ" 

スイッチをアクセヴ1」ーモード 

にした（アクセヴ U - モードの 
とを運転席ドアを開いた） 

" エンジンスタートス 
トップ"スイッチを OFF 

にしたあと、運転席ド 
アを閉めて < ださい。 

運転席ドアび開いている状態で 
"エンジンスタートストップ" 

スイッチを OFF にした 

運転席ドアを閉めて< 
ださい。 

車内から"ピー"と 
鳴り続ける 

シフトレノ く一を P し U 外の位置に 
したまま、ドアを開けて外に出 
よラとした 

シフトレバーを P にし 

て < ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


乾化な 
言 □曰 

状況 

対処方法 

車内.車外から 
"ピー"と鳴り続ける 

"エンジンスタートストップ" 
スイッチがイク‘こッシヨン日 N 

モードまたはアクセヴ U — 
モードのとを、シフトレバーを 
P 政外の位置にしたまま電子 
キーを持ち出して運転席ドア 
を閉めた 

シフトレバーを P に入 
れ、" エンジンスター 
トストップ"スイッチ 
を OFF にしたあと、運 
転席ドアを閉めてくだ 
さい。 

車内から"ポーン" 

と1回鳴る 

電モキーの電池の残量がかない 

新しい電池と交換して 
ください。（一 P ' 23日） 

量モキーを携帯していないか、 
電子キーび正常に作動しない 
状態でエンジンを始動しよラ 
とした 

電モキーを携帯してエ 
ンジンを始動してくだ 
さぃ。※ 

車内から"ピー"と 

1回鳴る 

車外から"ピッ- 
ピッ-ピッ"と3回 
鳴る 

"エンジンスタートストップ" 
スイッチを OFF にせずに電子 
キーを外に持ち出して運転席 
ドアを閉めた 

" エンジンスタート 
ストップ"スイッチを 
OFF にしたあと、再度 
運転席ドアを開めて< 
ださい。 

"エンジンスタートストップ" 
スイッチが OFF になつていな 
いとさに、同乗者が電子キーを 
持ち出してドアを閉めた 

電テキーを車内にちど 
して < ださい。 


&電モキーび車内にあってちエンジンび始動しない場含は、電池び切れているか電 
波の状況び悪い可能性びあります。 （^ P . 292) 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■スマートエントリー&スタートシステムが正常に作動しないときは 

• ドアの施錠.解錠； 一 P . 292 
♦エンジンの始動： 一 P . 292 

■電池び切れたとさは 

一 P . 239 

■販売店で設定可能な機能 

スマートエント U -& スタートシステムを非作動にするなどの変更びできます。 
(カスタマイズー覧： 一 P . 310) 


A 警告 

■電波が およぼず該響についての警告 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
ちは、車内アンテナ-車外アンテナ（一 P . 2のから約22 cm しツ内に近付か 
ないよラにしてください。電波により植え込み型む臓ペースメーカーおよび植 
え込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれびあります。 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器しツ外の医療用電気 
機器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業者な 
どに事前に確認してください。電波により医療用電気機器の動作に影響を与え 
るおそれびあります。 

スマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることもでをます。 

詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

ワイヤレスリモコン 


ドアを施錠-解錠できまず。 



n 全ドアを施錠する 
曰全ドアを解錠する 
且バックドアを解錠する 

バックドアを開閉して車両を離れ 
るとをは、必ず施錠してください。 
バックドアを閉めてち自動的に施 
錠されません。 


36 















1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


□知識 — 

■作動の合図 

非常点滅なの点滅で知らせます。（施錠は1回、解錠は2回） 

■半ドア警告ブザー 

ドアび完全に閉まっていない状態でドアを施錠しよ5とすると、フヴーび鳴り 
ます。ドアを完全に閉めてから、もラー度施錠してください。 

■電池の消耗について 

一 P ' 30 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

解錠操作後、約30砂し i (内にドアを開けなかったとさは、盗難防止のため自動 
的に施錠されます。 

■ワイヤレスリモコンが正常に作動しないときは 

ドアの施錠.解錠： 一 P . 292 

■電池が切れたとさは 

一 P . 239 

■機能が正常に働かないおそれのある状況 

一 P ' 29 

■販売店で設定可能な機能 

ワイヤレス U モコンを非作動にするなどの変更びでをます。 

(カスタマイズー覧： 一 P . 310) 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

ドア（フ□ントドア • U ヤドア) 


スマートエントリ ー& スタートシステムやワイヤレス 機能、 ドア 
□ックスイッチを使って施綻•解綻できまず。 

■ スマー トエントリー& スター トシステム 

一 P ' 2已 


■ワイヤレス機能 

一 P ' 36 

■ ドア□ツクスイッチ 



■□ックレバー 



n 全ドア施錠 
且全ドア解錠 


n 施錠 
0解錠 

フ□ント席ドアは、□ックレノ（一び 
施錠側になっていてち、車内のドア 
八ンドルを引くと開け6れます。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


キーを使わずに外側か5フ□ント席ドアを施綻ずるときは 


feiai 11 □ックレノ（一を施錠側にずる 
ElOTTI ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 

" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセサ U —モード、また 
はイグ ニッシ ヨン ON モードのとさや、車内に電モキーび放置されてい 
るとさは施綻されません。 

電子キーの位置によっては、キーび正しく検知されずに施錠される場合びあり 
ます。 


チャイルドプ□テクター 



施綻側にずると、 U ヤ席ドアび車 
内か5開かなくなりまず 

n 解錠 
曰施綻 

お子さまび車内から U ヤ席ドアを開 
け5れないようにでをます。両側の U 
ヤ席ドアを施錠側にしてください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


I 才ートドア□ック-アン□ック機能 

次の機能を設定-解除ずることびでさまず。 


機能 

作動内容 

車速感応才ート□ック 

速度が約 20 km/h 上になると全ドアが施錠され 
ます。※ 

シフト連動オート□ック 

エンジン回転中にシフトレバーを P から動かすと全 
ドアが施錠されます。 

シフト連動オートアン 
□ック 

シフトレバーを P に入れると全ドアび解錠されます。 

運転席ドア連動オート 
アン□ック 

" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にし 
てから4已秒し:!内に運転席ドアを開けると全ドアび解 
錠されます。 


1回作動すると、"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にするか、ドアを 
開閉するまでは再度作動しません。 

■設定•解除のしかた 

なの手順で、各機能の設定と解除び交互に切りかわりまず。 
m 五ずベてのドアを閉め、"エンジンスタートストップ"スイッチ 
をイグニッシヨン ON モードにずる（その後10秒じ(内に ilMgl 
を行ラ） 



シフトレバーを P または N に入 
れ、ドア□ックスイッチの 

6または3を約已秒間巧 
して離す 

設定を行ラ機能によってシフトレ 
バーとスイッチの位置を巧ページの 
表か6還択します。 

機能を解除するには、同じ手順で行い 
9 〇 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


機能 

シフトレバーの位置 

ドア□ツク 
スイツチの位置 

シフト連動オート□ック 

P 

白 

シフト連動オートアン 
□ック 

a 

車速感応才ート□ック 

N 

a 

運転席ドア連動オート 
アン□ック 

a 


設定または解除の切りかえ操作び完了すると、すべてのドアび施錠されたあと、解錠さ 
れます。 


□知識 

■衝撃感知ドア□ック解除システム 

車両び前後左右から強い衝撃を受けると、すべてのドアび解錠されます。 

衝撃の度合いや事故の形態によっては作動しないことびあります。 

■メカニカルキーでの 施錠-解錠 

メカニカルキーを使ってドアの施錠-解錠びでをます。（一 P . 292) 

■チャイルドプ□テクター使用時のドアの開けち 

ドアを解錠して車外のドア八ンドルを引くと開をます。万一、車内から開ける 
場合は、ドアガラスを下げて手を出し、車外のドア八ンドルを引いてください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中はなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、不意にドアび開を、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ D ます。 

参 シートベルトを必ず使用する 
♦すべての ドアを施錠する 
♦すべての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開を車外に放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。特に、フロント席はロックレバーび施錠側に 
なっていてもドアび開くため、ま意してください。 

♦お 子さまを U ヤ席に乗せるとさは、チャイルドプロテクターを使用して車内 
からドアび開かないようにする 

■ ドアを開閉ずるとをは 

傾斜地-ドアと壁などのあいだび狭い場所•強風など、周囲の状況を確認し、予 
期せめ動さにち対処でさるよラ、ドア八ンドルを確実に保持してドアを開閉し 
て < ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

バックドア 


バックドアは;欠の方法で施綻-解綻および開けることびできまず。 

■バックドアの施錠•解錠 

► スマートエント U — &スタートシステム 
一 P ' 2己 

► ワイヤレス機能 
一 P ' 3己 

► ドア□ックスイッチ 
一 P ' 38 

■バックドアを開けるには 

バックドアオープンスイッチを 
巧したまま、バックドアを持ち 
上げる 


[バック ドアを閉めるときは 


バックドアグ U ップを持ってバッ 
クドアを引さ下げ、必ず外から巧 
して閉めて < ださい。 

引さ下げるとさに横方向に力をか 
けないで < ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


□知識 

■ラゲージルームランプ 

バックドアを開けるとラゲージルームランプが点なします。 

■バックドアび開かないとさは 

バックドアを内側から開けることがでをます。 

バックドア内側のカバーをはずす 

傷付さ防止のため、テープなどを巻いたマ 
イナスドライバーを使用してください。 


レバーを押す 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はバックドアを閉めてください。 

開けたまま走行すると、バックドアび車がのちのにあたったり荷物び巧げ出さ 
れたりして、思わめ事故につなびるおそれびあります。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死こ 
につなびるおそれびあります。走行する前に必ずバックドアび閉まっているこ 
とを確認してください。 

♦走行 前にバックドアび完全に閉まっていることを確認してください。 

バックドアび完全に閉まっていないと、走行中にバックドアび突然開を、思わ 
め事故につなびるおそれびあります。 

♦ラ ゲージルームには 絶対に人を乗せないでください。 

急ブレーキ、急旋回をかけたとをや衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■お 子さまを柔せているときは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ラ ゲージルームで お子さまを遊ばせないでください。 

誤って開じ込められた場合、熱射病などを弓 I を起こすおそれびあります。 

♦お 子さまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。 

不意にバックドアび動いたり、閉めるときに手•頭-首などを挟んだりするお 
それびあります。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■バック ドアの操作にあたって 

なのことを必ずお守りください。お守りいただかないと、体を挟むなどして重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦バック ドアを開ける前に、バックドアにはり付いた雪や氷などの重量物を取 D 
除いてください。開いたあとに重みでバックドアび落下するおそれびあります。 

♦バック ドアを開閉するとをは、十分に周囲のま全を確かめてください。 

♦人び いるとをは、安全を確認し、動かすことを巧らせる「声かけ」をしてくだ 
さい。 

♦強風 時の開閉には十分ま意してください。 

ルックドアび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびあります。 

♦半開 状態で使巧すると、バックドアび落 
ちて重大な傷害を受けるおそれびありま 
す。特に傾斜した場所では、平坦な場所 
よりちバックドアの開閉びしにくく、急 
にバ'ックドアび開いた0閉じた0するお 
それびあります。必ずバックドアび全開 
で静止していることを確認して使用して 
<ださい。 

♦バック ドアを閉めるとさは、指などを挟 
まないよラ十分注意してください。 

♦バック ドアは必ずがから軽く押して閉め 
てください。バックドアグ U ップで直接 
バックドアを閉めると、手や腕を挟むお 
それびあります。 




4已 























1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

♦バック ドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶら下びったりし 
ないで < ださい。 

手を挟んだり、バックドアダンパーステーび破損したりして、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ0ます。 

♦バック ドアにキャ1」アなどの重いものを取り付けると、開けたあとにドアび落 
下し、手•頭-首などを挟むおそれびあります。バックドアへのアクセヴ1」一 
用品の取り付けは、トヨタ純正品を使用することをおすすめします。 


A ま意 

■ダン パーステーについて 

バックドアにはバックドアを支えるためのダンパーステーび取り付けられてい 
ます。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐためなのことをお守りください。 

♦ビニール 片•ステッカー-粘着材などの 
異物をステーのロッド部（棒部）に付着 
させない 

♦□ッ ド部を軍手などでふれない 

♦ステ ーに手をかけたり、横ち向に力をか 
けた0しない 
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1-3 .シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 

フロントシート 



□ 前後位置調整 
□ U クライニング調整 
且シート全体の上下調整 
(運転席のみ） 

□ 腰部硬さ調整* 
(運転席のみ） 


I アクティブへッドレスト 



追突の衝撃によって、乗員の背中 
びシートバックを巧ずことで、 
へッドレストび少し前方に動き、 
乗員のむち巧ち傷害軽減に貢献し 
ます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 














□知識 

■アクティブへッドレストについて 

シートバックへの衝撃び弱い場合でちアクティブへッドレストび作動すること 
びありますび、故障ではありません。 


A 警告 

■シー ト調舊について 

♦シートを 操作するとをは、他の柔員や荷物にぶつからないよラにま意してくだ 
さい。 

♦背ち たれは必要し i (上に倒さないで < ださい。 

必要し U 上に倒しすざると、事故のとをに体びシートベルトの下にちぐり、腹部 
などに強い圧迫を受けたり肩部ベルトび首にかかるなどして、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

♦シー ト調整後はシートび確実に固定されていることを確認してください。 


- 3 . シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 
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1-3. シート•八ンドル-ミラーの調整のしかた 

U ヤシ—卜 


リヤシートは前倒しずることがでさまず。 


■前倒しする前に 




■前に倒すときは 



シートベルトのバックルを格納 
する 


解除ボタンを巧しなび日ヘッド 
レストを下げる 


レバーを引いて □ ックを解除 
し、背をたれを倒ず 


已〇 




















A 警告 

■背ち たれを前倒しずるとをは 

なのことをお守りください。お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦走行 中に前倒しをしない 

♦平坦な 場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーを P の位置に 
する 

♦倒 した背ちたれの上やラゲージルームに人を乗せて走行しない 
♦お 子さまびラゲージルームに入らないよラを意する 

■背 もたれをもとの位置にちどずときは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびる 
おそれびあ0ます。 

♦シートを 前後に軽くゆさぶり、確実に固 
定する 

シートび確実に固定されていないとを 
は、レバー部に赤色び見えます。赤色び 
見えていないことを確認してください。 


♦シートベルトを 挟み込まないよラにする 



-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 
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1-3. シート•八ンドル-ミラーの調整のしかた 

ぺッドレスト 



上下調整 
□ 上げる 
曰下げる 

下げるとさは、解除ボタンを巧し 
なび6操作します。 



前後調整（フ□ントシート) 


白知識 


■へッドレストの高さについて 



必ずへッドレストの中必が両耳のいちば 
ん上の辺りになるよラ調整して<ださい。 
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■リヤ席について 

使用するとをは、常に格納位置から一段上げてください。 

■フ□ントへッドレストを取りはずずときは 
トヨタ販売店にご相談ください。 

■ リヤへッドレストを取りはずずときは 

解除ボタンを押しなびら取りはずします。 


A 警告 

■へッ ドレストについて 

なのことをお守り <ださい。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のものを使用する 
♦へッ ドレストを正しい位置に調整する 

♦へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 



-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 
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1-3. シート•八ンドル-ミラーの調整のしかた 

シー トベルト 


走行前にずベての乗員は必ずシートベルトを正し<着用して<ださ 
い。 

■正しく着用するには 




• 肩部べルトを肩に十分かける 
首にかかったり、肩か6はずれな 
いよラにしてください。 

• 腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけない位置に密着させる 

♦背をたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれびないよラにずる 

n ベルトを固定ずるには、"力 
チッ"と音びずるまでプレー 
卜をバックルに挿し込む 

0ベルトを解除ずるには、解除 
ボタンを巧ず 


シートベルトの高さ調節（フ□ント席) 



□ 解除ボタンを巧しなび日、ア 
ジャスターを下げる 
0アジャスターを上げる 

"カチッ"と音びして固定されると 
ころまで動かして < ださい。 
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トベルトプリテンシ ヨナー (フ□ント席) 


前方から強い衝撃を受けたとき、 
シートベルトを引さ込むことで適 
切な乗員拘束効果を確保しまず。 

前ちからの衝撃び弱いとをや、横やラ 
しろか6の衝撃のとさは作動しない 
場合びあります。 


□知識 

■ シートベルト□ックの解除ち法 

急停止や衝撃びあったとをベルトびロックされます。急に体を前に倒したり、 
シートベルトをすばやく引を出してち□ックする場合びあります。一度ベルト 
をきをもどし、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをます。 

■お子さまのシートベルトの使いち 

この車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を 
持った人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着用できないルさなおテさまの場合は、おテさま 
の体に合ったチャイルドシートを使用してください。（一 P . 83) 

♦シートベルトび正しい位置で着巧でをるおテさまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたに従ってください。（一 P . 已 4) 

■ シートベルトプリテンシヨナーについて 

シートベルトプ U テンシヨナーは一度しか作動しません。玉まを衝突などで連 
続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動し 
ません。 



-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 
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1-3. シート • 八ンドル-ミラーの調整のしかた 


A 警告 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、なのことを必ずお守りください。 

お守0いただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それび友0ます。 

■シー トベルトの着用について 

♦全員び シートベルトを着用する 
♦シートベルトを 正しく着用する 

♦シー トベルトは一組につを一人で使用する 
お子さまでち一組のベルトを複数の人で使用しない 

♦お 子さまは1」ヤシートに座らせてシートベルトを着用させる 

♦背ち たれは必要し i (上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部べ ルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけ化い位置に密着させ着用する 

■巧娠 中の女性の場合 

医師に注意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P . 已 4) 

巧娠中のちち、通常の着用のしかたと同じ 
よラに、腰部ベルトび腰骨のでをるだけ化 
い位置にかかるよラにお腹の面くらみの下 
に着用してください。また、肩部ベルトは 
確実に肩を通し、お腹のふくらみを避けて 
胸部にかかるよラに着用してください。 
ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでなく胎おまでび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあります。 


■疾患の あるちの場合 

医師に注意事項を確認の上、必ず正しい着用をしてください。 
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A 警告 

■お 子さまを柔せるときは 

おテさまをシートベルトであそばせないでください。万一べルトび首に巻を付 
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びあ D ます。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルちはずせない場合は、八ヴ5 
などでシートベルトを切断してください。 

■プリ テンシヨナー付シートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると、 SR S エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告灯び点灯します。その場合はシートベルトを再使用することびでさな 
し、ため、 必ずトヨタ販売店で交換してください。 

■シー トベルトの 損傷- 故障について 

♦ベル トやプレート-バックルなどは、シートやドアに挟むなどして損傷しな 
いよラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したときは、シートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないで < ださい。 

♦プレートび バックルに確実に挿し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認してください。ラま<挿し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜.シートベルトを交換してください。 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトの取り付けや取りはずし.分解-廃棄など 
は、トヨタ販売店外でしないでください。 

不適切に扱5と、正常に作動しな<なり、重大な傷害を受けた D 、 最悪の場合 
死こにつなびるおそれびあ0ます。 


-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 
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1-3. シート•八ンドル-ミラーの調整のしかた 

八ンドル 


バンドル位置を運転しやずいように調壁できまず。 



八ンドルを持ち、レバーを下げ 
る 


八ンドルを上下•前後に動かし、 
適切な位置にずる 

位置びミ央定した6、レバーを上げ 
て八ンドルを固定してください。 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないで<ださい。 

運転を誤り、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

■/\ン ドル位置を調整したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわり、思わめ事故につなびり、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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1-3. シート•八ンドル-ミラーの調整のしかた 

インナーミラー 


座った姿勢に合わせて、後方を十分に確認できるようにミラーの位置 
を調壁ずることがでさまず。 


f 上下調壁のしかた（自動防眩ミラー装着車) 

インナー S ラー本体を持って、上 
下方向に調整ずる 


[防眩機能 

► 手動防眩 S ラー 

レバーを操作ずることで、後続車のへッドランプによる反射光を減少 
させます。 

n 通常使用時 
□ 防眩時 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


► 自動防眩互ラー 

後続車のへッドランプのまぶしさに応じて反射光を自動的に減少さ 
せます。 



自動防眩機能の切りかえ 
ON/OFF 

□ N のとをはインジケーターび点なし 
永苗 0 

" エンジン スター トストツプ"ス 
イツチをイグニツシヨン日 N モードに 
したとをは、ミラーは常に自動防眩機 
能び日 N になっています。 

ボタンを押すと OFF になりインジ 
ケーターび消灯します。 


曰知識 


■センサーの誤作動防止 



センサーの誤作動を防ぐため、センサーに 
みれた D センサーを覆ったりしないでく 
ださい。 


A 警告 
■運転 中の警告 

運転中は5ラーの調整をしないでください。 

運転を誤って、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 
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1-3. シート•八ンドル-ミラーの調整のしかた 

ドア巧- 


スイッチで鏡面の角度調壁をしまず。 



調 




S ラーを 選ぶ 

n 左 
曰ち 


スイッチを操作してミラーの鏡 
面を調整する 

n 上 
0ち 
且下 
Q 左 


ボタンを押してドアミラーを格納 
する 

ちう一度巧すと、ちとの位置にちどり 
9 〇 


[ ドアミラーを格納ずるときは 
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1-3. シート-八ンドル-ミラーの調整のしかた 


□知識 

■作動を件 

"エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ U —モード、またはイグ 
ニッシヨン ON モードのとを 

■ミラーび量ったときは 

U ヤウインドウデフ ォッ ガーを作動させると、5ラーヒーターび同時に作動し、 
曇りを取ることびできます。 UP . 174) 


A 警告 

■走行して いるとをは 

走行中はなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、運転を誤って重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

♦5 ラーの調整をしない 
• ドア5ラーを格納したまま走らない 

♦必ず 走行前に運転席側および助手席側の5ラーをちとの位置にちどして、正し 
<調整する 

■5 ラーび動いているとをは 

手をふれないでください。 

手を挟んでけびや、5ラーの故障などの原因になるおそれびあります。 

■5 ラーヒーターび作動しているとさは 

鏡面び熱くなるのでみれないでください。 


6吕 







1-4. ドアガラスの開け方、閉め方 

ハでーウインドウ 


スイツチでドアガラスを開閉でさまず。 

□ 自動全閉 X ’ 

曰閉める 
曰自動全開 X ’ 

□ 開ける 

^途中で停止するとをは、スイッチを 
反対側へ操作します。 


[ウインドウ□ックスイッチ 

スイッチを巧すと、運転席じ(外のド 
アガラスび作動不可になりまず。 

お子さまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止でをます。 
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-4. ドアガラスの開け方、閉め方 


□知識 

■作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■" エンジンスタートストップ"スイッチ OFF 後の作動 

" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ U —モード、または OFF 
にしたあとでも、約4已秒間はドアガラスを開閉でをます。ただし、そのあい 
だにフ□ントドアを開くと作動しなくなります。 

■挟み込み防止機宜目 

ドアガラスを閉めているとをに、窓砕とドアガラスのあいだに異物び挟まると、 
作動び停止し、少し開をます。 

■パワーウインドウを閉めることができないときは 

挟み込み防止機能び異常に作動してしまい、ドアガラスを閉めることびでさな 
いとをは、閉めることびでをないドアのパワーウインドウスイッチで、下記の 
操作を行って < ださい。 

車を停止し、"エンジンスタートストップ’’スイッチをイグニッシヨン ON 
モードの状態で、バワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続け 
ることでドアガラスを閉めることびでをます。 

上記の操作を行ってちドアガラスび閉まらない場合、挟み込み防止機能の初期 
化を;欠の手順で実施して < ださい。 

I お腫|1 I パワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引を続け、ドアガ 
ラスを閉めたあと、さらにスイッチを日秒間引を続ける 

iiai 21バワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で押し続け、ドアガ 
ラスを全開にしたあと、さらにスイッチを2砂間押し続ける 

feitdl 3 1再度、パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続け、ド 
アガラスを閉めたあと、さらにスイッチを2秒間引を続ける 

ドアガラス作動途中でスイッチから手を離すと、最初からやり直しとなります。 
し U 上の操作を行ってち反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 
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-4. ドアガラスの開け方、閉めち 


A 警告 

■ ドアガラスを開閉ずるとをは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ドア ガラスを開閉するとをは、乗員の 
手' 腕•頭-首などを挟んだり巻を込ん 
だりしないよラにしてください。特にお 
モさまへは手などを出さないよラに声 
かけをして < ださい。 

♦お 子さまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたり巻を込まれた 
0するおそれびあ0ます。 

■挟み込み 防止機宜目 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手•腕-頭-首などを挟ん 
だりしないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死こにつなびるお 
それびあります。 

♦挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
い場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引を続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないよラにま意して < ださい。重大な傷害を受 
けるおそれびあ D を険です。 
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1- 已.給油のしかた 

給油□の開け方 


巧の手順で給油□を開けてください。 


■ 給油する前に 

•" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にして、ドアと 
窓を閉めて < ださい。 


♦燃料の種類を確認してください（一 P . 67) 

■給油□の開けち 



給油ロ オープナーを 巧して、給 
油口を開ける 



キャップをゆつ<りまわして開 
ける 


キャップを八ンガーにかける 
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1-5. 給油のしかた 


I 給油□のキャップを閉めるとさは 

キャップを"カチッ"と音びずる 
までまねして閉める 

手を離すと、キャップびをち向に少し 
ちど0ます。 


□知識 
■燃料の種類 

無鉛プレ5アムガソ1」ン（無鉛八イオク） 

■車内のスイッチで給油□び開かないとさは 

緊急用レバーを車両後ちに引いてくださ 
し、。（横に引かないでください） 

バッテ U —びあびったとをなど、車内の給 
ミ由□オープナーを押してち給ミ由□び開かな 
いとをにご使用ください。 
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-已.給油のしかた 


A 警告 
■給油に ついて 

給ミ由するとをはなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ボデ ーなどの金属部分にふれて体の静電気を除去する 
除去しないと放電による火巧で燃料に引火するおそれびあります。 

♦キャップを ゆるめたとさに、"シュー"といラ音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ < D 開ける 

キャップを開けるとさは、キャップのツマ=部分を持ち、ゆっくりと開けま 
す。ゆっくりと開けないと、気温び高いとをなどに、給油□から燃料び噴を 
返すおそれびあります。 

♦給 ミ由□に、静電気を除ましていない人を近付けない 

♦気化した 燃料を吸わないよラにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあります。 

♦喫煙し ない 

弓 I 火して乂巧を弓 I を起こすおそれびあ D ます。 

♦車内に もどったり、静電気を除去していない人や帯電しているものにふれない 
再び帯電する可能性びあります。 

■給油 時のを意 

♦面を こぼれを防ぐためし U 下の点に注意してください。 

-給油□にノズルを確実に挿入する 
-継ぎ足し給ミ由をしない 

♦正常に 給ミ由でをない場合は、スタンドの係員を呼んで指示に従ってください。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正品しツがのキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと火災などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 
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1-5. 給油のしかた 


A ま意 
■給油 するとをは 

指定のガソ1」ンを使用してください。 

指定し U 外のガソ U ン（無鉛レギュラーガソ1」ン）や他の燃料（粗悪ガソ1」ン•軽 
ミ由-打油-高濃度アルコール含有燃料）を使用したり、燃料をこぼしたりしな 
いで < ださい。 

なのよラな状態になるおそれびあります。 

♦エンジンの 始動性び悪くなる 

♦エンジンからの 異音や振動など（ノッキング）び発生する 

♦エンジン 出力び低下する 

♦排気 制御システムび正常に機能しない 

♦燃料 系部品び損傷する 

♦塗装び 損傷する 

■ 緊急用レ/ の損傷を防ぐために 

♦必要し U 上の力で引かないで < ださい。 

♦緊急 時し U 外は使用しないでください。 
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1-6. 盗難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム 


キーに信号発信機び内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキーじ(外で 
はエンジンを$台動でさません。 

車両か6離れる場合は、車内にキーを巧さないでください。 


"エンジンスタートストップ" 
スイッチを OFF にずると、シ 
ステムの作動を知日せるために 
インジケーターび点滅しまず。 

登録されたキーを携帯し、"エンジ 
ンスタートストップ"スイッチ 
をアクセヴ I 」 ー モードまたはイグ 
ニッシヨン ON モードにするとシ 
ステムび解除され、インジケー 
ターび消なします。 



□知識 一 

■メンテナンスについて 

エンジンイモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 

■システムが正常に作動しないとさ 

♦キーび金属製のちのに接したり、覆われている 

♦キーび他の車両のセキュ U テイシステム用キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なっているとさや接近しているとを 


A ま意 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
し、おそれびあ0ます。 
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1-7. き全にお使いいただくために 

正しい運拓姿勢 


巧のを件に合った正しい姿勢で運転してください。 

n まっすぐ座り、背をたれか日 
背を離さない（一 P . 48) 

□ シートをペダルび十分に踏み 
込めるよラなシート位置にず 
る（一 P . 48) 

□ 各装置び操作しやずい背ちた 
れのち度にずる（一 P . 48) 
□ SRS エアバッグび自分の陶の 
方へ向<よラな八ンドルの位 
置にする（一 P . 已 8) 

曰へッドレストの中央を耳のい 
ちばん上あたりになるよラに 
する（一 P . 已 2) 

B シートベルトび正しく着用で 
きる（一 P . 已 4) 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびあります。 

♦背 もたれと背のあいだにクッシヨンなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッド 
レストなどの効果び十分に発揮されずに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ0ます。 

♦フロン トシートの下にものを置かないでください。 

ちのび挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因になって、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。また、調整機構の 
故障の原因になります。 

■シ ートを調整ずるときは 

♦同乗者び シートにあたってけびをしないよラにま意してください。 

♦シートの 下や動いている部分に手を近付けないで<ださい。 

指や手を挟み、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 


7吕 





1-7. ま全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは乗員に重大なを害がおよぶよラな強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトび体を拘束ずる働きと併せて乗員へ 
の衝撃を緩和させまず。 



□ 運転席 SRS エアバッグ/助手席 SRS エアバッグ 
(運転者と目力手席乗員の頭や陶などへの衝撃を緩和） 
0 SRS 二ーエアバッグ 
(運転者の衝撃緩和を補日力） 

► SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ 
且 SRS サイドエアバッグ 

(フ□ント席秉員の胸などへの衝撃を緩和） 

□ SRS 力ーテンシールドエアバッグ 

(フ□ント席と U ヤ外側席秉員の主に頭部への衝撃を緩和） 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


□知識 


■ SRS エアバッグび作動ずると 


♦ SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびあります。 
♦作動音ととちに白いガスび発生します。 

♦フロント席-フロントピラー' U ヤピラー.ルーフサイドレールの一部分な 
どだけでなくエアバッグ構成部品（八ンドルの八ブ-エアバッグカバ— r 
ンフレーター）も数分間熱くなることびあります。エアバッグそのものち熱 
くなります。 

♦フロントウインドウガラスび破損することびあります。 

■ SRS エアバッグび作動ずるとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

♦フロント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値(移動もをおもしなし個定 
された壁に、約20〜30 km / h で正面衝突した場合の衝撃の強さに相当す 
る値）し U 上の場合に作動します。 

ただし、なのよラな場合はエアバッグび作動する車速は設定値より高<なり 
ます。 


-駐車している車や標識のよラな衝撃によって移動や変おするちのに衝突 
した場合 

-もぐり込むような衝突の場合（例えば、車両前部びもぐり込む、下に入り 
込む、トラックの下敷をになるなど） 

♦衝突条件によってはシートベルトプ U テンシヨナーのみ作動する場合びあ 
ります。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■ SRS エアバッグび作動ずるとさ 

( SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さび 
設定値（約1 .5 t の車両び、約20〜 30 km / h のま度で客室へ直角に衝突した 
場合の衝撃の強さに相当する値）し i (上の場合に作動します。 

■衝突がで作動ずるとを 

なのよラな状況で、車両下部に強い衝撃を受けたとさち、作動する場合びあり 
ます。 

♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとを 

♦深い巧や溝に落ちたり、柔りこえたとを 

♦ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 


■ SRS エアバッグび作動しないとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

フロント SRS エアバッグは、側面や後ちからの衝撃-横転またはな速での前ち 
からの衝撃で作動するよラには設計されていません。ただし、それらの衝撃び 
前ちへの減速を十分に引を起こす場合には、フロント SRS エアバッグび作動す 
ることびあ0ます。 

•側面からの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■ SRS エアバッグび作動しないとき 
( SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分し U 外の側面に衝撃を受けたとをには、 
SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグび作動しない場合 
びあ0ます。 



参客室部分し U 外の側面への衝撃 
参斜めからの衝撃 


SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、前ちや後ちか 
らの衝撃' 横転' または低速での側面からの衝撃で作動するよラには設計され 
ていません。 



♦前ちからの衝突 
♦後ちからの衝突 
♦横転 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡が必要な場合 

なのよラな場合には、修理-点検び必要になります。でさるだけ早くトヨタ版 
売店へご連絡 < ださい。 

♦いずれかの SRS エアバッグびふ< らんだとを 

♦フロント SRS エアバッグはふくらまな 
かったび、事故で車両の前部を衝突した 
とを、または破損•変おなどびあるとを 


• SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテン 
シールドエアバッグはふくらまなかった 
び、事故でドア部分を衝突したとを、ま 
たは破損-変形などびあるとを 


♦八ンドルのパッド部分.助手席 SRS エア 
バッグのカバー部' インストルメントパ 
ネル下部び傷付いたり、ひび割れたり、そ 
の他の損傷を受けたとを 
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1-7. 安全にお使いいただくために 



♦ SRS サイドエアバッグび内蔵されている 
シート表面び傷付いた0、ひび割れたり、 
その他の損傷を受けたとを 


♦ SRS 力ーテンシールドエアバッグび内蔵 
されているフ□ントピラー部- U ヤピ 
ラー部•ルーフサイド部び傷付いたり、ひ 
び割れたり、その他の損傷を受けたとを 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦運転者と 乗員すべてびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

♦助手席 SRS エアバッグは強い力でふくらむため、特に乗員び SRS エアバッ 
グに近付をすざると、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。乗員び SRS エアバッグのみくらむ場巧に近い場合は特に 
を険です。シートの背もたれを調整して、シートをでをるだけ SRS エアバッ 
グから離し、まっすぐに座ってください。 

♦お 子さまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

おテさまびルさくてシートベルトを使用でをないとさは、チャイルドシートで 
しっかり固定してください。 

おモさまは U ヤ席に乗せ、チャイルドシートまたはシートベルトを着用させる 
ことをおすすめいたします。（一 P . 日 2) 

•シ ートの縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかったりしない 


• おテさまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない 

♦運転ち および助手席乗員は、ひざの上に 
何ち持たない 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■ SRS エアバッグについて 


% 

髓。 

% 


制 

幽 

r 無 



• ドアやフロントピラー-センターピラー' 
U ヤピラー.ルーフサイドレールへ寄り 
かからなし、 


♦助手席 や1」ヤが側シートでは、ドアに向 
かってひざをついたり、窓から顔や手を 
出したりしない 


♦ダッ シュボード-八ンド J レのパッド部分- 
インストルメントパネル下部などには何 
も取り付けたり、置いたりしない 


♦ドア- フロントウインドウガラス•ドア 
ガラス' フロント ピラー および1」ヤピ 
ラー.ルーフサイドレール.アシストグ 
1」ップなどには何ち取り付けない 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■SRS エアバッグについて 

♦コート フックに八ンガーなどの硬いものをかけないでください。 SRS カーテ 
ンシールドエアバッグが作動したとをにおげ出されて重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につながるおそれがあります。 

♦ SRS こーエアバッグがふ<らむ場所にビこールカバーが付いている場含は取 
0除いて < ださい。 

♦ SRS サイドエアバッグがふくらむ場所を覆ラよラなシートアクセヴ U —を使 
用しないで < ださい。 

♦ SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強<たた<など過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグが正常に作動しな<なるおそれがあります。 

♦ SRS エアバッグがふくらんだ直後は、構成部品が熱くなっているため、ふれ 
ないで < ださい。 

♦ SRS エアバッグがふくらんだあとに、もし呼吸が苦しく感じたら、ドアや 
ドアガラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出て<ださい。 
皮膚の炎症を防ぐため、残留物はでさるだけ早<洗い流して<ださい。 

♦ SRS エアバッグが収納されているパッド部およびフ□ントピラーガーこッシュ 
部に傷が付いていたり、ひび割れがあるときは、そのまま使用せずトヨタ販売店 
で交換して < ださい。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■改造 •廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、なの改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアパッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大な 
傷害におよぶか、最悪の場合死 t につながるおそれがあります。 

♦ SRS エアバッグの取りはずし-取り付け-分解-修理 

♦八ン ドル-インストルメントパネル-ダッシュボード-シート-シート表皮- 
フ□ントピラー-センターピラー- U ヤピラー-ルーフサイドレール周辺の修 
理•取りはずし-改造 

♦フ □ントフエンダー-フ□ントバンパー-車両客室側面部の修理-改造 

♦グ U ルガード（ブルバー-カンガルーバーなど）-除雪装置-ウィンチなどの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

♦ CD プレーヤー-無線機などの電化製品の取り付け 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

子供専用シート 


子供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定ずるこ 
とがでさまず。 


I 知っておいていたださたいこと 

• 車の仕様やおモさまの年齢-体格に合わせて、適切なモ供専用シート 
をお選び < ださい。 

• モ供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのモ 
供専用シートに付属の取り扱い説明書をお読みください。 

• この車は2006年10月1曰施行の保安基準に適合した IS 0 FIX 対応 
チヤイルドシート固定専用バーを標準装備していまず。 


I " 子供専用シ-卜の適合性 ~覧 表について 

■ 質量 グループについて 

ECE R 44 ’X の基準に適合ずるモ供専用シートはおモさまの体重によ 
0次の5種類に分類されまず。 

グルー プ〇 :1 0 kg まで 
グループが： 1 3 kg まで 
グループ I : 9 〜 1 8 kg 
グループ n :] 已〜 25 kg 
グループの： 22 〜 36 k 邑 

この本では代表的な次の3種類の子供専用シートをシートベルトで固定 
する方法を紹介します。 

’X ECE R 44 は、子供専用シートに関する国際法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

モ供専用シートに表おされる分類記号と、それにとちなラ取り付け器 
具の記号にな0まず。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


►ベビーシート 


ECE R 44 基準のグループ0、0+ 
にホ目当 


►チヤイルドシート 




ECE R 44 基準のグループ0 +、I 
に相当 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


♦ 上表に記入する文字の説明 

U :この質量グループでの使用を許巧された況用（ユニバーサル）カテコ ’U —の子 
供専用シートに適しています。 

UF :この質量グループでの使用を許巧された況用（ユニバーサル）カテコ ’U —の前 
向を子供専用シートに適しています。 

X :子供専用シートを取り付けることはでさません。 

子供専用シートの装着については子供専用シートの取り扱い説明書ちご確認<ださい。 

表に記載されていない子供専用シートを使用する場含は、子供専用シート製造業ちまた 
は販売業ちにご相談 < ださい。 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フロントシート 

U ヤシート 

助手席 

左ち席 

中央席 

0 

(1 日 k 旨まで） 

X 

U 

U 

が 

(13k 邑まで） 

X 

U 

U 

I 

(目〜1 8 kg ) 

前向を UF 

U 

U 

ラしろ向を X 

n 

(1 己〜2己 kg ) 

UF 

U 

U 

m 

(22 〜吕 6 k 呂） 

UF 

U 

U 


運転する前に 


8已 


















1-7. 安全にお使いいただくために 


I シー ト位置別子供専用 シー トの適合性一覧表 
(旧 OFIX 対応トップテザーアンカーでの取り付け) 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

車両 IS 日 FIX 位置 

U ヤシート左ち席 

キヤ1」コット 

F 

IS 0/ L 1 

X 

G 

IS 0/ L 2 

X 

0 

(10 k 旨まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 

が 

(13 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

I 

(目〜1 8 kg ) 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

巨 

IS 0/ F 2 

IUF 

臣1 

IS 0/ F 2 X 

IUF 

A 

IS 0/ F 3 

IUF 

n 

(1 己〜2己 k 呂） 


(1) 

X 

m 

(22 〜吕巨 k 呂） 


(1) 

X 


♦ 上表に記入する文字の説明 


(1) サイズ等級表示 （ A から G ) のない子供専用シートの各シート位置での侶日 FIX 
対応子供専用シート固定機構の取り扱いについては、子供専用シート製造業ちま 
たは販売業ちにご相談ください。 

IUF :この質量グループでの使用を許巧された況用（ユニバーサル）カテコ‘リーの 
に日 FIX 対応の前向さ子供専用シートに適しています。 

IL :侶日 FIX 子供専用シートの U ストに示す「特定自動車」、「限定」、または「準況 
用」カテコ ’ U —の子供専用シートに適しています。 

X :に日 FIX 子供専用シートを取り付けることはでをません。 

子供専用シートの装着については子供専用シートの取り扱い説明書わご確認<ださい。 
表に記載されていない子供専用シートを使用する場含は、子供専用シート製造業ちまた 
は販売業ちにご相談ください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■ 旧0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーについて 

この車に標準装備されている侶 0 FIX 対応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECE R 44 に適合しているテ供専用シートの取り付け専用です。それし:1外のち 
のを使用することはでをません。 

■子供専用シートの選巧、使用について 

♦お子さまに最適な子供専用シートについては、テ供専用シート製造業者、ま 
たは販売業者にご相談 < ださい。 

♦お子さまび成長し、適切にシートベルトび着用でさるよラになるまでは、お 
テさまに合ったテ供専用シートを使用してください。 

♦体び十分に大き<、テ供専用シートび不要なお子さまは、 U ヤシートに乗せ 
て車のシートベルトを使巧してください。 


[旧 0 FIX 子供専用シート①リスト 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

旧0円 X テ供専用シート 

カテ j ’ u — 

0 

(10 k 呂まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 日 G - 
Child ISO BABY 

準況用 

が 

(13 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 日 G - 
Child ISO BABY 

準況用 


運転する前に 


識 

知 

□ 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■シートベルトで取り付けるタイプの子供専用シートの還がについて 

「シート位置別子供専用シート適合性一覧表」（一 P . 85) を参照し、子供専用 
シートを取り付け可能な位置と、対応する子供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したちのを選択してください。 

■ ECE R 44 適合の旧0円 X 対応子供専用 シー トの選択に ついて 

「シート位置別子供専用シートの適合性一覧表」 UP . 86) を確認して、適切な 
シートを選択してください。 

mm 11おテさまの体重から、該当する「質量グループ」を確認する 

(例 1) :体重び 12 kg の場合、質量グループは「〇+」になります。 

(例 2) :体重び1已 k 目の場合、質量グループは「 I 」になります。 

EJMI 21サイズ等級を選択する 

m [互で確認した「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認し 
ます。※ 

(例 1) :質量グループび「〇+」の場合、サイズ等級はに」 . の」- 「 E 」 
び該当します。 

(例 2) :質量グループび「 I 」の場合、サイズ等級は 「 A 」 •旧」' 旧1」 ' 
に」 ' の」び該当します。 

※ただし、 該当のサイズ等級でち適合性一覧表の「車両旧 0 FIX 位置」に 
「 X 」と記載されているちのは還択でをません。また、 riu と記載され 
ている場合は、 nsOFIX 子供専用シートの U スト J (^ P . 87) で指定 
されている製品を使用してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 



モ供専用シートに表示されているマーク/ 
ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する 

況用（ユニバーサル）テ供専巧シートには、 
なに示すマーク-ラベル類び表示されてい 
ます。※ 

^表示されている位置-記号などは、商品に 
より異なります。 



□ ISOFIX 対応子供専用シートであること 
を71^す表の 

サイズ等級び示されています。（表示され 
る文字は、製品により異なります） 

お M 2 I で確認したサイズ等級に適合し 
ているちのを選択してください。 


UNIVERSAL 9- 18 kg 



04 **** 


a 況用（ユニバーサル）子供専用シートの 
認可 マーク 

UNIVERSAL はミ化用品の認可であること 
をあらわし、併せて、対象となるおテさ 
まの体重の範囲び記載されています。 



且トップ テヴー(一 P . 92) を示す マーク 
商品の取り付け装置の位置により、意匠 
は異なります。 


































1-7. 安全にお使いいただくために 


■旧0円 X 対応子供専用シートの種類（サイズ等級別) 


A - IS 0/ F 3 

全高前向を幼お用チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

イ氏型前向を幼児巧チャイルドシート 

B 1- IS 0/ F 2 X 

ほ型前向を幼お用チャイルドシート 
( B - IS 0/ F 2 と別物犬のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向を幼児巧チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

ル型後向を幼お用チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向を乳お用チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 

G - IS 日/に 

ち向を位置用チャイルドシート（キャ1」コット） 


■助手席に子供専用シートを取り付けるとき 

やむを得ず助手席にテ供専用シートを取り付ける場合には、助手席シートをな 
のよラに調整し、テ供専用シートを前向をに取り付けてください。 



♦背ちたれを直立が態にする 


♦シートをいちばんラしろに下げる 

♦シートベルトの高さをいちばん低い位置 
まで下げる 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■キャリコットについて 

キヤ U コットは横向をに取り付けることのでをるベビーシートのことです。詳 
し<はテ供専用シート裂造業者または販売業者におたずね<ださい。 


A 警告 

■子供 専用シートを使用しない場合 

♦子供 専巧シートを使巧しないとをであっても、シートに適切にしっかりと取 
り付けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてく 
ださい。 

♦子供 専巧シートの取りはずしび必要な場合は、車両からはずして保管するか、 
ラゲージルーム内に容易に動かないよラに収納してください。 
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1-7. ま全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正しく着用できないルさなお子さまを乗せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまのををのために、チャ 
イルドシートはリヤシートに取り付けてください。 

取り付け方法は、商品に付属の取り扱い説明書に必ず従ってくださし、。 




シートベルトによる取り付け 
(一 P. 93) 


ISOFIX 対応チャイルドシート 
固定専用パ'-(一 P. 94) 

U ヤシートのが側席に装備されて 
います。（固定専用バーび装備され 
ていることを示すタグびシートに 
付いています） 



トップテヴーアンカー 
(一 P' 94) 

テヴーべルトを固定するとをに使 
います。トツプテヴーアンカーは、 
U ヤが側シートに装備されていま 
す。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


トベルトで固定ずる 



チヤイルド シー トに シー トベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ"と音がするまで挿し 
込む。ベルトがねじれていないよ 
ラにする 

チヤイルドシートに付属の取り扱い 
説明書に従い、シートベルトをチヤイ 
ルドシートにしっかりと固定させて 
<ださい。 

チヤイルドシートにシートベルト 
の固定装置が備わっていない場合 
は、□ッキングク U ップ（別売）を 
使用して固定する 

□ツキングク U ップの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
し、。（□ツキングク U ップ品番： 
731 19-22010) 

取り付け後はチャイルドシートを前後左右にゆすり、しっかりと固定されている 
ことを確認してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


I 旧日 FIX 対応チャイルドシート固定専用パ’ 一& トップテザーアンカーで固定する 



へッドレストを上げる 



固定専用 バーの 位置を確認して、 
チヤイルドシートをシートに取り 
付ける 


固定専用ノ（一は、シートクッションと 
背ちたれのあいだにあります。 


チヤイルドシートの取り付け金具を 
チヤイルドシート固定専用バーに取 
り付けます。 

取り付け方法は、それぞれのチヤイル 
ドシート付属の取り扱い説明書に 
従ってください。 


フタを開けて、トップテヴーアン 
カーにフックを固定し、テヴーべ 
ルトを締める 

テヴーベルトをピンと張り、フック 
がしっかり固定されているか確認し 


よ9 〇 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


取り付けたチヤイルドシートを前 
後左ちにゆずり、確実に固定され 
ていることを確認ずる 








1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートについて 

♦事故 や急停止の際、効果的にお子さまを保護するために、必ずお子さまの年齢 
や体の大ささに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してくだ 
さい。お子さまを腕の中に抱くのはチャイルドシートのかわりにはなりませ 
ん。事故の際、お子さまびフロントウインドウガラスや乗員、車内の装備にぶ 
つかり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦お 子さまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して U ヤシー 
卜に取り付けてください。 

♦チ ャイルドシートに座らせている場合でも、ドア•シート-フロントピラー- 
1」ヤピラー'ルーフサイドレール付近におテさまの頭や体のどの部分ちちたれ 
かけさせないよラにしてください。 SRS エアバッグびふくらんだ場合、大変 
を険であり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびでをない、または取り付けび困難な 
場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取り扱い説明書をよくお読み 
の上、確実に取り付け、使用ち法をお守り <ださい。使用方法を誤ったり、確 
実に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■チ ャイルドシートを取り付けるときは 

♦お 子さまをシートベルトであそばせないでください。万一べルトび首に巻を 
付いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミ 
などでシートベルトを切断してください。 

♦シー トベルトのプレートとバックルび固定されていて、ベルトびねじれてい 
ないか確認してください。 

♦チ ャイルドシートを前後左右にゆすって、しっかり固定されているか確認し 
て < ださい。 

♦チャイルドシートを 固定したあとは、シートを調整しないでください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■チ ャイルドシートを取り付けるとをは 

♦運転席と チャイルドシートび干渉し、 
チャイルドシートび正しく取り付けられ 
ない場合は、助手席側の U ヤ席に取り付 
けて < ださい。 

♦助手席と チャイルドシートび干渉しない 
よラに、助手席を調整してください。 


ITI17Y139 

♦やむ を得ず助手席にチヤイルドシートを取り付ける場合には、チヤイルド 
シートをラしろ向をに取り付けないでください。5しろ向をに取り付けてし) 
ると、事故などで助手席 SRS エアバッグびふくらんだとを、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。助手席側のサンバ 
イヴーに、同内容の警告文び表示されています。併せてご覧ください。 

♦やむ を得ず助手席に前向をにチヤイルド 
シートを取り付ける場合には、助手席を 
いちばんラしろに下げて取り付けてくだ 
さい。 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と 
力でふくらむので、お守0いただかない 
と、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ0ます。 



ム警を 助手席 SRS エアバッグ 


このシートに、ベビーシートを取り付けたり 
後向きのチャイルドシートを取 y せけないでくださし、。 
また.絶がにおモさまを前おの前になもせたり 
膝の上に巧いたりしないでください。 

エアバッグの衝擊じよ y , 死亡または重大な傷害に 
至るおそれがあります。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ャイルドシートを取り付けるとをは 

♦ジュニア シートを使巧している場合は、肩部べルトび常におテさまの肩の中 
むにくるよラにしてください。ベルトを首から離すと共に肩から落ちないよ 
ラにしてください。お守りいただかないと、事故や急ブレーキの際に重大な 
傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦旧 0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するとをは、周辺に障害物 
びないか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 


A ま意 

■ トップテザーアンカーについて 

使用しないとさはフタを確実に閉めてください。開けたままにしておくと、フタ 
び破損するおそれびあります。 
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運巧するとをに 2 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって . 100 

エンジン（イグニッション） 

スィッチ . 111 

トランスミッション . 115 

ち向指示レバー . 120 

パーキングブレーキ . 121 

ホーン（警音器） . 123 

2-2 .メーターの見方 

計器類 . 124 

表示灯/警告灯 . 127 

マルチインフォメーション 
ディスプレイ . 130 

2-3 .ランプのつけ方、ワイパーの 
使い方 

ランプスイッチ . 138 

フォグランプスイッチ . 142 

ワイパー&ウォッシヤー 
(フ□ント） . 144 

ワイパー&ウォッシヤー 

(U ヤ） . 148 


2-4. その他の走行装置の使い方 

クルーズコント□ール . 1已日 

運転を補助する装置 . 1已4 

2-5. 様々な状況での運転 

荷物を積むとさのを意 . 1已曰 

寒;令時の運転 . 161 
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2-1 .運転のしかた 

運拓にあたって 


安を運転をむびけて、巧の手順で走行してください。 

■エンジンをかける 
一 P . 111 

■発進する 

11111ブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーを D にずる 
UP. 11 5) 

固画回パーキングブレーキを解除ずる（一 P .121) 

固画回ブレ-キペダルか日徐々に足を離し、アクセルペダルをゆつ 
<0踏み発進ずる 


■停車する 

同 urn シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固画回必要に応じて、パーキングブレーキをかける（一 P . 121) 
長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にします。 

(一 P ' 11巳） 

■ 駐車する 

同丽。 シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
m 互パーキングブレーキをかける（一 P . 121) 

固画互シフトレバーを P にずる（一 P . 11已） 

坂道の途中で駐車をする場合は、化要に応じて輪止め&を使用してく 
ださい。 

^輪止めはトヨタ販売店で購入することびでをます。 

HI 互"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしてエン 
ジンを停止ずる 

固画回キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 
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2-1 .運転のしかた 


I 上り坂の発進のしかた 

Enm パーキングブレーキをしっかりかけ.シフトレバーを D にずる 
mm 21アクセルペダルをゆっくり踏む 

固画回車び動さ出ず感触を確認したら、パーキングブレーキを解除し 
発進する 

U 知識 

■雨の曰の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高速走行などでは、タイヤと路面のあいだに水膜び発生し、八ン 
ドルやブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにし 
て < ださい。 

■運転標識の取り付け 

磁石式の初む運転者標識や高齢運転者標識などを、樹脂バンパーやアル5ボ 
デー部に取り付けることはでをません。 

■走行中のエンジン回お数について 

1；(下の場合、走行中にエンジン回転数び高<なることびあります。これは走行 
状況にあわせてシフトアップの制限、またはシフトダウンの実施を自動的に行 
ラためで、急加速を示すちのではありません。 

♦車両び上り坂、または下り坂を走行していると判断したとを 
♦アクセルペダルを離したとを 
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2-1 .運転のしかた 


■環境に配慮した運転 



環境に配慮した運転をしているとさ、エコド 
ライブインジケーターランプび点なしまず。 
必要 L ソ上にアクセルペダルを踏んだときや 
停車中はミ肖なしまず。 

次の場合、エコドライブインジケーターラン 
プは作動しません。 


♦シフトレノ（一び D 1；(外のとを 


♦走行 モー ドび スポーツ モー ドのとを 
(一 P . 11日） 


♦パドルシフトを操作したとを 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■発進 するとをは 

エンジンびかかったまま停車しているときは、常にブレーキペダルを踏んでくださ 
し、ク U —プ現象で車び動を出すのを防ざます。 

■運 面ずるとさは 

♦踏み 間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を把握しな 
い状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなび0、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

-後退するとをは体をひねった姿勢となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよラを意してください。 

-車を少し移動させるとさち正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるよ5にしてください。 

. ブレーキ ペダルはち足で操作して<ださい。左足でのフ レーキ 操作は緊急 
時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
♦燃え やすいちのの上を走行したり、可燃物付近に車を停めたりしないで<ださ 
し、。排気管や排気ガスは高温にな D 、 可燃物び近くにあると火災につなびるお 
それびあ〇を険です。 

♦シフト レノ（一を前進側のシフトポジシヨンに入れたまま惰性で後退したり 、 R 
に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。 

エンジンび停止し、ブレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび重くなったり 
して、思わめ事故や故障につなびるおそれびあります。 

♦車内で 排気ガス臭に気付いたら、ドアガラスを開け、バックドアび閉まってい 
ることを確認してください。多量の排気ガスび眠気を招を事故の原因になる 
他、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受けて< ださい。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦車両び 動いているあいだは、シフトレバーを P に入れないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをなく 
なるおそれびあります。 

♦車両び 前進しているあいだは、シフトレバーを R に入れないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをなく 
なるおそれびあります。 

♦車両び 後退しているあいだは、シフトレバーを D に入れないでください。 
トランス5 ッ ションにダメージを与えたり、車両のコント ロ ールびでをなく 
なるおそれびあります。 

♦走行 中にシフトレバーを N にすると、トランスミッションとエンジンの動力伝 
達び解除され、エンジンブレーキび効かな<なります。 

♦通常 走行時は、走行中にエンジンを停止しないでください。走行中にエンジン 
を停止してち八ンドルやブレーキの操作は可能ですび、操作力補助びな<なり 
ます。その場创ま八ンドルとフレーキの操作び困難になるため、安全を確認し 
た上で、すみやかに道路腺に停車してください。 

なお、通常のち法で車両を停止することびでさないよラな緊急時は、 P . 302 
を参照してください。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フッ トブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーバーヒートして正常 
に機能しなくなります。（一 P . 1 17) 

♦走行 中は八ンドル•シート-ドアミラ— r ンナーミラーの調整をしないでく 
ださい。 

運転を誤0、思わめ事故の原因になって重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

♦すべての 乗員は頭や手、その他の体の一部を車から出さないよラにして < ださ 
し、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■ずべ りやずい路面を運転ずるときは 

♦急 ブレーキ-急加速-急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
<なり、思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦急激な アクセル操作、シフトチェンジによるエンジンブレーキやエンジン回転 
数の変化は、車び横すベ0するなどして、思わめ事故につなびるおそれびあり 
を険です。 

♦水たまり 走行後はブレーキペダルを輕 < 踏んでブレーキび正常に働 < ことを 
確認してください。ブレーキパッドびめれるとブレーキの効をび悪くなった 
り、めれていない片方だけび効いたりして八ンドルをとられ、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ0を険です。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

シフトレバーび P または N 1；(がにあると、車び急発進し、思わめ事故につなび 

るおそれびありを険です。 

■継続のに ブレーキ付近か6警告音（キーキー音）が発生したときは 

できるだけ早くトヨタ販売店で点検を到ブ、ブレーキパッドを交換してください。 

必要なとさにパッドの交換び行われないと、ディスク□ーターの損傷につなび 

る場合びあります。 

パッドやローターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗していをます。摩耗 

の限界をこえて走行すると故障を引を起こすばかりでなく、思わめ事故につな 

びるおそれびあ〇を険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■停車ず るときは 

♦空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P または N し U がにあると、車び急発進して思わめ事故につな 
びるおそれびあ D を険です。 

♦長時間 エンジンをかけたままにしないでください。 

ど5してち必要な場合は、開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入って 
こないことを確認してください。 

♦まび 動を出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキぺダ 
ルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけて<ださい。 

♦坂道で 停車するとをは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、 
常にブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけて<だ 
さい。 

♦停ま 中に空ぶかしをしないでください。 

排気管び過熱し、可燃物び近 < にあると火災につなびるおそれびありを険です。 

■駐車ず るとさは 

♦炎天下では、 メガネ-ライター-スプレー宙-炭酸飲料の宙などを車内に放置 
しないでください。放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれび 
ありを険です。 

-ライターやスプレー宙からガスびちれたり、出火する 
-プラスチックレンズ•プラスチック素材のメガネび、変おまたはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 

♦ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグローブ 
ボックスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を 
押し込んだりシートを動かしたとさにライターの操作部び誤作動し、火災に 
つなびるおそれびありを険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦ウインドウ ガラスなどには吸盤を取り付けないでください。また、インスト 
ルメントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで<だ 
さい。 

吸盤や容器びレンズの働ををして、車両火災につなびるおそれびあ〇を険です。 

♦シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウ 
インドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側 
に反射し、レンズの働ををして火災につなびるおそれびあ D を険です。 

♦車から 離れるときは、おずバーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にし 
てエンジンを停止し、施錠してください。 

エンジンびかかっているあいだは、車から離れないでください。 

♦エンジン 回転中または停止直後は排気管にふれないで<ださい。 

やけどをするおそれびあります。 

♦降雪 時や雪び積もった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重大な健康障害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

■排気ガス について 

排気ガスには無色.無臭で有害な一酸化炭素 ( CO ) び含まれているため、排 
気ガスを吸い込むと、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあ0ます。 

♦換気び 悪い場所では、エンジンを停止してください。 

特に車庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害や死じに 
をるおそれびありを険です。 

♦排気管は とをどを点検してください。排気管の腐食などによる巧や亀裂、およ 
び継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気づいた場合は必ずトヨタ販売 
店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■仮 旧ずるときは 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮旧すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 
するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排気ガスび車 
内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

■ブレーキを かけるとさは 

♦ブレーキび めれているとさは、普段よりちま意して走行してください。ブレー 
キびめれていると、制動距離び長くな D 、 ブレーキのかかりに、左ちの違いび 
出るおそれびあります。また、パーキングブレーキびしっかりとかからないお 
それちあります。 

♦ブレーキ 倍力装置び機能しないときは、他の車に近付いたりしないでくださ 
し、また、下り坂や急カーブを避けてください。 

この場合フレーキは作動しますび、通常よ D ち強<踏む必要びあります。また 
制動距離ち長<なります。 

♦万ー エンジンび停止したとさは、フレーキペダルをくり返し踏まないでくだ 
さい。ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまい 
ます。 

♦ブレーキ システムは2つの独立したシステムで構成されており、一ちの油圧シ 
ステムび故障してち、ちラーちは作動します。この場合、ブレーキペダルを通 
常より強<踏むぶ、要びあり、制動距離び長<なります。一方のブレーキシステ 
ムしか作動していない状態で走行しないで < ださい。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 


A ま意 

■運転 中は 

♦運転 中にアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏まないでください。 
アクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏むと、駆動力を抑制する場合びあ 
ります。 

♦坂道で 停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■駐車ず るとさは 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動を出した 
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進するおそれびあります。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦パワー ステア U ングモーターの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいにまわし 
た状態を長く続けないでください。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してください。 

■走行 中にタイヤびパンクした6 

なのよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっかり 
持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
♦異常な 音や振動びある 
♦車両び 異常に傾く 

タイヤびパンクした場合の対処法は P . 276を参照してください。 
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2-1 .運転のしかた 


A ま意 

■冠 水路走巧に関ずるま意 

大雨などで冠水した道路では、なのよラな重大な損傷を受けるおそれびあるた 
め、走行しないでください。 

♦エンス トする 

♦電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとさは必ずトヨタ販売店 
でなの点検をしてください。 

♦ブレーキの 効を具合 

♦エンジン- トランスアクスル-ディファレンシャルなどのオイルやフルードの 
量および質の変化 

♦各 ベア U ング-各ジョイント部などの涵滑不良 
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2-1. 運転のしかた 

エンジン（イグニッシヨン）スイッチ 


電子キーを携帯して;欠の操作を巧ラことで、エンジンの始動または 
" エンジンスタートストップ"スイッチのモードを切りかえること 
びでさまず。 

■エンジンのかけ方 

固画〇]パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固画回シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
Ifeitdl 3 1ブレーキぺダ j レをしっかり踏む 

スイッチ上のインジケーターび緑色に点なします。 

緑色に点なしていないと、エンジンは始動しません。 



"エンジンスタートストップ" 
スイッチを巧す 

エンジンび始動するまで最大30 
秒間 スターターび 回転します。 

完全にエンジンび始動するまで、 
ブレーキ ペダルを踏み続けて<だ 
さい。 

" エンジンスタートストップ"ス 
イッチのどのモードか5でちエン 
ジンを始動でをます。 
























2-1 .運転のしかた 


■" エンジンスタートストップ"スイッチのモード切りかえ 

ブレーキ ペダルを踏まずに"エンジン スター トストップ"スイッ 
チを巧すと、モードを切りかえることびでさまず。（スイッチを巧 
すごとにモードび切0かわ0まず） 


□ 且且 



を 


ITN21Y029 


□ OFF 《 

非常点滅なび使用でをます。 

0アクセサ U —モード 

オーディオなどの電装品び使用で 
をます。 

スイッチ上のインジケーターび程 
色に点なします。 

且イグニッシヨン ON モード 


すべての電装品び使用でをます。 
スイッチ上のインジケーターび程 
色に点なします。 

&シフトレバーび P じ(外のとをは 
アクセヴ U —モードにな0 、 OFF 
になりません。 


口知識 

■エンジンが 始動 しないとさは 

エンジンイモビライヴーシステムび解除されていない可能性びあります。 
(一口. 70) 

トヨタ販売店へご連絡 < ださい。 
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2-1 .運転のしかた 


■ステアリング□ックが解除でをないとさは 

"エンジンスタートストップ"スイッチ 
上のインジケーターが緑色に点滅します。 
八ンドルを左ちに動かしながら、再操作し 
て < ださい。 


■-エンジンスタートストップ"スイッチ上のインジケーターび桓色に点滅した 
とさは 

システムに異常があるおそれがあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
てください。 

■自動電源 OFF 機能 

シフトレバーが P にあるとを、1時間じ(上アクセヴ U —モードにしたままにし 
ておくと、"エンジンスタートストップ"スイッチが自動で日 FF になります。 

■電子キーの電池の消耗について 

斗. 30 

■電子キーの電池び切れたとさは 

^ P . 292 

■スマートエントリー&スタートシステムび正常に働かないおそれのある犬況 

斗. 2目 

■ご留意いただきたいこと 

^ P . 31 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるときは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをミ夫してアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

■ 緊急時のエンジン停止ち法 

走行中にエンジンを緊急停止したい場合には、"エンジンスタートストップ" 
スイッチを3砂し U 上押し続けるか、素早く 3回し U 上連続で押してください。 
(一 P ' 302) 

ただし、緊急時し U かは走行中に"エンジンスタートストップ"スイッチにふ 
れないでください。走行中にエンジンを停止してち八ンドルやフレーキの操作 
は可能ですび、操作力補助びな<なります。その場合は八ンドルとブレーキの 
操作び困難になるため、ま全を確認した上で、すみやかに道路脇に停車して< 
ださい。 


A ま意 

■バッテリー あがりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないとをは、"エンジンスタートストップ’’スイッチを 
アクセヴ U - モード、またはイグニッシヨン ON モードにしたまま長時間放置 
しないで < ださい。 

■エンジンを 始動ずるとさ 

♦エンジンび をえた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただ 
ちにトヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 
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2-1. 運転のしかた 

トランスミッション 


状況に応じてシフトポジシヨンを選択してください。 
■シフトレバーの動かしち 



<4- " エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON 
モードの状態で、ブレーキペダルを踏んだまま操作しまず。 

P と D のあいだの操作は、車を完全に止めてか6行ってください。 
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2-1 .運転のしかた 


■シフトポジションの使用目的 


シフトポジション 

目的 

P 

駐車またはエンジン始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行^ 

M 

7速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード走行 

UP . 11 7) 


&燃費向上や騒音の低減のたがに、通常は D ポジションを使用してください。 


スイッチを巧すとスポーツ モー 
ドになります。 

メーター 内のスポーツモード表示 
口が点灯します。パワフ J レな運転や 
山間地などの走行に適しています。 
ちラー度スイッチを押すと通常走 
行モードにちどります。 


■ 走行モードの選択 
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2-1 .運転のしかた 


[7 速スポーツシーケンシャルシフトマチックモードでの変速段切りかえ 

シフトレノ（一を M の位置にして、シフトレノ（一 またはパドルシフトを次 
のよラに操作でさまず。 
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2-1 .運転のしかた 


□知識 

■ リバース警告ブザー 

シフトレバーを R に入れるとフヴーび鳴 D 、 R にあることを運転者に巧らせます。 
■ 7 速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード走行時の自動変速について 

変速段を固定して走行しているとをでち、エンジン回転数び上びりすぎそラな 
とを、または下びりすざそラなとさは、現在の変速段から自動的に1段シフト 
アップ、またはシフトダウンされます。 

■—時のな7速スポーツシーケンシャルシフトマチックモードについて 

シフトレノ（一を D の位置で走行中、パドル 
シフトを操作することにより任意の変速段 
を選択することびでをます。この場合、シ 
フトポジシヨン-シフトレンジ表示の D び 
点好し、変连段び表示されます。 



一時的な7をスポーツシーケンシャルシフトマチックモードはなの状態になる 
と解除されます。 

♦パドルシフトのシフトアップ側を一定時間し iLh 押し続けたとを 
♦車両停止状態のとを 

♦同一変速段で、アクセルペダルを一定時間し U 上踏み続けたとを 

■シフトダウン制限警告ブザー 

ま全や走行性能を確なするため、シフト操作には制限びあり、操作してちシフ 
トダウンでをない場合びあります。シフト操作によるシフトダウンび行われな 
い場合は警告ブヴーび鳴ります。 

■スポーツモードの自動解除について 

"エンジンスタートストツプ’’スイッチを OFF にすると、スポーツモードは 
解除されます。 
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2-1 .運転のしかた 


■クルーズコント□-ルを使って走行しているとさ* 

エンジンブレーキを目的に;欠の操作を行ってち、クルーズコント□ールび解除 
されないためエンジンブレーキは効をません。 

♦ D 、 M ポジションで走行中に己-已または4にシフトダウンしたとき 
(一 P ' 11 7) 

♦ D ポジションで走行中に走行モードをスポーツモードにしたとを 
(一 P ' 11己） 

■シフトレバーを P か6シフトでさないとさは 

一 P . 287 

■シフトレバーを M にしても、シフトポジション•シフトレンジ表示の " M " び 
点なしないときまたは点滅したときは 

システム異常のおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。 

■ MW ジションで走行中に停車したときは 

♦停車すると自動的に Ml にシフトダウンされます。 

♦停車後、走行するとをは Ml からの発進となります。 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、シフト操作を行わないでください。エンジンブレーキカ 
の急激な変化び、横すベりやスピンの原因にな D ますのでま意してください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-1. 運転のしかた 

方向おおレバー 


レ/ (—操作により、；欠のように運輯者の意思を表示ずることびできまず。 



ITI21Y060a 


n ち折 
曰左折 

曰ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーを離すまで、ち側方向指示 
なび点滅します。 

□ 左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーを離すまで、左側方向指示 
なび点滅します。 


白知識 
■作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとを 
■表示巧の点滅が異常に速くなったときは 

ち向指示口の電球が切れていないか確認して<ださい。 
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2-1. 運転のしかた 

パーキングブレーキ 


n パーキングブレーキをかける 
にはスイッチを巧ず 

スイッチを巧すと表示なび点滅し、 
バーキングブレーキびかかると点 
なします。 

緊急時、走行中にバーキングブレー 
キをかける化要びあるとをは、ス 
イツチを巧し続けてください。 

0パーキングブレーキを解除ず 
るにはスイッチを引< 


白知識 

■パーキングブレーキの解除について 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モード！;(外のと 
をは、パーキングブレーキスイッチによる解除はでさません。 

■パーキングブレーキの作動音 

パーキングブレーキび作動するとを、 モーターの 音（"ウィーン"といラ音）び 
聞こえることびありますび、異常ではありません。 

■システムの過熱について 

短時間に操作をくり返すと、システムの過熱防止のために作動制限することび 
あります。しばらく操作を控えると、もとの状態にもどります。 

■ システムに異常びあるとをは 

電モ制御フレーキ警告灯び点なまたは点滅します。（一 P . 261) 
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2-1 .運転のしかた 


■パーキングブレーキホ稱除走行時警告ブザー 

一 P . 2己2 

■冬季のパーキングブレーキの使用について 

一 P ' 1已2 


/?\ ま意 
■駐車ず るとき 

車から離れるとさは、パーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にし、車 
び動かないことを確認してください。 

■故障な どでかかったままになったとを 

パーキングブレーキ解除ツールを使巧して、パーキングブレーキを完全に解除 
してください。（一 P . 288) 

パーキングブレーキびかかったまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレーキ 
の効をび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 


1吕吕 





1 .運転のしかた 

;ーン（警音器) 


八ンドルの fed 周辺部を巧ず 
とホーンび鳴りまず。 


白知識 

■ A ンドル位置を調舊したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 
固定び不十分だとホーンび鳴らない場合びあります。（一 P . 已 8) 




123 





























2-2 .メ ーターの見方 

計器類 



" エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン ON モー 
ドにすると ーターが点好します。 

n タコ;>(ーター 

毎分のエンジン回転数を示します。 

曰マルチインフォーシヨンディスプレイ 
走行に関する様々な情報を表示します。 （^ P . 130) 

且オド一夕一/卜 U ッつ木~夕~ 

オドメーター：走行した総距離を表示します。 

トリップメーター： U セットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、 
トリップ A ■卜 U ップ目の2種類で使い分けることがで 
さます。 

Q スピード ーター 
車両の走行速度を示します。 
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2-2. メーターの 見ち 


且 DISP ボタン/>(ーター照度調整スイッチ 

押す：マルチインフォメーシヨンディスプレイの表示を切りかえます。 

まわす： ーターの照度調整がでさます。（- > P . 12日） 

曰燃料計 

燃料残量を示します。 

〇時計 

時刻を表示します。 

□ 水温計 

エンジン;令却水の温度を示します。 

且表お切りかえ/卜 U ップ>(ーター U セットボタン 

オドメーター/卜 U ップメーターの切0かえがでをます。また、卜 U ップメー 
ター表示中に押し続けると、走行距離を0にちどします。 



12已 



2-2. メーターの 見方 


I メーター照度調壁 

車幅なび点巧しているとさは、メーター照明の明るさを調整でさまず。 



n 暗くなる 
且明るくなる 


曰知識 — 

■メーター照明の減光制御について 

ランプスイッチを ON にすると、メーター照巧び減光されます。メーター照度 
調整スイッチをちいっぱいまでまねすと、ランプスイッチを ON にしてち巧る 
さは切りかわ0ません。 


A ま意 

■エン ジンや構成部品への損傷を防ぐために 

♦タコ メーターの針びレツドゾーン（エンジンの許容回転数をこえている範囲） 
に入らないよラにしてください。 

♦水温 計の表示び上端まで達したとさは、オーバーヒートのおそれびあるので、 
ただちに安全な場所に停車して < ださい。完全に;令えたあと、エンジンを確認 
してください。（一 P . 297) 
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2-2 .メ ーターの見方 

表示好/警告巧 


メ—夕—. センターパネル内の表示'灯/警告幻でお車の状況をお知5 
せしまず。 

巧のイラストは、説明のためずベての表示'灯/警告巧を示していま 
ず。 

► メーター 
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2-2. メーターの 見方 


■表示な 

システムの作動状況を表おしまず。 


0。 


ち向指示表示打 
(一 P ' 1 20) 


二00こ尾灯表示な（一 P . 138) 


10 


八ィ ビーム表示打 
(一 P ' 1 39) 


ち ス U ップ表示な 

(点口または（一口.1已已） 

速い点滅） 

エコドライブインジケーター 
ランプ（一 P .102) 




〇 SECURITY 


セキュ U ティインジケーター 
UP . 70) 


ご 


フ□ントフォクフンプ 

表示な* (^ p . 143) 

の 


クルーズコント□ール 
表示灯* (^ p . 1己日） 


0^ 

: 

U ヤフォクフンプ表の口 

(一 P . 1 42) 

SET 


クルーズコント□ール 
セット表示灯* 

(^ P . 1己 0) 


I 1スポーツモード表示灯 

軒0が (一 P . 11目） 


(©) 


パーキングブレーキ表示灯 
UP. 121) 


AFS 

AFS 日 FF 表术 n 

1 •ニミ 

OFF 

(^ P .13 目） 

M ^ 


シフトポジション*シフトレンジ表示 

UP. 11 5) 


作動確認のために"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッショ 
ン日 N モードにすると点灯し、数秒後またはエンジンをかけると消灯します。 
点灯しない場含や点灯したままのとをは、システム異常のおそれがあります。 
トヨタ販売店で点検を受けてください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2. メーターの 見方 


■警告な 

万一のシステム異常などを警告しまず。（一 P . 260 ) 


么 

(©) 

己 


が 

(©) 



(赤色） (黄色） 

《 《 ホ 

(©) 

@! 

AFS 

OFF 

曲 

ぶ 

PASSENGER ぶ 

の 


視、減)' ( 好、 滅) 


作動確認のために"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッショ 
ン日 N モードにすると点灯し、数秒後またはエンジンをかけると消灯します。 
点灯しない場含や点灯したままのとをは、システム異常のおそれがあります。 
トヨタ販売店で点検を受けてください。 


A 警告 

■安全装置の 警告巧び点なしないとをは 

ABS や SRS エアバッグなどのま全装置の警告灯び、"エンジンスタート 
ストップ"スイッチをイグニッシヨン ON モードにしても点なしない場合や 
点巧したままの場合は、事故にあったとさに正しく作動せず、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。ただちにトヨタ販 
売店で点検を受けてください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2 .メ ーターの見方 

マルチインフオメーシヨンディスプレイ 


マルチインフォメーシヨンディスプレイは、外気温-時刻や走行に関 
ずるさまざまな情報を表示しまず。 



• 卜 U ップ インフ オメーシヨ ン 
航続巧能距離や燃費など、走行に 
関する情報を表おします。 

• 曰付 

日付び表示されます。 

♦外気温度表示（一 P .131) 

• 警告メッセージ（一 P . 264) 

各システムに異常び発生すると自 
動で表示されます。 

• 表示設定（一 P . 1 34) 


[表示切りかえ 



表示を切りかえるには、 DISP ボタ 
ン夕一部)、または DISP ス 
イッチ（八ンドル部）を押します。 

DISP スイッチは販売店オプション 
のナビゲーシヨンシステムまたは 
オーディオを装着した場含に操作巧 
能です。 
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2-2. メーターの 見ち 


表示項目 


曰付/が気温度表示 


THURSDAY 
咒！！ /□ 日 /!! 

] 

30 。[ 

0D0 I 

luukm 


日付と外気温度を表おしまず。 

外気温度は一40°巳から已0 °巳の範囲 
で表します。 


瞬間燃費 


現在の瞬間燃費を表おしまず。 


瞬間刪骨 



□ km 


平均燃費 


平均禍ち 


I 日日 km /。 


uukm 


u セットしてからの平ち燃費を表 
术し永9。 

- U セットするには、平均燃費表示 
中に D に P ボタンまたは DISP ス 
イッチを1秒政上押し続けます。 

-表示される平均燃費は、参考とし 
て利用して < ださい。 
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2-2. メーターの 見ち 


■エコドライブインジケーターゾーン表示 



■航続可能距離 


肺捕可能距請 

3 ED km 

ODO ! HI u km 


ITI22Y050 


環境に配慮したアク t ル操作の範 
囲と、現状のアクセル開度を表示 
します。 


現在の燃料残量で走行でさるおよ 
その距離を表示します。 

-表示される距離は過去の平均燃費 
をもとに算出されるため、表示さ 
れる距離を実隙に走行でさるとは 
限りません。 

-燃料給油量び少量の場合、表示び 
更新されないことびあります。 
給油の隙は"エンジンスタート 
ストップ"スイッチを OFF にし 
てください。万一、"エンジンス 
タートストップ"スイッチを日 FF 
にせず給油した場合、表示が更新 
されないことがあ0ます。 
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2-2. メーターの 見方 


■平均車速 


__平均車娃_ 

3 8 km/h 

0D0 luukm 


tN22Y037 

■走行時間 


を巧時間 

IhHGrn 

0D0 luukm 


ITN22Y038 


u セットしてからの平均車速を表 
71^しぶす0 

U セットするには、平均車速表示中に 
DISP ボタンまたは D に P スイッチを 
1秒！;!上押し続けます。 


U セットしてからの走行時間を表 

术し iJ 〇 

U セットするには、走行時間表示中 
に DISP ボタンまたは D に P スイツ 
チを1秒攻上押し続けます。 
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2-2. メーターの 見方 


I 表示設定のしかた 

■ 設定ずる前に 

lEJ 却11 I 車両を停止ずる 


手順且^^^^^^^^ ■ 

r 設定 

|disp ボクン長巧し 
1 0D0 luukm 


tN22Y039 


DISP ボタンまたは DISP スイッ 
チを巧して、設定画面を表示選択 
し、再度 DISP ボタンまたは DISP 
スイッチを巧し続ける 


E 1 OT 31 DISP ボタンまたは DISP スイッチを巧して設定を変更したい項 
目を選択し、再度 DISP ボタンまたは DISP スイッチを押し続 
ける 



な 


エっィンか-哥 




戻る 


uukm 
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2-2. メーターの 見ち 


■ 時刻の設定 

因画の"時計"を遇おし、 DISP ボタンまたは DISP スイッチを巧し続 


ける 




DISP ボタンまたは DISP スイッ 
チを押して"時"を調整する 

パ'-び消えるまで約已秒間放置し、希 
望の"時"に設定されたか確認して< 
ださい。 


日 km 



DISP ボタンまたは DISP スイッ 
チを押して"分"を調整する 

パ'-び消えるまで約已秒間放置し、希 
望の"分"に設定されたか確認してく 
ださい。 


□ km 


■ 曰付の設定 

固画田"日付"を還択し、 DISP ボタンまたは DISP スイッチを巧し続 


ける 



DISP ボタンまたは DISP スイッ 
チを巧して"年"を調整ずる 

バーび消えるまで約已秒間放置し、希 
望の"年"に設定されたか確認してく 
ださい。 


□ 日 km 



13己 































2-2. メーターの 見ち 



tN22Y044 


DISP ボタンまたは DISP スイッ 
チを巧して"月"を調整する 

バーが消えるまで約曰秒間放置し、希 
望の"月"に設定されたか確認してく 
ださい。 



DISP ボタンまたは DISP スイッ 
チを押して"曰"を調整する 

バーび消えるまで約已秒間放置し、希 
望の"曰"に設定されたか確認してく 
ださい。 


■エコドライブインジケーターランプの表示設定 

Eiwn "エコドライブインジケ~夕"を選択し 、 DISP ボタンまたは 
DISP スイッチを押し続ける 



ON / OFF を選択し、 DISP ボタン 
または DISP スイッチを押し続ける 

この設定はエコドライブインジケー 
ターゾーン表示の日 N / 日 FF ではあり 
ません。 


■前の画面にもどるには 

"戻る"を選択し、 DISP ボタンまたは DISP スイツチを巧し続けまず。 
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2-2. メーターの 見方 


□知識 

■エコドライブインジケーターゾーン表示について 

環境に配慮したアクセル操作（エコ運転）の範囲と、現状のアクセル開度を表 
します。 

アクセルの踏みすざなど、エコ運転の範囲をこえた場合には、エコドライブイ 
ンジケーターゾーン表示のち側び点滅します。 

また、なの場合は表示されません。 

♦シフトレバーび D の位置しツがのとを 
♦走行 モー ドびスポーツ モー ドのとを 

♦シフトレバーび D の位置で走行中、パドルシフトを操作したとを 

■夕'!•気温度表术について 

♦なの場合は、正しい外気温度び表示されなかったり、温度表示の更新び遅< 
なったりすることびありますび、故障ではありません。 

-停車しているとさや、低速走行（約20 km / h (下）のとを 
-外気温度び急激に変化したとを律庫、トンネルの出入り□付近など） 
♦"-"び表示されたとをは 

システム異常のおそれびあります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 

■液晶ディスプレイについて 

ディスプレイにルさな斑点や光点び表示されることびあ0ます。これは液晶 
ディスプレイ特有の現象で、異常ではありません。 


A ま意 

■イ氏 温時の画面表术(しついて 

画面の温度が極めて低いとさは、画面表示の切りかえが遅れる場含があります 
ので、車内を暖めてください。 
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2-3 .ランプのつけ方、ワイパーの使い方 

ランプスイッチ 


自動または手動でへッドランプなどを点归でさまず。 




-J)Qz 車幅な-尾な-番号巧を 
点な 

5〇 上記ランプとへッドラン 
プを点灯 

AUTO ヘッドランプ-車幅なな 
どを同時に自動点灯•消 
巧 （" エンジンスタート 
ストップ"スイッチびイ 
グニッシヨン ON モード 
のとさ） 
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2-3 .ランプのつけ方、ワイパーの使い方 


[八イビームにずる 

n ランプ点な時、八イビームに切 
D か无 

レバーをちとの位置へちどすと□一 
ビームにちど0ます。 

0 レバーを引いているあいだ、八 
イビームを点灯 

ランプび消なしていてち、 A イビーム 
び点なします。レバーを離すと、□一 
ビームにちどる、または消なします。 


[AFS (アダプテイブフ□ントライテイングシステム） 

AFS は交差点やカーブの視認性を向上させるため、八ンドル操作によつ 
て変化するタイヤの角度や車速に応じて、へッドランプの光軸を自動で 
調整します。 

車速び1 Okm / h しソ上のときに作動します。 


スイツチを巧す 

AFS OFF 表示なび点なします。 


■ AFS を OFF にするには 
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2-3 .ランプのつけち、ワイパーの使い方 


□知識 

■ライトセンサー 



センサーをふさぐよラなちのをウインドウ 
ガラスに貼らないで<ださい。周囲からの 
光びさえざられると、自動点な-消灯機能 
び正常に働かな < なります。 


■ランプ消し忘れ防止機能 

♦ランプスイッチび AUTO の位置にあるとをは、"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチをアクセヴ U —モード、または OFF にして運転席ドアを開け 
ると、ヘッドランプと尾なび消なします。 

再びランプを点なする場合は、"エンジンスタートストップ’’スイッチを 
イグニッシヨン ON モードにするか、一度ランプスイッチを OFF にもどし、 

再度 ミ 00 音 またはの位置にします。 

♦ランプスイッチびの位置にあるとをは、"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチをアクセヴ U - モード、または OFF にすると、ヘッドランプ 
のみ消灯します。 

再びへッドランプを点なする場合は、"エンジンスタートストップ"スイッ 
チをイグニッシヨン ON モードにするか、一度ランプスイッチを OFF にも 

どし、再度 ミ 003 または iO の位置にします。 
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2-3 .ランプのつけ方、ワイパーの使いち 


■ランプ消し忘れ警告ブザー 

" エンジンスタートストップ’’スイッチびアクセヴ U - モードまたは OFF の 
とを、ヘッドランプ-尾なび点なしている状態で運転席ドアを開けると、ラン 
プ類の消し忘れを警告するブヴーび鳴ります。 

■才ートレべリングシステム 

通行人や対向車びまぶし<ないよラに、柔車人数-荷物の量などによる車の姿 
勢の変化に合わせて、へッドランプの光軸を自動で調整します。 

■ AFS OFF 表示むび点滅ずるときは 

システムに異常びあるおそれびあります。トヨタ販売店に連絡してください。 

■販売店で設定可能な機能 

ライトセンサーの感度の設定などを変更でをます。 

(カスタマイズー覧： 一 P . 310) 


A ま意 

■バッテリー あがりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でランプを長時間点なしないでください。 
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2-3. ランプのつけ方、ワイパーの使い方 

フォグランプスイッチ 


雨や霧などの悪天憬下での視界を確保しまず。 

► フ□ントフオグランプ装着車を除く 



□ 消なずる 

曰 U ヤフォグランプび点灯ずる 

手を離すと、 〇 の位置まで 
をど0ます。 

再度操作すると、消なします。 
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2-3 .ランプのつけ方、ワイパーの使い方 


► フ□ントフォグランプ装着車 

□ 消灯ずる 

曰フ□ントフォグランプび点な 
する 

曰フ□ント & U ヤフォグランプ 
び点なずる 

手を離すと、 が の位置まで 
ちど0ます。 

再度操作すると、1」ヤフォグラン 
プのみ消なします。 


白知識 

■点な条件 

♦へッドランプまたは車幅灯び点なしているとさに使用でをます。 

♦フロントフォグランプ装着まの1」ヤフォグランプは、フ□ントフォグランプ 
び点なしているとをのみ使用でをます。 

■リヤフォグランプについて 

• 1」ヤフォグランプび点なしているとさは、メーター内の表示なび程色に点な 
します。 

♦雨や霧などで視界び悪いとさに後続車に自分の車の存在を知らせるために 
使用します。視界び悪いとさし U がに使用すると後続車の迷惑になる場合びあ 
ります。必要なとを m がは使用しないでください。 




143 
















2-3. ランプのつけ方、ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（フロント) 


AUTO を選択しているとき、雨滴量と車速に応じてワイパーび作動し 
まず。 
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2-3 .ランプのつけ方、ワイパーの使い方 




且雨滴センサーの感度調整(高) 
且雨滴センサーの感度調整(低) 


□ ウォッシャー液を出す 
ワイパーび連動して作動します。 



14已 









2-3 .ランプのつけ方、ワイパーの使い方 


□知識 


■作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニツシヨン ON モードのとを 

■雨滴感知センサー 



雨ミ商感知センサーび雨滴量を判定します。 


•" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのと 
をにワイバースイッチを AUTO にすると、作動確認のためヮィパーび]回 
作動します。 


♦ワイパースイッチを AUTO にしているとを、雨ミ商感知センサーの感度調整 
を高側へ調整すると、作動確認のためワイパーび！回作動します。 

■ウォッシャー液が出ないときは 

ウォッシャー液量び不足していないのにウォッシャー液び出ないときは、ノスレ 
のつまりを点検してください。 
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2-3 .ランプのつけ方、ワイパーの使い方 


A 警告 

■ AUTO モード時のワイパー作動に関する警告 

AUTO モードでは、センサーにふれたり、フロントウインドウガラスに振動び 
あるなどの要因で不意にワイパーび動くおそれびあります。ワイパーで指など 
を挟まないよラにミち意してください。 

■ウ ォッシャー使用時の警告 

寒;令時はフ □ ントウインドウガラスび暖まるまでウォッシャー液を使用しない 
でください。ウォッシャー液びフ□ントウインドウガラスに凍りつを、視界不 
良を起こして思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡 
につなびるおそれびあ0ます。 


A を意 

■フ □ントウインドウガラスび乾いているときは 

ワイバーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあ0ます。 

■ウォ ッシャー液び出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまったときは 

ノス) レびつまったとをはトヨタ販売店へご連絡ください。 
ピンなどで取り除かないでください。 

ノズ J レび損傷するおそれびあります。 
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2-3. ランプのつけ方、ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（リヤ) 



□ 間欠作動 
曰通常作動 

曰ウォッシャー液を出す 
ワイパーび連動して作動します。 
□ ウォッシャー液を出す 
ワイパーび連動して作動します。 
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2-3 .ランプのつけ方、ワイパーの使い方 


□知識 — 

■作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■ウォッシャーミ夜び出ないときは 

ウオッシヤー液量び不足していないのにウオッシヤー液び出ないときは、ノスレ 
のつまりを点検してください。 


A ま意 

■リヤ ウインドウガラスび乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあ0ます。 

■ウ ォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

クルーズコント□ール* 


アクセルペダルを踏まなくてち一定の速度で走行でさまず。 




n クルーズコント□ール表示な 
0クルーズコント□ール 
セツト表示灯 

0クルーズコント□ールスイツ 
チ 


ON - OFF スイッチを押して、シ 
ステムを ON にずる 

メーター内のクルーズコン ト □- 
ル表おなび点なします。 

□ FF にするには、再度スイッチを 
巧します。 


希望の速度まで加速/減速し、 
レノ（一を下げて速度を設定ずる 
メーター内のクルーズコン ト □- 
ルセツト表示なび点な します。 

レバーを離したとさの速度で定速 
走行でさます。 


1已〇 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



















































2-4. その他の走行装置の使い方 


■設定速度をかえる 

設定速度をかえるには、希望の速度になるまでレバーを操作します。 

n 速度を上げる 
曰速度を落とす 

微調整：レバーを上または下に軽 
<操作して手を離す 

調整：希望の車速になるまでレ 
バーを 保持する 


設定速度は、次の通りに増減されます： 

微調整：レバー操作するごとに約1.日 km/h 
調整：レバーを保持する間 

■ 定速走行を解除ずる-復帰させる 

n 解除するには、レバーを手前 
に引く 

ブレーキを 踏んだとさち解除され 
よ9 〇 

曰定速走行にちどすには、レ 
バーを 上げる 

レバーを上げると、ちとの定速走 
行にちどります。ただし、実際の 
速度が約4日 km / h 政下になると 
設定速度が消去されるたが、復帰 
しません。 












2-4. その他の走行装置の使い方 


□知識 

■設定を件について 

♦シフトレバーび D または M の4レンジし iLh のとを設定でをます。 

♦パドルシフトで4レンジしツ上を選択したとを設定でをます。 

♦ま速は約 40km/h から約1 OOkm/h の範囲で設定でをます。 

■車速設定後の加速について 

♦通常走行と同様にアクセルで加速でをます。加速後、設定車速にちど D ます。 

♦クルーズコント□ールを解除しなくてち、希望の速度まで加速して、レバー 
を下げることにより設定車速を変更することびでをます。 

■定速走行の自動解除 

なのとを、自動的に定速走行び解除されます。 

♦設定ま度より実際の速度び約1日 km/h しツ上化下した 
♦実際の速度び約40 km/h 1；(下になった 
• VSC び作動した 

■定速走行中にクルーズコント□-ル表示巧び点滅し、警告メッセージが表示されたと 
さは 

ON-OFF スイッチでシステムを一度 OFF にし、再度設定してください。 

設定でをないとを、またはすぐに解除されるとをは、システム異常のおそれび 
あります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 


1已吕 





2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■誤 操作を防ぐために 

クルーズコント□ー ルを使用しないとさは ON-OFF スイッチでシステムを OFF 
にしてください 

■クルー ズコント□-ルを使用しロホし、けない状況 

なの状況では、クルーズコントロールを使用しないでください。 

車のコント□ールを失い、思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死こにつなびるおそれびあります。 

参 交通量のをい道 
参 急力ーブのある道 
♦曲び りくねった道 

♦雨天 時や、凍結路、積雪路などのすべりやすい路面 
♦急な 下り坂 

急な下り坂では設定車速し i (上になることびあ D ます。 

♦車両 けん引時 



1已3 





2-4. その他の走行装置の使い方 

運拓を捕巧する装置 


走行の安全性や運転性能を高めるため、走行状況に応じて;欠の装置が 
自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的なちのなので、過 
信せずに運転には十分にま意してください。 

■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時やすべりやすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ぎ、 
スI」ップを抑制します。 

■ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などに、より大をなブレーキカを発生させます。 

■ VSC (ビークルスタビリテイコント□-ル） 

急な八ンドル操作や、すべりやすい路面で旋回するとをに横すべりを抑え、車 
両の姿勢維持に寄与します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□-ル） 

すべりやすい路面での発進時や加速時にタイヤの空転を抑え、駆動力を確巧し 
ます。 

■ EPS (エレクトリックパワーステアリング） 

電気式モーターを利用して、八ンドル操作を補助します。 

■ S-VSC (ステアリングアシステッドビークルスタビリテイコ 
ント □ —ル） 

ABS、TRC, VSC と EPS を協調して制御します。 

すべりやすい路面などの走行で急な八ンドル操作をした際に、八ンドル操作力 
を制御することで、車両の方向ま定性確保に貢献します。 

■緊急ブレーキシグナル 

急ブレーキ時に制動なを自動的に点滅させることにより、後続車にを意をラな 
びし、追突される可能性をほ減させます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


VSC • TRC が作動しているとき 



車両び横ずベりしそラになったと 
さ、前輪び空転したときは、 VSC - 
TRC の作動を表示ずるためにス 
U ップ表示巧び点滅しまず。 


TRC や VSC を停止ずるには 


めかるみや新雪などから脱出ずるときに、 TRC や VSC び作動している 
と、アクセルペダルを踏み込んでをエンジンの出力び上びらず、脱出び 
困難な場合びありまず。このよラなときに VSC OFF スイッチを押ずこ 
とにより、脱出しやずくなりまず。 


TRC を停止ずるには 



TRC を停止ずるにはスイッチを 
巧す 

ス U ップ表示なび点なします。 

ちう一度スイッチを巧すと、システム 
作動状態にもどります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


TRC と VSC を停止するには 



TRC と VSC を停止ずるには停車 
時にスイッチを押し3秒じ(上保持 
する 

マルチインフオメーシヨンディスプ 
レイ上にメッセージび表示され、ス 
U ップ表示なび点なします。 

ちう一度スイッチを巧すと、システム 
作動状態にちどります。 


口知識 

■ TRC や VSC の自動復帰について 

TRC や VSC を作動停止にしたあと、"エンジンスタートストップ"スイッ 
チを OFF にすると、自動的に TRC と VSC は作動可能状態にもどります。 

■TRC OFF の作動制限 

TRC のみ作動を停止している場合は、車まび高くなると TRC は作動を再開し 
ます。 

ただし、 TRC と VSC の作動を停止している場合は、車速による作動再開はあ 
りません。 


■ ABS • ブレーキアシスト- VSC • TRC の作動音と振動 

♦エンジン始動時や発進直後、ブレーキをくり返し踏んだとさに、エンジン 
ルームから作動音び聞こえることびあ D ますび、異常ではありません。 

♦上記のシステムび作動すると、なのよラな現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 
• 車両停止後ちモーター音び聞こえる 
- ABS の作動時に、ブレーキペダルびル刻みに動く 
- ABS の作動終了後、ブレーキペダルび少し奥に入る 


1已6 

































2-4. その他の走行装置の使い方 


■ EPS モーターの 作動音 

八ンドル操作を行ったとを、モーターの音 （ "ウイーン"といラ音）び聞こえる 
ことびありますび、異常ではありません。 

■ EPS の効果が下がるとき 

停車中か極低速走行中に長時間八ンドルをまわし続けると、 EPS システムの 
才ーバーヒートを避けるため、 EPS の効果び下びり八ンドルび重く感じられる 
よラになります。 

その場合は、パンドル操作を控えるか、停車し、エンジンを停止してください。 
10分程度でもとの状態にちどります。 


A 警告 

■ ABS の効果を発揮できないとき 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界をこえたとを(雪に覆われた路面を過剰に摩耗し 
たタイヤで走行するとをなど） 

♦雨で めれた路面やすべりやすい路面での高ま走行時に、八イドロプレーニング 
現象び発生したとを 

■ ABS が作動ずることで、制動距離び通常よりち長くなるとき 

ABS は制動距離を短<する装置ではありません。なの状況では、常に速度を控 
えめにして前車とま全な車間距離をとってください。 

♦ミ 尼-砂利の道路や積雪路を走行しているとを 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなざ目など、段差をこえたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■TRC の効果を発揮できないとき 

すべりやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両のち向安定性や駆動力 
び得られないことびあります。車両の方向ま定性や駆動力を失ラよラな状況で 
は、特に慎重に運転してください。 

■スリ ップ表示なが点滅しているときは 

VSC び作動中であることを知らせています。常に安全運転をむびけてください。 
無謀な運転は思わめ事故につなびるおそれびありを険です。表示なび点滅した 
ら特に慎重に運転してください。 

■TRC や VSC を OFF にずるとをは 

TRC や VSC は駆動力や車両のち向ま定性を確なしよラとするシステムです。 
そのため、必要なとをがは TRC • VSC を作動停止状態にしないでください。 
TRC や VSC を作動停止状態にしたときは、路面状況に応じた速度で、特に憤 
重な運転をむびけて < ださい。 

■タイヤ、 またはホイールを交換ずるとさは 

4輪とも指定されたサイズで、同じメーカー■ブランド-トレッドパターン 
(溝模様）のタイヤを使用し、巧奨された空気圧にしてください。 

異なったタイヤを装着すると、 ABS • TRC • VSC び正常に作動しません。 
タイヤ、またはホイールを交換するとをは、トヨタ販売店に相談してください。 

■タイヤと サスペンションの取り扱い 

問題びあるタイヤを使用したり、サスペンションを改造したりすると、運転を 
補助するシステムに悪影響をおよぼし、システムの故障につなびるおそれびあ 
ります。 
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2-5. 様々な状況での運転 

巧物を積むとまの注意 


安まで快適なドライブをずるために、荷物を積むときは;欠のことをお 
守りください。 

• でさるだけ荷物はラゲージルームに積む 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる 

♦走行中のバランスを維持ずるために重さび偏らないよラに積む 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラ 
にずる 


A 警告 

■積んで はいけないちの 

なのよラなちのを積むと引火するおそれびありを険です。 
♦燃料び 入った容器 
参 スプレー宙 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■巧 物を積むときは 

なの警告をお守りください。お守0いただかないと思わめ事故につなびるおそ 
れびあ D を険です。 

♦でさる だけ荷物はラゲージルームに積んでください。 

♦なの 場所には荷物を積まないで<ださい。 

お守りいただかないと、ブレーキペダル•アクセルペダルを正しく操作でをな 
かったり、荷物び視界をさえざったり、荷物び乗員に衝突したりして、思わめ 
事故につなびるおそれびありを険です。 

-運転席足元 

-助手席や U ヤ席（荷物を積み重ねる場合） 

-トノカ パー 

-インストルメントパネル 
. ダッシュボード 

♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

を定していないと、急ブレーキや事故の際に巧げ出され、乗員を傷付けるおそ 
れびあります。 

♦ラ ゲージルームに人を乗せないでください。乗員用には設計されていませ 
ん。乗員は、適切にシートベルトを着用させ、座席に座らせてください。 
お守りいただかないと、急ブレーキや衝突の際に、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■荷物の 重量-巧重のかけちについて 

♦荷物を 積み過ざないで<ださい。 

♦荷重を 不均等にかけないよラにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やフレーキ制御のほ 
下により思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあります。 


1已〇 






2-5. 様々な状況での運転 

寒冷時の運拓 


寒を時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいた上で適切 
に運転してください。 

■ をの前の準備 

♦次のちのはそれぞれ外気温に適したちのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-;令却水 

-ウォッシャー液 

♦バッテ U —の点検を受けてください。 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（前部タイヤ用）を使用して 
<ださい。 

タイヤは4輪とち指定サイズで同一銘柄のちのを、タイヤチェーン 
はタイヤサイズに合ったものを使用してください。 

(タイヤについて： 一 P . 210) 

■ 運転する前に 

状況に応じて次のことを行ってください。 

♦ドアやワイパーび凍結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷ををかし、ずぐに水分を十分に 
ふさ取って< ださい。 

• フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積ちって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取0除いて < ださい。 

♦外装ランプ、車両の屋根、タイヤの周辺やブレーキ装置に雪や氷 
びついているとさは、取り除いてください。 

♦乗車ずる前に靴底についた雪をよ<落として<ださい。 
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2-5. 様々な状況での運転 


■運転するとをは 

ゆっくりスタートし、車間距離を十分にとって控えめな速度で走行 
して< ださい。 

■駐車するとさは 

ノ（ーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
な < なるおそれびあ0まず。 

パーキングブレーキはかけずに、シフトレバーを P に入れて駐車 
し、輪止め’ X をして<ださい。 

^輪止めは、トヨタ販売店で購入することびでをます。 


白知識 

■タイヤチェーンについて 

取り付け-取りはずし-取り扱い方法につしてはなの指示に従ってください。 
♦ま全に作業でをる場所で行ラ 
♦前2輪に取り付ける 

♦タイヤチェーンに付属の取り扱い説明書に従ラ 

■寒を地用ワイパーブレードについて 


♦降雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは、雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分をゴムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
おホめください。 

♦高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスびふを取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 


162 





2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールび不能となり、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使巧する 
♦空気 圧を推奨値に調整する 

♦装着す るを用タイヤの最高許容速度や制限速度をこえる速度で走行しない 
♦を 用タイヤを装着する際は、必ず4輪とち装着する 

■タイヤ チてーン装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、安全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは30 km/h のどちらか化い 
ちをこえる速度で走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 

♦急 加速、急八ンドル、急ブレーキやシフト操作による急激なエンジンブレーキ 
の使用は避ける 

♦カーフの 入 D □手前で十分減速して車のコントロールを失ラのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングブレーキをかけずに駐車するとをは、必ず輪止めをしてください。 

輪止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A ま意 

■タイヤ チェーンの使用について 

トヨタ純正タイヤチェーンのご使巧をおすすめします。 

トヨタ純正品！;(がのタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあた D、 走 
行のさまたげとなるおそれびあるちのちあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

■フ □ントウインドウガラスに付いた氷を除去ずるときは 

たたいて割らないで < ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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ま巧装備のほい方 3 


3-1 .エアコン- デフ ォッ ガーの 
使い方 


才ートェ尸」ソ . I 6〇 

U ヤウインドウデフォッガー 
(曇0取 0). 174 

3-2. 室内口のつけ方 

室内な一覧 . 17已 

•メインスイッチ . 176 

■パーソナルランプ/ 

インテ U アランプ . 176 


3-3. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 178 

•グ□ーブボックス . 179 

•コンソールボックス . 180 

•ル物入れ . 181 

•カップホルダー . 182 

■ボトルホルター . 184 

3-4. その他の室内装備の使い方 

サンバイヴー . 1扫己 

バニティミラー . 1扫目 

灰皿 . 187 

シガレットライター . 188 

アクセヴ U— ソケット . 189 


リヤセンターアームレスト..190 


ラゲージスルー . 191 

アシストグリップ . 192 

フ□アマッ h. 193 

ラゲージルーム内装備 . 195 

ステア U ングスイッチ . 199 
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3-1 .エアコン.デフォッガー①使し、方 

オー トエアコン 


設定温度に合わせて吹き出し□と風量を自動で調壁しまず。 



I 才ートエアコンを使うには 



吹さ出し□と風量び自動で調整されます。 


固画回設定温度を上げるときは )) をちにまわし、下げるときは左 
にまわず 

運転席側と助手席側でそれぞれ独立した温度調整びでをます。 
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お好みの設定で使ラとさ 


設定温度調整 

運転席側の設定温度を上げるとさは をちにまわし、下げると 

さは左にまわしまず。 



目力手席側の設定温度を上げるとさは をちにまわし、下げると 

さは左にまわしまず。 



デュアルモード 



の表示灯び点打）： 



をまわずか、 



dual ；； を巧すと、運転席側と助手席側でそれぞれ独立した温度調整び 
でさまず。 




連動モード： （ )) の表示灯び消な）：をまわずと運転席側 
と助手席側の温度び連動して調整でさまず。 

風量の調整 

風量をかえるには 、 I V «へ の " A " (増）か "V " (減）を巧しまず。 
風量は7段階で表示されます。 

I …ノを巧すと停止します。 


. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使い方 


■吹き出し□の切りかえ 



■ y 甘' I を巧ずごとに吹さ出し 
□び切0かわ0まず。 
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. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 


,// 




足元に送風-ガラスの曇りを取る 





















































. エアコン.デフ ォッ ガーの使い方 


■外気導入.内気循環を切りかえるには 

I =没 I を押す 

ボタンを押すたびに外気導入.内気循環び切りかわります。 

内気循環を選択しているとをは 、I - 為 I の表示灯び点灯します。 


I フ□ントウインドウガラスの量りを取るには 
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風向きの調壁-吹き出し□の開閉 


►中央吹さ出し □ 



左ち吹さ出し口 



n 風向さの調整 

フィンを動かして調整します。 

0吹さ出し□の開閉 

ダイヤルを操作して調整します。 


n 風向さの調整 

フィンを動かして調整します。 

且のさ出し□の開閉 

ダイヤルを操作して調整します。 


. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使い方 


□知識 —— 

■才ート設定の作動について 

風量は温度設定とが気の状態により自動で調整されます。なのよラな制御をす 
る場合びあります。 

• (^ a 5^ o | を押した直後、温風や;令風の準備びでをるまでしばらく送風び停止 
する 

♦暖房時、を風を上半身に向けて送る 

■内気循環について 

内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 

■内が気切りかえについて 

設定温度や室内温度などにより、自動的に内気循環またはが気導入へ切りかわ 
る場合びあります。 

■フ□ントウインドウガラスの量りを取るとき 

内外気の温度によって、自動的にが気導入に切りかわる場合びあります。 

■ 外気温度び0 °C1U 下のとを 

し —*' C I を押しても;令房-除湿機能び働かない場合びあります。 

■のき出し□を♦夕にしたとき 

頭寒足熱を目的とした吹を出し□のため、設定温度によっては、足元に送られ 
る風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 


172 









■エアコンの臭いについて 

♦エアコン使用中に、ま室内外のさまざまな臭いびエアコン装置内に取り込まれ 
てミ居ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭し佩することびあります。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はか気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には 
エアコン始動直後、しばらく送風び停止する場合びあります。 


A 警告 

■フ □ントウインドウガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いときにエアコンを化い設定温度で作動させているときは、 

—W ^を押さないでください。外気とガラスの温度差でガラスの外側び曇 
り、視界をさまたげる場合びあります。 


A ま意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中は、エアコンを必要し iLh に使用しないでください。 


. エアコン.デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガー①使い方 

リヤウインドウデフ ォッ ガー（量り取り) 


リヤウインドウの量りを取るときにお使いくださし、。 



ON / OFF を切りかえる 
約1已分で自動的に OFF になり 
ます。 


□知識 
■作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■5 ラーヒーターについて 

U ヤウインドウデフォッガーを ON にすると、ミラーヒーターも同時に作動し 
ます。ドア=ラーから雨ミ商や霜を取るとさに使用してください。 


A 警告 

■5 ラーヒーター 作動中の 警告 

ドア5ラーの表面び熱くなります。やけどをするおそれびありますのでふれな 
いで < ださい。 
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3-2. 室内'灯のつけ方 

ま巧好一覽 



n パーソナルランプ/インテ U アランプ（一 P . 176) 
且"エンジンスタートストップ"スイッチ照明 
且フ□ントドアカーテシランプ 


室内装備の使い方 


17己 
























3-2. 室内灯のつけ方 


メインスイッチ、パーソナルランプ/インテリアランプ 


I メインスイッチ 



□ ドアポジション 


ドアの開閉作動に連動してランプの 
点な' 消なを切0か元る 

日 OFF 


■パーソナルランプ/インテリアランプ 

► フ□ント 



► U ヤ 



ランプを点打-消なずる 

メインスイツチびドアポジシヨンの 
ときは、ドアの開閉によっても点打- 
消な します。 


ランプを点灯-消打ずる 

フ□ントランプのメインスイッチび 
ドアポジションのとをは、ドアの開閉 
によってち点な-消なします。 
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3-2. 室内灯のつけち 

メインスイッチ、パーソナルランプ/インテリアランプ 


□知識 
■自動消な機首目 

半ドア状態で、メインスイッチびドアポジションのとをに、各部照明び点なし 
たままの場合、約20分後に自動消なします。 

■イル S ネーテッドエントリーシステム 

電子キーの検巧-ドアの施錠/解錠-ドアの開閉-"エンジンスタートストッ 
プ"スイッチの状態により、各部の照明び自動的に点な•消なします。 

■販売店で設定可能な機能 

室内巧の消打までの時間などの設定を変更でをます。 

(カスタマイズー覧； 一 P . 31 1) 


室内装備の使い方 
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3-3. 収納装備の使い方 

収納装備一質 



且ル物入れ 


A 警告 

■収納 装備に放置してはいけないちの 

メガネ、ライターやスプレー宙を収納装備内に放置したままにしないでください。 
放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

♦室温び 高くなったとさの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネび変お 
やひび割れを起こす 

• 室温び高くなったとさにライターやスプレー宙び爆発したり、他の収納物との接 
触でライターび着火したりスプレー宙のガスびちれるなどして火災につなびる 
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3-3. 収納装備の使いち 


グ□ーブボックス 


f グ□ーブボックス 

グ□ーブボックスはレバーを引いて開けまず。メカニカルキーを使用し 
て施錠-解錠でさまず。 

□ 開ける 
0施綻 
曰解綻 


曰知識 

■グ□ーブボックスランプ 

車幅打点な時は、グローブボックス内のランプび点なします。 


A 警告 
■走行 中の警告 

グローブボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキや急旋回時などに、開いたグローブボックスに体びあたったり、収 
納していたちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険 
です。 



室内装備の使い方 
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3-3. 収納装備の使い方 


コンソールボックス 


I コンソールボックス 



□ レバーを引いて□ックを解除 
する 

曰アームレストをスライドずる 
0レバーを引いて、アームレスト 
を持ち上げる 


A 警告 
■走行 中の警告 

コンソールボックスを必ず開じてください。 

急ブレーキや急旋回時などに、開いたコンソールボックスに体びあたったり、収 
納していたちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険 
です。 

■コン ソールボックスのフタをうしろにスライドさせたときは 

フタの後端部分に手をついたりしないでください。不意にフタび開を、けびを 
するおそれが态ります。 
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3-3. 収納装備の使いち 


ル物入れ 


I ル物入れ 


フタを巧して開ける 

サングラスなどのル物を一時的に収 
納するのに便利です。 


► 運転席側インストルメントパネル部 

レバーを 引いて開ける 


A 警告 
■走行 中の警告 

ル物入れを必ず閉じてください。 

急ブレーキや急旋回時などに、開いたル物入れに体びあたった0、収納してい 
たちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 



►オーバーヘッド部 



室内装備の使い方 
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3-3. 収納装備の使い方 


カップホルダー 


I カップホルダー 


► フ□ント 



フタをスライドして開ける 



アームレストをスライドずる 



U ヤセンターアームレストを引を 
出し、フタを開ける 
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3-3. 収納装備の使いち 


カップホルダー 


□知識 

■ コンソール内カップホルダーについて 

カップホルダーをスライドさせて位置を調 
整でをます。 


A 警告 

■収納して はいけないちの 

カップホルダーにはカップや宙1；(がのちのを置かないで < ださい。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 

■使わない ときは 

フタを必ず閉じてください。 

急ブレーキや急旋回時などに開いたフタび体にあたるなど、思わめ事故につな 
びるおそれびあ〇を険です。 



室内装備の使い方 
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3-3. 収納装備の使い方 


ボトルホルダー 


■ボトルホルダー 


► フ□ントドア 




/ K ま意 

■収納して はいけないちの 

ボトルホルダーには、ジュースなどび入っている紙コップやガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
たりするおそれびあります。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



n 前方をさえざるには、バイ 
ヴーを下ろす 

且側方をさえざるには、バイ 
ヴーを下ろした状態でフッ 
クからはずし、横へまわず 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

バニテイミラー 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

巧皿 


フタの前部を巧して開ける 
取りはずすとさは、本体左ちを 
持って引を上げます。 


A 警告 

■使用 しないときは 

フタを必ず閉じてください。 

急ブレーキや急旋回時などに、開いたフタに体びあたるなど、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ D を険です。 

■出义 を防ぐために 

♦マッチ. タバコなどの火は必ず消してから灰皿の中に入れ、確実に閉めてくだ 
さい。 

♦灰皿の 中に紙<ずなどの燃えやすいちのを入れないでください。 



室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

シガレツトライター 



フタを巧して開さ、シガレット 
ライターを押し込む 

ちとの位置にちどった6使用でを 

On 9 〇 


白知識 
■使用を件 

"エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ U —モード、またはイグ 
ニツシヨン ON モードのとを 


A 警告 

■使用 しないとさは 

フタを必ず閉じてください。 

急ブレーキや急旋回時などに、開いたフタに体びあたるなど、思わめ事故につ 
なびるおそれびありを険です。 

■やけどを 防ぐために 

♦シガ レットライターの金属部にふれないでください。 

♦シガ レットライターを押し込んだままにしないでください。 

♦備え付けの シガレットライター!;(かのちのを差し込まないでください。 

ソケットび変おし、その後シガレットライターを使用したとさにシガレットラ 
イターび飛び出したり、押し込まれたまま出てこないおそれびあります。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

アクセヴ u — ソケット 


1吕 V 1 0 A 未満の電気製品を使ラときの電源としてお使いください。 



白知識 
■使用を件 

"エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ U —モード、またはイグ 
ニツシヨン ON モードのとを 


A ま意 

■シヨー トや故障を防ぐために 

アクセヴ U —ソケットに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよラ 
に、使用しないとをは、フタを閉めておいてください。 

■ヒュ ーズが切れるのを防ぐために 

12 V 1 0 A をこえないよラにしてください。 

■バッテリー あびりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態で、アクセヴ U —ソケットを長時間使用しないでくだ 
さい。 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

U ヤセンターアームレスト 



引き出して使用しまず。 


A ま意 

■ リヤセンターアームレストの破損を防ぐために 

過度の負荷をかけないでください。 


190 







3-4. その他の室内装備の使い方 

ラゲージスルー 


ラゲージルームか5リヤ席にかけて長い荷物を収納ずることびでき 
まず。 



U ヤアームレストを引さ出ず 



ノブを引いて開ける 


A 警告 


I 使用しないときは 

ラ ゲージスルーを 必ず閉じてください。 

急ブレーキや急旋回時などにラゲージルーム内のちのび飛び出したりして、思 
わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 


室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

アシストグリップ 


天井に取り付け5れているアシストグリップは、走巧中にシートに 
座っている：!犬態で体をまえるときにお使いください。 



A 警告 

■アシス トグリップについて 

アシストグ U ップは、乗降時やシートから立ち上びるとをなどに使用しないで 
<ださい。 


A ミち意 

■破損を 防ぐために 

アシストグ U ップに重いちのをかけたり、過度の負荷をかけないでください。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

フロアマット 


お車（年式）専用のフ□アマットを、フ□アカーペットの上にしっか 
りと固定してお使いください。 



固定フック（クリップ）にフ〇 
アマット取り付け巧をはめ込む 


固定フック（クリップ）上部の 
レバーをまねして、フ□アマッ 
卜を固定ずる 

& A マークを化ず合わせてくだ 
さい。 


固定フック（クリップ）のお状はイラストと異なる場合びありまず。 



















3-4. その他の室内装備の使い方 


A 警告 

なのことをおずお守りください。 

お守りいただかないと、フロアマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ 
めスピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれび 
あります。 

■運転席に フ□アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であってち、他ま種および異なる年式のフロアマットは使用しない 
♦運転席 専用のフ□アマットを使用する 
♦固定 フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する 
♦他の フ□アマット類と重ねて使用しない 
♦フロア マットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない 
■運 面ずる前に 

♦フロア マットびすべての固定フック（ク 
リップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、特に 
洗車後は必ず確認を行ラ 

♦エンジン 停止およびシフトレバーび P の 
状態で、各ペダルを奥まで踏み込み、フロ 
アマットと干渉しないことを確認する 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

ラゲージルーム巧装備 


■ テッキフック 



■ デッキサイドボード 



■デッキアンダートレイ 

►前部 



フックを使って、荷物を固定ず 
ることびでさまず。 


ラ ゲージルーム 内の仕切りと し 
て使用でさまず。 

取りはずすとさは、垂直に持ち上 
げ、取り付けるとをは、溝に合わ 
せて挿し込みます。 


前部デッキボードを持ち上げて 
開ける 


室内装備の使い方 


19己 
































































3-4. その他の室内装備の使い方 


►後部 



►左ち部 



左ちデッキボードをはずして開 
ける 
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3-4. その他の室内装備の使いち 


カバー部を手前に引さ、左ちの 
ホルダーに取り付ける 


I トノ カバーを 取りはずずには 

n 解除レバーを巧して□ックを 
解除ずる 
□ 持ち上げる 



■ トノカ パー 



室内装備の使い方 
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3-4. その他の室内装備の使い方 


□知識 


■ トノカバーを収納ずるには 


お IM 1 1デッキサイドボードを取りはずす（一 P .195) 



左ちデッキボードを取りはずし、後部デッ 
キボードを開ける 



解除レバー側を左に向けて、デッキアン 
ダートレイに収納する 


トノ カバーを 傾け、 カバー 部を少し引を出 
す 


A 警告 

■ トノ カバーについて 

トノカバーの上には何ち置かないで<ださい。 

急ブレーキや急旋回時などに、飛ばされたりして思わ说事故につながるおそれ 
がお0危険です。 

■デッキ フックを使用しないときは 

けがをしないよラに、必ずもとの位置にもどしておいてください。 
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3-4. その他の室内装備の使い方 

ステア U ングスイッチ 


トヨタ販売店で装着したナビゲーシヨンシステムや、才ーデイオを操 
作ずることびでさまず。 

モードの切りかえや CD 、 ラジオなどの操作については、装着された 
才ーデイオにより異なる場合や、操作できない場合びありまず。 
販売店オプシヨンのナビゲーシヨンシステムや、才ーデイオの操作方 
法は、各取り扱い説明書を参照してください。 

□ 音量を調節ずる 
0巳 D 、 ラジオなどの操作 
0電源を入れる、モードを切0 
か文る 


I "電源を入れる • OFF にずる 

を巧ず 

スイッチを巧し続けるとオーディオの電源び OFF になります。 
装着されたオーディオにより"ピッ"と音び鳴ることびあります。 

I "モードを切りかえる 

電源び ON のとさを押ず 

巧すごとにモード （CD、 ラジオなど）び切りかわります。 


I 音量を調節ずるには 

の+または一を巧ず 

スイッチを巧し続けると、音量を連続して調節でをます。運転のさまたげにな6 
ない適度な音量でお聞をください。 
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室内装備の使い方 




















3-4. その他の室内装備の使い方 
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お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 


外装の手入れ . 202 

内装の手入れ . 207 

タイヤについて . 210 


4-2. 簡単な点検-部品交換 


ボンネット . 213 

ガレージジャッキ . 216 

エンジンルームカバー . 21扫 

電球（バルブ）の交換 . 220 

ヒューズの点検•交換 . 230 

キーの電池交換 . 239 

ウォッシャー液の補給 . 242 

エアコンフイルターの 

清掃■交換 . 243 

ワイパーゴムの交換 . 245 
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4-1. お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、巧の項目を実施してください。 

• 水を十分かけなび日車体-足まわり-下まわりの順番に上か日下 
へ巧れを洗い落とず 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラなやわ b かいちので洗ラ 
• 巧れびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流ず 
• 水をふを取る 

• 水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけを行う 

ボデーの表面のミちれを落としてち水び玉状にな6ないとさは、車体の温度び 
をえているとさにワックスをかける（およそ体温じ(下を目まとしてくださ 
い） 

なお、ボデーコート-ホイールコート-ガラスコートなど、トヨタケ 
S カル商品を施工された場合は、お手入れ方法び異なりまず。詳し< 
はトヨタ販売店にお問い合わせください。 


I アンテナの取り扱いについて 

洗車時には、アンテナを脱着ずることびでさまず。 

n 取りはずず 
□ 取り付ける 
且格納ずる 

ラジオ#受信時は、節度感のあるとこ 
ろまで立てて使用してください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 










4-1 .お手入れのしかた 


□知識 — 一— 

■自動洗車機を使うときは 

♦ドア5ラーを格納し、アンテナを取りはずした状態にして、車両前側から洗 
車してください。また、走行前は必ずアンテナをもとどおりに取り付けて、 
ドア5ラーを復帰状態にもどしてください。 

♦ブラシで車体に傷び付を、塗装を損なラことびあります。 

♦ワイパースイッチを AUTO モードにしているとさは、洗車する前に OFF にし 
て < ださい。 

■高圧洗車機を使うときは 

♦車内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア砕付近 
に近付けすざないでください。 

♦洗車の前に給ミ由□び確実に閉まっていることを確認してください。 

■アル5ホイール 

♦中性洗剤を使用し、早めによごれを落としてください。研磨剤の入った洗 
剤や硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないでくだ 
さい。 

♦洗剤を使用したあとは早めに十分洗い流してください。 

■バンパー 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよラにしてください。 


お手入れのしかた 
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4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■洗車を ずるとさは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると車両乂巧につなびるおそれびありを険です。 

■フ □ントウインドウガラスを清掃ずるとさは 

ワイパースイッチを OFF にしてください。 
AUTO モードになっていると、なのよラな 
とさにワイバーび不意に作動し、指などを 
挟み重大な傷害を受けたり、ワイパーブ 
レードなどを損傷するおそれびあります。 


♦雨滴 センサー上部のフ□ントウインドウガラスに手で面れたとを 
♦水分を 含んだ巧などを雨滴センサーに近付けたとを 
♦フロン トウインドウガラスに衝撃を与えたとき 
♦ま 内から雨ミ商センサー本体にふれるなどして衝撃を与えたとを 

■排気管に ついて 

排気菅は排気ガスによ D 高温にな D ます。洗車などでふれる場合は、十分に排 
気管び;令めてからにしてください。やけどをするおそれびあります。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A ま意 

■塗装の 努化ゃ車体-部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

♦なのよ ラな場合はただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール.巧粉.樹液.鳥の&ん.虫の死びいなどび付着したとを 
-ばい煙-油煙-粉じん-鉄粉-化学物質などの降下びをい場所を走行した 
あと 

-ほこり-ミ尼などで激しく巧れたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとを 
♦塗装に 傷び付いた場合は、早めに補修して<ださい。 

♦ホイール イ呆菅時は、腐食を防ぐためにちれを落とし、湿気の少ない場所へな管 
してください。 


お手入れのしかた 
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4-1. お手入れのしかた 


A ま意 

■ランプの 清掃 

♦ま 意して洗ってください。有機溶剤やおいブラシは使用しないでください。 
ランプを損傷させるおそれびあります。 

♦ランプに ワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあります。 

■アンテナの 損傷を防ぐために 

なのよラなとさはアンテナを取りはずしてください。 

♦ま 庫の天井などにアンテナびあたるとを 
♦カー カバ'一をかけるとを 
■アンテナの 取りはずしについて 
♦通常 走行時には、必ずアンテナを取り付けてください。 

♦自動 洗車機などアンテナを取りはずしたとさは、アンテナを紛失しないよラに 
ま意してください。また、走行前には必ずちとどおりに取り付けてください。 

■ワイ パーアームの損傷を防ぐために 

ワイパーアームを立てるとさは、必ず運転席側を先に立ててから助手席側を立 
ててください。また、もとにちどすとさは、おず助手席側から先にちどしてく 
ださい。 

■自動 洗車機を使巧ずるときは 

ワイパースイッチを OFF にしてください。 

AUTO モードになっていると、不意にワイパーび作動してワイパーブレードな 
どを損傷するおそれびあります。 


206 





4-1. お手入れのしかた 

巧装の手入れ 


お手入れは、巧の要領で実施してください。 

■ 車内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を含ませた巧で 
ふさ取る 

■ 本革部分の手入れ 

• 掃除機などでほこりや砂を取り除く 

• ラずめた洗剤をやわ日かい布に含ませ、巧れをふさ取る 

ウール用の中性洗剤を約已日/0の水を液までラすめたちのを使用してくださ 

し、。 

• 真水をひたした布を固< しぼ0、表面に残った洗剤をふさ取る 

参乾いたやわ日かい巧で表面の水分をふさ取り、風通しのよい曰陰 
で乾燥させる 

■ 合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機などで、大まかな巧れを取る 

• スポンジややね日かい巧を使用して合成皮革部分に刺激の少な 
い洗剤を付ける 

• 数分間洗剤につけておいてか b 巧れを落とし、固<絞ったされい 
な布で洗剤をふを取る 
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4-1. お手入れのしかた 


□知識 — _ 

■ 本軍部分のお手入れの目を 

品質を長<保つため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。 

■力一ぺットの洗ミき 

カーぺットは常に、乾いた状態を保つことをおすすめします。 

洗ミ争には、巿販の泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げ、円を巧くよラに塗り 
込んでください。直接水をかけたりせず、ふを取ってから乾燥させてください。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧かスポンジを使って洗ってください。 

シートベルトのすり切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。 


A 警告 

■車両への 水の浸入 

♦車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。 

電気部品などに水びかかると、故障や車両火災につなびるおそれびありを険で 
す。 

♦ SRS エアバッグの構成部品や配線などをめらさないでください。（一 P . 73) 
電気の不具合により、エアバッグび作動した D 、 正常に機能しなくなり、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■内装の 手入れをずるときは（特にインストルメントパネル） 

諮出しワックスや難出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルびフ□ントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れび友0ます。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A ま意 

■清掃ず るとを使用ずる溶剤について 

♦変色- しみ•塗装はびれの原因になるため、なのを剤は使用しないでください。 

-シートし U 外の部分：ベンジン-ガソ U ンなどの有機を剤や酸性またはアル 
力1」性のを剤-染色剤-漂白剤 

-シート部分：シンナー.ベンジン.アルコール.その他のアルカ1」性や酸 
性の溶剤 

♦麗 出しワックスや麗出しク U- ナーを使用しないでください。インストルメン 
トバネルやその他内装の塗装のはびれ • 溶解 • 変形の原因になるおそれびあり 
ます。 

■軍の 傷みを避けるために 

皮革の表面の劣化や損傷を避けるために; 欠のことをお守りください。 

♦革に 付着したほこりや砂はすぐに取り除く 

♦直射日光に 長時間さらさないようにする 
特に夏場は曰陰で車を保管する 

♦ビニール 製-プラスチック製-ワックス含有のちのは、車内び高温になると 
革に張り付くおそれびあるため、革張0の上に置かない 

■巧に 水がかかると 

水で洗わないでください。 

オーディオやフ□アカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因になった0、ボデーび簡びるおそれびあります。 

■リヤ ウインドウガラスの内側を掃除ずるとをは 

♦熱線を 損傷するおそれびあるため、ガラスク1」ーナーなどを使わず、熱線に 
そって水またはめるま湯を含ませた巧で軽くふいてください。 

♦熱線を 引っかいたり、損傷させないよラに気を付けてください。 


お手入れのしかた 
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4-1. お手入れのしかた 

タイヤにごいて 


タイヤの点検は、法律で義務付け5れていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検してください。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばずために、タイヤ□-テーシヨン 
(タイヤ位置交換）を已,000 km ごとに行ってください。 

■ タイヤの点検項目 

タイヤは次の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」を参照してください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび;令えているとさに行ってください。 

• タイヤの亀裂-損傷の有無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著し<異なるなど）のち無 

■ タイヤ □ーテーシ ヨンのしかた 

図でおずよラにタイヤの□一 
テーシヨ ンを行ラ 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命をのばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤ □ーテーシヨ ン 
をおすすめします。 
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4-1 .お手入れのしかた 


□知識 

■タイヤ空気圧の数値 


タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびでをます。 

標準タイヤ： 


タイヤサイズ 

空気圧’X 
[kPa(k 邑 /cm う] 

前輪 

後輪 

20己/ 60R16 92V 

240 

(2.4) 

220 

(2.2) 

215/55R17 94W 

240 

(2.4) 

230 

(2.3) 



応急用タイヤ：420 kPa (4.2 kg/cm 2 ) 
X’タイヤび;令えているとさの空気圧 


■タイヤ関連の部品を交換ずるとを 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトを交換するとをは、トヨタ 
販売店にご相談 < ださい。 


A 警告 

■点検- 交換時の警告 

必ず次のことをお守りください。 

お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不安定な操縦特性により、重大な 
傷害におよぶか、最悪の場含死 t につながるおそれがあります。 

♦タイヤは すべて同ーメーカー-同一銘柄-同ートレツドパターンで、摩耗差 
のないタイヤを使巧する 

♦ メーカー指定サイズし U 外のタイヤやホイールを使用しない 
♦ラジアルタイヤ •バイアスベルテツドタイヤ•バイアスプライタイヤを混在使 
用しない 

♦サマー タイヤ.オールシーズンタイヤ. 冬巧タイヤを混在使巧しない 



お 

手 

入 

れ 

の 

し 

か 

た 
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4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■異常び あるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると、走行時に八ンドルをとられた D、 
異常な振動を感じることびあります。また、なのよラな事態になり、思わめ事 
故につなびるおそれびあ D を険です。 

♦破裂な どの修理でをない損傷を与える 
♦車両び 横すべりする 

♦車両の 本来の性能（燃費-車両の方向ま定性-制動距離など）び発揮されない 

■タイヤ 交換時のミち意 

♦必ず ナツトのテーノて一部を内側にして取 
り付けてください。 

テーパー部をが側にして取り付けると、 
ホイールび破損しはずれてしまい、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあります。 


♦ねじ 部にオイルやグ U —スをめらないでください。 

ナツトを締めるとさに化要しツ上に締め付けられ、ボルトび破損したり、ディス 
クホイールび損傷するおそれびあります。 

また、ナツトびゆるみホイールび落下して、重大な事故につなびるおそれびあ 
ります。オイルやグ U —スびねじ部に付いている場合はふを取ってください。 



A ミち意 

■走行 中に空気もれび起こった6 

走行を続けないで<ださい。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走行に巧ずるを意 

段差や凹凸のある路上を走行するとをはま意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用びほ下します。また、タイヤ' 
ホイール' ま体などの部品ち損傷するおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ボンネット 


車内か S □ックを解除して、ホンネットを開けまず。 


■ボンネットを開けるには 



tN43Y082 




ボンネット解除レバーを引く 
ボンネットび少し浮を上びります。 


レバーを引さ上げて、ボンネッ 
卜を開ける 


ボンネットステーをステー巧に 
挿し込む 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■ボンネットを閉めるには 

固 画 [五ボンネットス了一をはずし固定ずる 
111回ボンネットを静かに下ろず 

固画[互ボンネットを閉める 

ボンネットの前端を両手で巧さえ付け□ックします。 

Ifeil 別4 1 □ ックされていることを確認ずる 

ボンネットの前端を上下にゆすり、確実に□ックされていることを確認 
します。 


口知識 

■バッテリーを交換ずるときは 

この車は欧州車用バッテ U -を搭載しています。 

欧州車用!;(外のバッテ U —を使巧すると、バッテ U —クランプび正しく取り付 
けられず、使用でをません。バッテ U —交換を行ラとをは、純正品と同等の欧 
州車用バッテ U —を使用してください。 


A 警告 

■走行 前の確認 

ボンネットびしっかりロックされていることを確認してください。 

□ックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■ボン ネットステーを使用ずるときは 

ボンネットステーび確実にステー巧に挿し込まれているか確認してください。 
確実に挿し込まれていないと、ボンネットび落下し重大な傷害を受けるおそれ 
びあ0を険です。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


A 警告 

■エンジン ルームを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認してください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 
故障の原因になったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に 
つなびるおそれびありを険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットを閉めるとさは、手などを挟ま 
ないよラにミち意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 


ITI43Y109a 


A ま意 

■ボン ネットステーの損傷を防ぐために 

ボンネットを閉めるとさは、ボンネットステーび確実にもとの位置に固定され 
ているか確認してください。固定されずにボンネットを閉めると、ステーび曲 
びるおそれびあります。 

■ボン ネットへの損傷を防ぐために 

ボンネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使用して車両を持ち上げるとさは、正しい位置に 
ガレージジャッキをセットしてください。正しい位置にセットしない 
と、車両が損傷したり、けびをずるおそれびありまず。 

■ フ□ント側 



■ U ヤ側 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


A 警告 

■車両を 持ち上げるときは 

なのことを必ずお守りください。お守りいただかないと、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦図の よラなガレージジヤツキを使用して 
車両を持ち上げる 


♦ガレージ ジャッキを使用するときは、必ずガレージジャッキ付属の取り扱い説 
明書を十分に確認の上、使用する 

♦まに 搭載されているジャッキを使用しない 
車両び落下するおそれびあります。 

♦ガレージ ジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり 
込んだりしない 

♦ガ レージジャッキおよび、自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾を 
のない平坦な床面で使用する 

♦車両び ジャッキアップされた状態でエンジンを始動しない 

♦平らで 硬い地面に停車させ、しっかりとパーキングブレーキをかけ、シフトレ 
バーを P にする 

♦ガレージ ジャッキは、必ずジャッキポイントに正しくセットする 
ガレージジャッキを正しくセットせずに車両を持ち上げると、車両び損傷し 
ます。また、車両びガレージジャッキから落下するおそれびあります。 

♦車内に 柔員びいるとをは車両を持ち上げない 

♦車両を 持ち上げるとをは、ガレージジャッキの上下にちのを置かない 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 

エンジン ルームカバー 


電球（バルブ）の点検•交換などを巧うときに取りはずしまず。 


■ エンジンルームカバーの取りはずし方 



■クリップの取り付け方 



□ 中央部をまわず 
0 中央部を巧し上げる 
且ク U ップを挿し込む 
□ 中央部を巧ず 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


A 警告 

■けび を防ぐために 

エンジンルームカバーを取りはずす前に、"エンジンスタートストップ"ス 
イッチを OFF にしてください。作動中の部品に巻を込まれて重大な傷害を受け 
るおそれびありを険です。また、"エンジンスタートストップ"スイッチを 
OFF にしたあとしばらくのあいだは、部品などび熱くなっているため、やけど 
しないよラにま意してください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 

電球（バルブ）の交換 


巧に記載ずる電球は、ご自身で交換でさまず。電球交換の難易度は電 
球によって異なりまず。部品が破損ずるおそれびあるので、トヨタ販 
売店で交換ずることをおずずめしまず。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W (ワット）数を確認してください。（一 P . 309) 

■ エンジンルームカバーの取りはずし 

一 P' 218 

■ フ□ントのバルブ位置 





吕吕〇 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 












4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■ リヤのバルブ位置 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


(電球交換のしかた 

■ フ□ントフオグランプ* 




コネクターを引さ抜く 
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* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 































4-2. 簡単な点検 • 部品交換 



電球を取0はずず 


電球を交換し、取り付ける 

取り付け部と電球のツメ （3 ケ所）を 
合わせて挿し込みます。 


電巧をまわして固定し、コネク 
ターを取り付ける 

電球を軽くゆさぶって、ぐらつをびな 
いことを確認し、いったんフ□ント 
フォグランプを点なさせ、電球の取り 
付け部か6ランプの光びちれていな 
いことを目視確認してください。 


巨画でフェンダーライナーをもとにもどし、ボルトとク U ップを取り付 
ける 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■フ□ントち向指示!打/非常点滅巧 



運転席側ではク U ップをはずし、 
ウォッシャーあ補給口の位置を移 
動ずる 



ソケットを取りはずず 



電球を取0はずず 


国画！]取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


後退灯/リヤフオグランプ 



バックドアを開けて、カバーを取 
りはずず 



ソケットを取りはずず 


電球を取りはずず 


Enm 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■ リヤ方向指示!打/非常点滅巧 



パックドアを開けて、カパーを取 
りはずず 



ソケットを取りはずず 


電球を取りはずず 


Enm 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


番号な 



^——^ 


\ 1 口 

Ik 

-^ —义 

た^ 

し 4 

rn43Y175 


カノ（一を取りはずず 

カバーの巧にルさいドライバーな 
どを挿し込み図のよラに動かすと、 
カバーの片側びラいてカバーびはず 
れます。 

傷付をを防ぐため、ドライバーの先端 
にテープなどを巻いて保護してくだ 
さい。 

電球を取りはずず 


固画を取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 

■巧の電球を交換するには 

次の電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換してください。 
♦へッドランプ 
• 車幅灯 

• サイド方向指示な/非常点滅灯 
♦八イマウントストップランプ 
• 制動な 
♦尾灯 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


□知識 ^ 

■ 助手席側のフ□ントち向指示な/非常点滅なを交換ずるときは 

エアク U —ナーダクト上部のク1」ップを取りはずし、エアク1」ーナーダクトを 
ずらすと、バルブ交換作業びしやすくなります。バルブ交換後は化ず、エアク 
U —ナーダクトとク1」ップをもとどおり取り付けてください。 

♦エアク1」ーナーダクトをずらすには 



□ 中央部をまわす 
且中央部を押し上げる 
且ク1」ップを挿し込む 
□ 中央部を押す 


♦ク1」ップの取り付け 



■デイスチヤージへツドランプの作動 

作動電圧範囲をはずれると、ランプび消灯したり、点なしなくなります。 
電圧び正常にちどると再点なします。 


吕吕8 


























4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■レンス内の水滴と量り 

なのようなときは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一時的な 
曇りは、機能上問題ありません。 

♦レンズ内側に大粒の水ミ商び付いている 
♦ランプ内に水びたまっている 

■ LED ランプについて 

車幅な-サイドち向指示な/非常点滅な-八イマウントストップランプ-制動 
巧-尾なは数個の LED で構成されています。ちし LED びひとつでち点なしな 
いとをは、トヨタ販売店で交換してください。 

A 警告 

■電球を 交換ずるときは 

♦ランプは 消打してください。消灯直後は高温になっているため、交換しないで 
ください。やけどすることびあります。 

♦電球の ガラス部を素手でふれないでください。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷付けた 
り、落下させたりすると球切れや破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。 

取0付けび不十分な場合、発熱や発火、またはへッドランプ内部への浸水によ 
る故障や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 

■デ イスチャージへッドランプについて 

♦交換 するとを（電球交換含む）は、必ずトヨタ販売店にご相談<ださい。 

♦点な 中は、高電圧ソケットにふれないでください。 

瞬間的に2万ボルトの電圧び発生するため、感電により、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦電球- ソケット-電気回路-および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電により、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

■お 車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 

ヒユーズの点検•交換 


ランプがつかないとさや電気系統の装置び働かないとさは、ヒューズ 
切れが考え5れまず。ヒューズの点検を行ってください。 

Til " エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にずる 
固画回ヒューズボックスを開ける 
► エンジン ルーム 



ツメを巧しなびら、カバーを持 
ち上げる 



グ□ーブボックス下カバーを取 
りはずず 



ヒューズボックスカノ（一を取り 
はずず 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


グ□ーブボックス後方 



グ□ーブボックスを開け、ダン 
パーをはずず 



グ□ーブボックスを左ちか日巧 
して、ツメをはずし、取りはずず 


固画]互故障の状況から、点検ずべきヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」（一 P . 233)で確認ずる 



ヒューズはずしを取0はずず 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


111 1] ヒューズはずしを使用して、 
び切れていないか点検ずる 



ヒューズを引き巧き、ヒューズ 
n 正常 

□ ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表おに従い、規 
定容量のヒューズに交換します。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


1" ヒューズの配置と負荷 

■エンジンルーム 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

AMP 

30 A 

オーディオ 

2 

DOOR N0.2 

25 A 

パワードア□ックシステム 

3 

ECU- 巨2 

10 A 

スマートエント U — &スタートシステ 
ム、エアコン、パワーウインドウ 

4 

ECU- 巨 

10 A 

木ーター、 メインボデー ECU、 ステ 
ア U ングセンサー、ワイヤレス U モー 

トコント□ール、スマートエント U — 

&スタートシステム 

5 

RAD N0.1 

1 己 A 

オーディオシステム 

6 

DOME 

10 A 

ラゲージランプ、バニティランプ、フ 
□ントドアカーテシランプ、パーソナ 
ル/インテ U アランプ、パーソナルラ 
ンプ 

7 

AM2 N0.2 

7.5 A 

始動システム 

8 

TURN-HAZ 

10 A 

ち向指示な/非常点滅灯 

9 

ETCS 

10 A 

電子制御スロットル 

10 

AM2 

30 A 

始動システム 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検’ 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

11 

STR 白 LOCK 

20 A 

ステア U ングロックシステム 

12 

IGT/INJ 

ISA 

EFI 

13 

EFI MAIN 

20 A 

EFI 

14 

HORN 

ISA 

ホーン 

1 已 

IG 2 

ISA 

始動システム、メーター 

16 

PWR OUTLET 

ISA 

アクセヴ U —ソケット 

17 

PS 臣 

30 A 

— 

18 

FUEL OPN 

10 A 

給油口才ープナー 

19 

FR DEICER 

20 A 

— 

20 

A 臣 S N 0.2 

30 A 

A 目 S、VSC 

21 

IG 2 N 0.2 

7.5 A 

始動システム 

22 

EFI N 0.2 

10 A 

吸気システム、排気システム 

23 

EFI N 0.1 

10 A 

E 円、エアフ□—メーター 

24 

H-LP RH HI 

10 A 

ち側ヘッドランプ（八イビーム） 

2已 

H-LP LH HI 

10 A 

左側ヘッドランプ（八イビーム） 

26 

H-LP RH LO 

1 己 A 

ち側へッドランプ（口ービーム） 

27 

H-LP LH LO 

ISA 

左側ヘッドランプ（口ービーム） 

28 

SPARE 

30 A 

予備ヒューズ 

29 

SPARE 

10 A 

予備ヒューズ 

30 

SPARE 

20 A 

予備ヒューズ 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■ 助手席足元 



ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

TAIL 

10 A 

ま幅灯、尾灯、番号打、フォグランプ 

2 

ECU-IG N 0.3 

10 A 

AFS 、 パーキングブレーキ、パドルシ 
フトスイツチ、パワーステアリング 

3 

P FR DOOR 

20 A 

パワーウインドウ 

4 

RLDOOR 

20 A 

パワーウインドウ 

已 

RR DOOR 

20 A 

パワーウインドウ 

色 

SHADE 

20 A 

— 

7 

CIG 

ISA 

シガレツトライター 

8 

ACC 

7.5 A 

電動 S ラー、オーディオ、シフト□ツク 
システム、メインボデー ECU 、 アクセ 

ヴ U —ソケツ h 

9 

MIR HTR 

10 A 

5 ラーヒーター 

10 

TI&TE 

30 A 

— 

11 

RR FOG 

7.5 A 

U ヤフォグランプ 

12 

IGN 

7.5 A 

ステア1」ング□ツクシステム、 SRS エ 
アバツグシステム、 EFI 、 スマートエ 
ント IJ 一 &スタートシステム 

13 

METER 

7.5 A 

メーター 

14 

SEAT HTR 

15 A 

— 

1已 

HTR-IG 

10 A 

エアコン 

16 

WIPER 

30 A 

フロントワイパー 

17 

RR WIPER 

ISA 

U ヤワイパー 


お手入れのしかた 


23己 



































4-2. 簡単な点検’ 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

18 

WASHER 

ISA 

ウオツシヤー 

19 

ECU-IG N 0.1 

10 A 

方インボデー ECU 、 スマートエント 
リー&スタートシステム、電動クーリン 
グフアン、シフト n ツクシステム、 

ABS 、 ステア U ングセンサー、ヨーレー 

卜 & G センサー、 VSC システム 

20 

ECU - I 白 N 0.2 

10 A 

後退打、充電システム、非常点滅灯、 

U ヤウインドウデフォッガー、助手席 
シートベルト非着用警告な、エアコン、 
AFS 

21 

〇臣 D 

7.5 A 

ダイアグノーシスコネクター 

22 

STOP 

10 A 

制動灯、八イマウントストップランプ、 

A 目 S 、 VSC 、 EFI 、 シフト□ックシス 

テム 

23 

DOOR 

2 己 A 

パワードア□ックシステム 

24 

ACC - 巨 

2 已 A 

CIG、ACC 

2己 

DRL 

7.5 A 

— 

26 

FR FOG 

1已 A * 

フロントフォグランプ 

7.5 A * 

27 

AMI 

7.5 A 

始動システム、 ACC 、 CIG 、 ECU-IG 

N 0.2、 HTR - IG 、 WIPER、RR 

WIPER 、 WASHER 、 ECU - I 白 N 0.1、 

ECU-IG N 0.3 


&ヒューズを交換の隙は、わとのヒューズと同じアンペア数のものをご使用ください。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


■ グ□-ブボックス後方 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

N/ST SW 

己 A 

ナビゲーシヨンシステム 

2 

WIPER N 0.2 

7.5 A 

充電システム 


□知識 

■ヒューズを交換したあと 

♦交換してちランプ類び点なしないとをは、電球を交換してください。 

UP. 220) 

♦交換してち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。 

■バッテリ -け 5の回路に過剰な負荷がかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 


L 

r 

[ 



J 

化 

Ju 


jj 

の r 

1 L- 

- f 

r — 

——1=1 - 

- k 


运 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守り <ださい。 

お守りいただかないと、車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量(がのヒューズ、またはヒューズ1；(がのちのを使用しないで<ださ 
い。 

♦必ず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

♦ヒ ューズやヒューズボックスを改造しないでください。 


A ま意 

■ヒューズを 交換ずる前に 

ヒューズび切れた原因び電気の過剰負荷だと判明したとさは、トヨタ販売店で 
点検を受けて < ださい。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 

キーの電池交換 


電池び消耗しているときは、新しい電池に交換してください。 

■用意ずるちの 

• マイナス ドライバー 

傷び付くのを防ぐため、マイナスドライバーの先端に巧などを巻いて保護し 
て < ださい。 

• ルさいプラスドライバーなど 
• U チウム電池 CR 1632 

■ 電池交換のしかた 

メカニカルキーを抜< 




カパーをはずず 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 



消耗した電池を取0出ず 

新しい電ミせは+極を上にして取り 
付けます。 


□知識 

■電池が消耗していると 

なのよラな状態になります。 

♦スマートエント U -& スタートシステムび作動しない 
♦作動距離び短<なる 
■リチウム電池 CR 1632の入手 

電池はトヨタ販売店-時計店およびカメラ店などで購入でをます。 


A 警告 

■取りは ずした電池と部品について 

おテさまにさねらせないでください。 

部品がルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につながるおそれがあります。 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


A ミち意 

■交換を、 正常に機能させるために 

なのことを必ずお守りください。 

♦めれ た手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

♦電池し U がの部品に、ふれたり動かした0しない 
♦電極を 曲げない 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 

ウォッシャー液の補給 



液面び低下したら、ウォッシャー 
あを巧給する 

キャップの中央部を指で押さえ、 
まっすぐに引を上げて、チューブ 
の液面を確認します。 


A 警告 

■ウ ォッシャー液を補給ずるときは 

エンジンび熱いとさやエンジンびかかっているとをは、ウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、 
エンジンなどにかかると出火するおそれびありを険です。 


A ま意 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

塗装にしみび付くおそれびあ D ます。 

■ウ ォッシャー液のうずめ方 

必要に応じて水で薄めてください。水とウオッシャー液の割含は、ウオッシャー 
液の容器に表示してある凍結温度を参考にして<ださい。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 

エアコンフィルターの清掃 • 交換 


エアコンを快適にお使いいたたくために、エアコンフィルターを定期 
的に清掃、または交換してください。 

■交換のしかた 

liMTI " エンジンスタートストップ"スイツチを OFF にずる 




グ□ーブボックスを開け、ダン 
パーをはずず 


グ□ーブボックスを左ちか日巧 
してツメをはずし、取りはずず 


フィルターカノ（一を取0はずず 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検 • 部品交換 



フィルターを取りはずし、新し 
いフィルターと交換ずる 

「t UP 」 マークの 矢印び上を向く 
よラに取り付けます。 


白知識 —— 一 ^ 

■エアコンフイルターの清掃-交換について 

エアコンフイルターは下記の時期を目安に清掃、または交換してください。 

ミ青掃：1己,000 km [7, 已〇 0 km 《 ] ごと 
交換： 30.000 km [1 己,000 km ※ ] ごと 

’ X 大都市や寒;令地など、交通量や粉じんのをい地区 

■エアコンの風量び減かしたときは 

フイルターの目づまりび考えられますので、フイルターを清掃、または交換し 
て < ださい。 

なお、フイルターの清掃については、トヨタ販売店にご相談ください。 


A ミち意 

■エアコンを 使用ずるときのま意 

フイルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因となることびあり 
ます。化ずフイルターを装着してください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 

ワイパーゴムの交換 


む下の手順に従ってワイパーゴムを交換してください。 


► フ□ントワイパー 



□ック臟 
^ボタン 

义 I 、I ITI43Y119 



ワイパーを立てた状態で、ワイ 
ノ（ーブレードの□ック解除ボタ 
ンを押し、ワイパーブレードを 
取りはずず 


ワイパーブレード先端のキヤッ 
プ□ックを解除し、キャップを 
取0はずず 


ワイパーゴムを抜さ取0、新品 
のゴムと交換する 


ITI43Y121 

胃互取り付けるとさは、取りはずずとさと逆の手順で取り付ける 


お手入れのしかた 


24已 
























4-2. 簡単な点検 • 部品交換 


► U ヤヮィパー 



ワイパーを立てた状態で、ワイ 
パーゴムを抜さ取0、新品のゴ 
ムと交換ずる 


固画互取り付けるとさは、取りはずずとさと逆の手順で取り付ける 
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已 -1 .まず初めに 

巧障したとまは 


故障のときはずみやかに;欠の指示に従ってください。 


非常点滅な（一 P . 249) を点滅 
させなび5、車を路肩に寄せ停 
車ずる 

非常点滅なは、故障などでやむを 
得ず路上駐車する場合、他車に巧 
6せるため使用します。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、巧のことに従ラ 
• 同乗者を避難させる 

• 車両の已 Om じ(上後方に発炎筒 
(一 P . 250) と停止表示板を 
置くか、停止表示なを使用ずる 

. 見通しび悪い場合はさ5に後 
方に置いてください。 

-発炎筒は、燃料ちれの際やトン 
ネル内では使用しないでくだ 
さい。 

♦その後、ガードレールの外側 
などに避難ずる 




口知識 

■停止表ル板 • 停止表ルなについて 



♦高速道路や自動車専用道路でやむを得ず 
駐停車する場合は、停止表示板または停 
止表示好の表示び、法律で義務付けられ 
ています。 

♦停止表示板 • 停止表示なは、卜3夕販売店 
で購入することびでをます。 














己- 1 .まず初めに 

非常点滅!な（八ザードランプ) 


故障などでやむを得ず路上駐車ずる場合、他車に知5せるために使用 
して < ださい。 


スイツチを巧す 

すべての方向指示灯が点滅しま 
す。 

ちラー度巧すと消灯します。 


曰知識 

■非常点滅なについて 

エンジン停止中に、非常点滅なを長時間使用すると、バッテ U —びあびるおそ 
れび友0ます。 



トラプルび起さたら 
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已 -1 .まずネリめに 

発炎筒 


高速道路や踏切などでの故障-事故時に非甫信号用として使用しま 
ず。 （ トンネル内や可燃物の近くでは使用しないでください。） 

発炎時間は約已分でず。非常点滅！打と併用してください。 




助]手席足元の発炎筒を取り出ず 


本体をまわしなびら巧さ、本体 
を逆さにして挿し込む 


先端のフタをとり、ずり薬で発 
炎筒の先端をこずり、着火させ 
る 

必ず車外で使用してください。 

着乂させる際は、筒先を顔や体に 
向けないで<ださい。 


吕已〇 
























己- 1 .まず初めに 


□知識 

■発炎筒の有効期限 

本体に表示してある有効期間び切れる前に、トヨタ販売店でおホめください。 
有効期限び切れると、着火しなかったり、がびルさくなる場合びあります。 


A 警告 

■発 炎筒を使用してはいけない場所 

なの場所では、発炎筒を使用しないでください。 

煙で視界び悪<なったり、引火するおそれびあるためを険です。 

• トンネル内 

• ガソ U ンなど可燃物の近く 

■ 発炎筒の取り扱いについて 

なのことを必ずお守 D ください。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
♦使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近付けたりしない 
♦発 炎筒は、おテさまにさわらせない 


トラプルび起さたら 


巧 







已 -1 .まず初めに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業ちにご巧頼くださし、。 
■けん引されるとをは 

車体に傷び付かないよラに□一 
プをけん引フックにかける 

前造ち向でけん弓 I してください。 


□ープの中央に白い巧を付ける 
巧の大をさ： 

0.3 m 平方 （30 cm X 30 cm ルツ上 


IH 顧 I 3 1 けん弓 I される車両のエンジンをかける 

エンジンびかか6ないとさは、"エンジンスタートストップ"スイッ 
チをアクセヴ U —モード、またはイグニッション ON モードにしてくだ 
さい。 

m 互けん引される車両のシフトレバーを N にしてか日、パーキン 
グブレーキを解除する 

けん引中は、前の車の制動なにを意し、□ープをたるませないようにし 
て < ださい。 



吕已2 































[けん引ずる前に 


次の場合は、駆動系の故障び考えられるため、トヨタ販売店へご連絡< 
ださい。 


• エンジンはかかるび車び動かない 
• 異常な音びずる 

1緊急時のけん弓 I 



U ヤの固縛用フックを累急用フッ 
クとしてち使用でさます。 

雪の吹さだまりなどでスタックし 
て走行でをな<なったとをに累急 
的に他車に引っ張り出してちらラ 
とさに使用ずるをのでず。他車を 
けん引ずることはでさません。 


(けん引フックの取り付け方 



フタの外側を巧してはずず 













































5-1. まず巧めに 



けん引フックを巧に挿し込み軽く 
締める 



ホイールナツトレンチを使い確実 
に取り付ける 


□知識 

■けん引フックのフタがはずしにくいとさは 


マイナスドライバーを使ってフタをはず 
します。 

車体へ傷び付くのを防ぐため、マイナスド 
ライバーの先端に巧などを巻いて保護し 
て < ださい。 


■けん引フックの使用目の 

けん引フックはけん引されるとをに使ラものであり、他車をけん弓 I するための 
ちのではありません。 



■けん引フックの収納位置 

一 P . 27己 


吕已4 

















己- 1 .まず初めに 


A 警告 

■けん 引中の運転について 

♦けん 引を行5とさは、細むのま意を仏ってください。 

けん引フックや□ープに過剰な負荷をかける急発進や、間違った車両操作は避 
けて < ださい。 

けん引フックや□ープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などにあたり、重大な傷害を与えるおそれびありを険です。 

•" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしないでください。 

八ンドルび □ ックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなびるお 
それびあ D を険です。 

• けん引される車は、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとフレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび通常よ 
り重くなります。 

■けん 引フックを車両に取り付けるときは 

指定の位置にけん引フックをしっかりと取り付けてください。 

指定の位置にしっかり取り付けないとけん引時にはずれてしまい、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


トラプルび起さたら 
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5-1. まず巧めに 


A ま意 

■車両の 損傷を防ぐために 

けん引するとをはなのことを必ずお守りください。 

♦ワイヤーロープは 使用しない 
♦速度 30 km/h し U 下、距離80 km しツ内でけん引する 
♦前進ち 向でけん引する 
♦ヴス ペン シヨ ン部などにロープをかけない 
■長い 下り坂でけん引ずるときは 
レッカー車でけん引してください。 

レッカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効をび悪くなるおそれびあり 
ます。 


吕已6 





己- 1 .まず初めに 

フユーエル ポンプシャツ ト オフシステム 


エンジン停止時および SRS エアバッグ作動時は、 フユーエル ポンプ 
シャットオフシステムび作動し、燃料供給を停止し、燃料もれを最ル 
限に抑えまず。 

システムび作動したあと、エンジンを始動ずるには、なの手順に従ってく 
ださい。 

国画[で"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —モードま 
たは OFF にずる 
臣画回エンジンを再始動ずる 

A ミち意 

■エンジンを 始動ずる前に 

車両下をよく確認してください。 

地面に燃料ちれを見つけた場合は、燃料システムに損傷びあ D、 修理する必要 
びあります。その場合はエンジンを再始動しないでください。 


トラプルび起さたら 
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已 -1 .まず初めに 

イベントデータレ コーダー 


お車には、最適な車両性能を維持ずるためのコンピューターを搭載し 
ていまず。このコンピューターは、システムが正常に作動しているこ 
とを診断ずると共に、衝突のときや衝突に近い状態のときのデータを 
記録ずるイベントデータレ〕ーダー ( EDR ) を装備していまず。 


I 記録ずるデ~夕 

エアバッグコンピューターに搭載しているイベントデータレコーダー 
び、衝突のときや衝突に近い状態のとさに次のデータを記録しまず。 

• エンジンの回転数 
• 車速 

• ブレーキ ペダルの操作状況 
• アクセルペダルの操作状況 
• トランス S ッションのシフトポジション 
参目力手席乗員の有無 

• 運転ちおよび助手席乗員のシートベルト装着の有無 
• エアバッグ作動に関ずる情報 
• エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは、会話などの音声や映像は記録しません。 


吕已8 






I データの 開示に ついて 

トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得-流用ずることびあり 
まず。なお、トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、取得したデータ 
を次の場合を除を、第=ちへ開示-提供ずることはありません。 

• お車の使用者の同意びある場合 

• 裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づく場合 

• 統計的な処理を行ラなどの、使用ちや車び特定されないよラに加工し 
たデータを研究機関など I こ提供ずる場合 






5-2. 緊急時の対処法 

警告ながついたとをは 


警告'打が点归または点滅したままの場合は、落ち着いて;欠のように対 
処してください。点 I 灯•点滅しても、その後消'灯ずれば異常ではあり 
ません。ただし、同じ現まが再度発生した場合は、トヨタ販売店で点 
検を受けてください。 


I ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

次の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただちに 
安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 


ブレーキ警告な 

•ブレーキ液の不足 
-電子制御ブレーキシステムの異常 

(©) 

啸色） 


(ただちに停車してください。 

次の警告は、お車へのダメージや思わめ危険を招<おそれびあることを 
意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して< 
ださい。 


警告灯 

警告打名 • 警告内容 


口 


巧電警告な 

充電系統の異常 
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5-2. 緊急時の対処法 


ただちに点検を受けて < ださい。 


次の警告は、放置ずるとシステムび正し < 働かず、思わめを険や故障を招 
くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 


警告灯 


警告打名 • 警告内容 


旬 


エンジン警告な 

-エンジン電モ制御システムの異常 
•電子制御ス□ットルの異常 
-トランスミッション電子制御システムの異常 


屯 

(©) 


SRS エアバッグ/プリテンシヨナー警告巧 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンシヨナー付シートベルトシステムの異常 

ABS &ブレーキアシスト警告な 

- ABS の異常 
•ブレーキアシストの異常 


演色） 


電子制御ブレーキ警告な 

-電モ制御ブレーキシステムの異常 
-電動パーキングブレーキシステムの異常 


©! 


パワーステアリング警告な 

EPS (エレクト U ツクパワーステアリング）の異常 


AFS 

OFF 


(点滅） 




の 

(点滅） 


AFSOFF 表示巧 

AFS (アダプティブフ□ントライティングシステム）の異常 

スリップ表示な 

VSC システム、 TRC システムの異常 

クルー ズ コント□—ル 表示巧* 

クルーズコント□ールシステムの異常 

* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラプルび起さたら 




















































5-2. 緊急時の対処法 


(ただちに処置して < ださい。 

次の警告はそれぞれの巧処方法に従って処置し、警告巧び消なずるのを 
確認してください。 


警告 灯 

警告打名 • 警告内容 

対処方法 


曲 


燃料巧量警告な 

燃料の残量び約9 L しソ下に 
なった 

燃料を補給する 


ぶ 


運転席シートベルト 
が着用警告な（警告ブザー）’ X 1 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用する 


PASSENGER ぶ 


助手席シートベルト 
巧着用警告な（警告ブザー）’ X 1 

助手席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用する 


(©) 


パーキングブレーキ表示な 
(警告 ブザ —）※2 

ノ（ーキングブレーキの未解除 

パーキングブレーキを解除する 


么 


マスターウオーニングライト 

システム異常時に点灯-点滅 
し、マルチインフオ ーシヨ 
ンディスプレイ上に ツセー 
ジを表示（ブヴーが鳴る場合 
ちあ 0 ます） 

マルチインフオメーシヨンディ 
スプレイに表示されたメッセー 
ジに従って適切に対処する 


1運転席-助手席シートベルト巧着用警告ブザー： 

運転席-助手席シートベルト非着用のまま車まび約20 km / h しソ上になると、警告 
ブヴーび1回鳴ります。その後ち運転席-助手席シートベルト非着用のまま30 
秒を経過すると、30秒間断続的に鳴り、さ6にブヴーの音びかわり90秒間鳴り 
ます。 

2バーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー 

バーキングブレーキをかけたまま、車まび已 km / h をこえたとさ、警告ブヴーび鳴 
ります。 


吕已吕 


































己- 2. 緊急時の対処法 


□知識 — 

■パワーステアリング警告なについて 

電圧びほい、またはほ下した場合に点灯することびあります。 

■助手席シートベルト非着用警告なの柔員検知センサーの作動について 

♦乗員びいなくてち、シートに荷物などを置くと、センサーび重量を検知して 
警告灯び点滅することびあります。 

♦座布団などを敷<と、センサーび乗員を検知せず警告灯び作動しないことび 
あります。 


A 警告 

■パ ワーステアリング警告なが点なしたときは 

八ンドルび非常に重くなることびあります。 

八ンドル操作び通常より重いときは、八ンドルをしっかりと持ち、通常より強 
く操作してください。お守りいただかないと思わめ事故につなびるおそれびあ 
0を険です。 


トラプルび起さたら 
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5-2. 緊急時の対処法 

警告メッセージが表おされたとまは 


マルチインフオメーシヨンディスプレイには、システムの故障や誤っ 
た操作をしたときの警告、メンテナンスが必要であることをお知5せ 
ずるメッセージび表示されまず。メッセージび表示されたときは、 
メッセージの内容に従ってご対処ください。 

n マスターウオーニング ライト 

マルチインフオメーシヨンディス 
プレイにメッセージび表示されて 
いるとさ、点な•点滅します。 

0マルチイン フオメーシヨ ン 
ディスプレイ 


対処後に再度メッセージび表示されたとさは、トヨタ販売店へご連絡 
<ださい。 



I ただちに停車してください。 

警告ブヴーと共に警告メッセージび表示されまず。次の警告は、お車へ 
の損傷や思わめを険を巧<おそれびあることを意味しまず。ただちに安 
全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して<ださい。 


警告メッセージ 

警告内容 


エンジン 油圧ず足 

mmm 


エンジンオイル圧力の異常 

エンジンオイルの圧力び異常に低いと表示されます。 
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5-2. 緊急時の対処法 


ただちに点検を受けて < ださい。 


警告ブヴーと共に警告メッセージび表示されまず。次の警告は、放置ず 
ると、システムび正しく働かず、思わめ危険や故障を巧くおそれびある 
ことを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


警告メッセージ 


AT 油温をち 


击 


(点滅） 


警告内容 


トランスミッシヨン フルー ドの過熱 

安全な場所にお車を停めシフトレバーを P にして、警 
告メッセージび消なするまでアイドリング状態にしてく 
ださい。 

警告 ><ッセージ消な後は再び走行することがでをます。 


ステアリンク’ロック 
システムチ1ック 


ステアリング □ ツクシステムの異常 


么 


ブ’ レーキ ランプ 
システムチ I ック 


ブレーキランプ制御システムの異常 


击 
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トラプルび起さたら 


























5-2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ 


警告内容 


クルース’ 
システムチ1ック 


(点滅) 

志 


クルーズコント□ール システム*の異常 

安全な場所にお車を停め、エンジンを再度かけ直してク 
ルーズコント□ールシステムを再セツトしてください。 


VSC 

システムチ1ック 


TRC、VSC の異常 


W (点滅) 

志 


パ-キングプレ-キ 
おけできません 


パーキングブレーキがかか S ない 


(点滅) 

志 
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己- 2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ 


警告内容 


パ-キングプレ-キ 
チェック 


パーキングブレーキシステムの異常 



馈色) 















5-2. 緊急時の対処法 


(ただちに処置して < ださい。 

警告ブヴーと共に警告メッセージび表示されまず。次の警告はそれぞれ 
の巧処方法に従って処置し、警告メッセージび消なずるのを確認してく 
ださい。 


警告メッセージ 

警告内容 

対処ち法 




さドアが確実に閉まってい 

ない 

開いてるドアび表示され 
ふ9 〇 

各ドアび確実に閉まって 
いない状態のまま、車速 
び已 km / h をこえたとき 

には/|\が点滅しブ 
ヴーが鳴ります。 

ドアを閉める 




バックドアび確実に閉まっ 

ていない 

バックドアび確実に閉 
まっていない状態のまま、 
車速び已 km / h をこえた 

ときには A び点滅 
しブヴーび鳴ります。 

ノ（ックドアを閉める 


パ-キンブプレ-キ 
をが蹄して下さい 


パーキングブレーキが解除 
されてない 

パーキングブレーキをか 
けたまま、車速び已 km/h 
をこえたとさには警告ブ 
ザーび鳴ります。 

パーキングブレーキを解除 
する 


2已8 
















警告メッセージ 


警告内容 


対処方法 


パ—キングプレ-キ 
才ーパ.ーヒート 


(点滅） 

(点滅） 


パーキングブレーキが オー 
バーヒートした 


パーキングブレーキの使巧 
をひか元る 

システムび通常温度にな 
るまでしばらくお待ちく 
ださい。 


ライトが.与 、:*: T 
しています 


ランプが点なしたままに 
なつている 


ランプを消打する 


击 


(点滅） 


トラプルびおさたら 


269 






















5-2. 緊急時の対処法 


(ただちに処置して<ださい 

それぞれの巧処方法に従って処置し、警告メッセージび消なずるのを確 
認して < ださい。 


警告内容 

対処方法 

電モキーを携帯し 
ていない状態でエ 
ンジンをかけよラ 

とした 

電子キーを携帯す 

る 

" エンジンスター 
ト ストップ’’ ス 
イッチび OFF しツ 
外の状態で運転席 
1；(外のドアび開閉 
され同柔者び電子 
キーを持ち出した 

電モキーを車内に 
ちどす 

シフトレバーが P 
の状態で、"エン 
ジンスタートス 
トップ"スイッチ 
を OFF にせずに 

キーを持ち出した 
まま運転席ドアが 
開閉された 

" エンジンスター 
ト ストップ" ス 

イッチを OFF に 

する 

または電子キーを 
車内にもどす 


車内 

乾化 
言口 

ブヴー 


車が 

お化 
言口 

ブヴー 


警告^ッセージ 


1回 


なし 


キーが 

をつかりません 


击 


(点滅） 


1回 


3回 


キーが 

をつかりません 


击 


(点滅） 
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5-2. 緊急時の対処法 


車内 

乾化 
言口 

ブヴー 


車が 

乾化 
言口 

ブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 


対処ち法 


] 回 


連続音 
(10 
秒副 


キーが 

見つかりません 


ち;反を 

OFF して下み’ 


(交互に表示） 

(点嫩 


" エンジン スター 
ト ストップ’’ ス 
イッチを OFF にせ 
ずに、電子 キーを 
がに持ち出してド 
アを施錠しよラと 
した 


" エンジンスター 
ト ストップ" ス 
イッチを OFF に 
したあと、再度施 
錠する 


么 


] 回 


なし 


キーが 

をつかりません 


正規の電モ キーび 
車室内にない状態 
で走行をはじめた 


車室内に電子キー 
びあるか確認する 


击 


(点嫩 


連続音 


なし 


P レンジに 
入れて下さい 


么 


(点滅） 


シフトレバーび P 
し U 外の状態で、"ェ 
ンジンスタート 
ストップ"スイッ 
チを OFF にせず 
に運転席ドアび開 
いた 


シフトレバーを P 
にする 
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トラプルび起さたら 




























5-2. 緊急時の対処法 


車内 

乾化 
言口 

ブヴー 


車が 

乾化 
言口 

ブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 


対処ち法 


連続音連続音 


P レンジに 
入れて下さい 


キーが 

見つかりません 


(交互に表示) 


シフトレバーび P 
1；(がの状態で、"エ 
ンジンスタート 
ストップ’’スイッ 
チを OFF にせず 
に キーを 持ち出し 
たまま運転席ドア 
び開閉された 


-シフトレバーを 
P にする。 

• 電テキーを車内 
に入れる 


(点滅) 


車内に電テキーを 
置いたまま、ス 
マー トエント U - 


1回 


連続音 


車室內に 
キーがあります 


(点滅) 


&スタートシステ 
ムでドアを施錠し 
よラとした 
車内に電テキーを 
置いたまま、フロ 
ントドアを開を 
□ックレバーを 施 
綻側にしてドア八 
ンドルを引いたま 
まドアを閉めて施 
綻しよラとした 


車内から電テキー 
を取り出したあと、 
再度施錠する 
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5-2. 緊急時の対処法 


車内 

乾化 
言口 

ブヴー 


車が 

乾化 
言口 

ブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 


対処方法 


1回 


なし 


ブ’し-キをみなが’ら 
キイ王ソジソスイッチ 
にがれて下さい 


么 


(点滅） 


’ メカニカルキー 
で解結して"エ 
ンジンスタート 
ストップ"ス 
イッチを押した 
した際、車室内 
でキーを検出で 
をなかった 
‘‘エンジンス 
夕ートストッ 
プ"スイッチを 
押したとさに車 
室内で電モキー 
を検出でをない 
ことび2回連続 
で続いた 


ブレーキを踏みな 
びら電子キーで" 
エンジンスタート 
ストップ"スイツ 
チにふれる 


1回 


なし 



1回 


なし 


(点滅） 


ちお OFF 時は 
P しソジ(こ人が:エンジン 
スイッチを押レ7下さい 


击 


(点滅） 


エンジン始動不可 
能なシフトレバー 
位置でエンジンを 
始動しよラとして 
いる 


シフトレバーび P 
もしくは N しツ外で 
"エンジンスター 
ト ストップ’’ ス 
イッチを OFF に 
しよラとした 


シフトレバーを P 
に入れてからエン 
ジンを始動させる 


"エンジンスター 
ト ストップ" ス 
イッチを OFF に 
したい場合は、シ 
フトレバーを P に 
し"エンジンス 
タートストップ’’ 
スイツチを押す 
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トラプルび起さたら 

























5-2. 緊急時の対処法 


車内 

乾化 
言口 

ブヴー 


車が 

乾化 
言口 

ブヴー 


警告メッセージ 


バッテリーが誇の 
為自動ち源 OFF 
しました 


キーバッテリー 
巧りわずか 


1回 


なし 


么 


(点滅） 


始勒時はブレキを 
措みながらエンジン 
スイッチを押い下さい 


警告内容 

対処ち法 

自動電源 OFF 機 
能び作動した 

な回エンジン始動 
時にエンジン回転 
数を少し高めにし、 
約已分間その回転 
数を保持しバッテ 

U —を充電する 

電子キーの電池残 
量び少ない 

新しい電池と交換 
する 

UP . 239) 

" エンジンス ター 
ト ストップ" ス 
イッチび OFF の 
状態で運転席のド 
アを開閉してから 
エンジンをかけず 

に‘‘エンジンス 

タートストップ" 

スイッチをアクセ 
ヴ U —モードに2 
回じ(上した 

ブレーキを踏んで 
" エンジンス ター 
ト ストップ" ス 
イッチを押す 

電子キーび正常に働 
かないとをのエンジ 

ン始動の方法で 

UP . 292)" エン 
ジンスタートス 
トップ"スイッチ 
に電子キーでふれた 

ブヴーび鳴ってか 
ら10砂しツ内に" 
エンジンスタート 
ストップ"スイッ 
チを押す 
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己- 2. 緊急時の対処法 


車内 

乾化 
言口 

ブヴー 


車が 

乾化 
言口 

ブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 


対処ち法 


1回 


なし 



(点滅） 


" エンジンスター 
ト ストップ" ス 
イッチを押してか 
ら約3秒しツ内に ス 
テア IJ ングロック 
び解除でさなかつ 
た 


ブレーキを踏んで 
八ンドルを左ちに 
まわしなびら"エ 
ンジンスタート 
ストップ"スイッ 
チを押す 















5-2. 緊急時の対処法 

八ンクしたとをは 


パンクしたタイヤを、備え付けの応急用タイヤと交換してください。 
(タイヤについての詳しい説明は、 P . 吕10を参照してください） 

■ ジャッキで車体を持ち上げる前に 

• 地面び固<平らな場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
♦シフトレバーを P に入れる 
• エンジンを停止ずる 
• 非常点滅なを点滅させる 
■ 工具とジヤツキ位置 
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5-2. 緊急時の対処法 

































































































5-2. 緊急時の対処法 


[応急用タイヤの取り出し方 


留め具を取りはずし、タイヤを取り 
出ず 


I パンクしたタイヤの交換 





輪止め X ’をずる 


パンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪ラしろ 

ち側 

左側後輪ラしろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


&輪止めは、トヨタ販売店で購入す 
ることびでをます。 


ナツトをかし(約1回転）ゆるめる 
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5-2. 緊急時の対処法 



ジャッキの A 部を手でまわして、 
ジャッキ溝をジャッキセツト位置 
にしつか0かける 



タイヤび地面からかし離れるま 
で、車体を上げる 



ナツトすべてを取りはずし、タイヤ 
を取りはずず 

タイヤを直接地面に置くとさは、ホ 
イールの意匠面に傷び付かないよラ 
意匠面を上にします。 


トラプルび起さたら 


9 

7 

2 





























5-2. 緊急時の対処法 


(タイヤの取り付け 



ホイール接触面のミちれをふさ取る 
ホイール接触面びミちれていると、走行 
中にナツトびゆるみ、タイヤびはずれ 
るおそれびあ0ます。 


臣画互タイヤを取0付け、タイヤびびたつかない程度まで手でナットを 
仮締めする 

►応急用タイヤにかえるとき 



► アルミホイールにかえるとき 



ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽<あたるまでまわず 


ナツトの座金びホイールにあたる 
まで仮締めする 


280 































5-2. 緊急時の対処法 



車体を下げる 


図の番号順でナツトを2、3度しつ 
かり締め付ける 

締め付けトルク： 

103 N • m (10 已0 k 有 f • cm) 


巨画回ずベての工具•ジャッキ-パンクしたタイヤを収納ずる 


□知識 


■応急用タイヤについて 

♦タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLY と書かれています。 
応急用にのみ使用してください。 

♦空気圧を必ず点検してください。（一 P. 308) 

■雪道-凍結路で前輪がパンクしたときは 

egiai11 後輪を応急用タイヤと交換する 


21バンクした前輪をはずした後輪と交換する 


egiirai 3 1 タイヤチェーンを前輪に装着する 
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トラプルび起さたら 






















5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■応急 用タイヤを使用ずるときは 

♦お客様の おま専巧になっているため、他の車には使用しないでください。 
♦同時に 2つし U 上の麻急用タイヤを使用しないでください。 

♦でさる だけ早く通常のタイヤと交換してください。 

♦急 加速、急八ンドル、急ブレーキやシフト操作による急激なエンジンブレーキ 
の使用は避けてください。 

■応急 用タイヤ装着中は 

正確な車両连度び検出でをない場合びあり、なのシステムび正常に作動しな< 
なるおそれびあります。 

•ABS 

♦ブレーキ アシスト 

• VSC 

•TRC 

•AFS 

♦クルーズ コント□ール* 

■応急 用タイヤ使用時の速度制限 

応急用タイヤを装着しているときは、100 km/h し U 上の速度で走行しないでくだ 
さい。 

応急用タイヤは、高速走行に適していないため、思わめ事故につなびるおそれ 
びあ0を険です。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ジャッキの 使用について 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車び落下して重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

なのことをお守り <ださい。 

♦ジャッキは タイヤ交換-タイヤチェーン取り付け-取 D はずし1；(がの目的で 
使用しない 

♦備え付けの ジャッキは、お客様の車にしか使ラことびでをないため、他の車に 
使ったり他の車のジャッキをお客様の車に使用したりしない 

♦ジ ャッキセット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 
♦ジャッキで 支えられている車の下に体を入れない 
♦ジャッキで 支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 
♦車内に 人を乗せたまままを持ち上げない 

♦まを 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下にものを載せない 
♦車を 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さしツ上に上げない 
♦まの 下にちぐり込んで作業する場合は、ジャッキスタンドを使用する 

車両を下げる際は特に、ご自身や周囲の人びけびをしないよ5注意してくださ 
い。 


トラプルび起さたら 


3 

8 

2 





5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

♦走行 直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどにはふれないでください。 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているためタイ 
ヤ交換などで手や足などびふれると、やけどをするおそれびあります。 

♦なの ことをお守りいただかないとナットびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります 

-ホイールの交換後は、すぐに103 N . m (1 0已0 k 巨 f . cm ) の力でナッ 
卜を締める 

-タイヤの取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する 
-ボルトやナットのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異 
常びある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける 
-ナットを取り付けるとをは、おずテーパー部を内側にして取り付ける 
( 一 P' 212) 


A ま意 

■パンクした ままの走について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でも、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷になります。 

■応急 用タイヤ装着中は段差にミち意 

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤ装着時に<らベ車高び低<なっています。 
段差を柔りこえるとをはま意してください。 

■応急 用タイヤ使用時のタイヤチェーン装着 

応急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンびま体側にあたり、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。 
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5-2. 緊急時の対処法 

エンジンがかか6ないとをは 


正しいエンジンのかけ方（一 P . 111)や、ステアリング□ックの解 
除（一 P . 1 13) に従っても、エンジンびかか5ないときは、巧のこ 
とを確認してください。 

■スターターは 正常にまわっているのにエンジンがかからない 

+ 日 A 

场 n 

次の原因び考えられまず。 

• 燃料び入っていない可能性びあ0まず。 

給油して < ださい。 

• 燃料を吸い込みずざている可能性びありまず。 

再度、正しい手順（一 P .111) に従って、エンジンをかけてく 
ださい。 

♦エンジンイモビライヴーシステムに異常びある可能性びありま 
ず。（一 P . 70) 

■ スターターがゆっくりまわる/室内 I な•へッドランプが暗い/ 
ホーンの音がルさい、または鳴らない場合 

なの原因び考え日れまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 294) 

♦バッテ U —のターミナルびゆるんでいる可能性びありまず。 

■スターターが まわらない 

電装品の断線やヒューズ切れなど、電気系統異常の可能性びありま 
す。異常の種類によっては、エンジンを一時的な処置でかけること 
びできまず。（一 P . 28日） 


トラブルび起さたら 



5-2. 緊急時の対処法 


■ スターターがまわ！ 5 ない/室内 I 灯- へッ ドランプが点!口しな 
い/ホーンが鳴らない場台 

なの原因び考えられまず。 

♦バッテ U —のターミナルびはずれている可能性びありまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 294) 

• ステア U ング□ックシステムに異常びある可能性びありまず。 

処置のしかたびわからないとさ、あるいは処置をしてちエンジンびかか5ない 
ときは、トヨタ販売店にご連絡ください。 


I 緊急始動機能 

通常のエンジン始動操作でエンジンび始動しないとさは、次の手順でエ 
ンジンび始動ずる場合びあ0まず。緊急時じ(外は、この方法で始動させ 
ないで < ださい。 

固画でパーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
m 互シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
Ifeitdl 3 1 " エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U - モード 
にずる 

HI 互ブレーキペダルをしっかり踏みなびら、 " エンジンスタートス 
トップ"スイッチを約1已秒じ(上巧し続ける 
上記の方法でエンジンび始動してを、システムの故障び考えられまず。 
ただちにトヨタ販売店で点検を受けて < ださい。 
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5-2. 緊急時の対処法 

シフトレ八一びシフトでまないとまは 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレバーびシフトでさない場合、 
シフト□ツクシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障が考えられまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
ただし一時的な処置として、：欠の方法でシフトレバーをシフトずるこ 
とがでさまず。 

固圆でパーキングブレーキをかける 

固歷互"エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —モー 
ドにずる 


シフト□ック解除ボタンを巧ず 
ボタンを巧しているあいだはレ 
バーをシフトでさます。 


I な IIW 1 I 3 I ブレーキペダルを踏む 



トラプルびおさたら 














5-2. 緊急時の対処法 

パーキングブレーキが解除でをないとまは 


バッテリーがあびったとさやパーキングブレーキスイッチを操作し 
てち解除されないとさは、巧の手順で手動解除ずることがでさまず。 
緊急時などでパーキングブレーキを解除ずる必要びあるとさのみ 
行ってください。 

バッテリーび正常なときにスイッチ操作で解除できない場合は、パー 
キングブレー キシステムの故障び考えられまず。 ただちにトヨタ販売 
店で点検を受けてください。 

■手動解除する前に 

• シフトレバーを P に入れる 

• "エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にずる 
♦ ノ（ーキングブレーキ表示灯び消なしていることを確認ずる 
• 輪止めびある場合は輪止めをずる 


f 手動解除の方法 

固画 田 パーキングブレーキ 解除 ツールを ラ ゲージルームから 取り出ず 
(一 P ' 27日） 

固画互左側のデッキサイドボードとデッキボードを取りはずず 
(一 P ' 195) 



キャップを取りはずず 
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5-2. 緊急時の対処法 


保護シールを取0はずずか、パー 
キングブレーキ解除ツールを挿し 
込んで破る 


パーキングブレーキ 解除 ツールを 
巧しあて、手を放してちはずれな 
いよラ挿し込む 

カチカチと音びずることを確認し 
なび5時計まわ0にまわず 
(約日00回、20分程度） 

反時計まわりへまわすと、空まわり 
しますので、手を持ちかえずにまね 
せます。 

バー キング ブレーキを 解除したあと 
は、 バー キング ブレーキ 解除 ツール 
をはずし、もとの場所に格納してく 
ださい。 


白知識 

■保護シールについて 

な護シールび損傷したとを、または保護シールを紛失した場合は、トヨタ販売 
店で点検を受けて < ださい。 

万一、バーキングブレーキシステムに水び入ると、システムの交換び化要にな 
る場合びあります。 

■手動解除について 

パーキングフレーキを手動で解除することはでをますび、手動でかけることは 
でをません。 
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トラプルび起さたら 


























5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■手動 解除ずるとをの警告 

♦パーキング ブレーキを手動で解除するとをは、必ずシフトレバーを P に入れ 
て、輪止めびある場合は輪止めをしてください。 

お守りいただかないと、車両び動いて思わめ事故につなびるおそれびありを険 
です。 

♦パーキング ブレーキを手動で解除するとをは、必ず"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを OFF にして、パーキングブレーキ表示なび消灯している 
ことを確認してください。"エンジンスタートストップ’’スイッチびイグ 
ニッシヨン ON モードのとをに手動解除を行ラと、システムび作動して挿し込 
んだツールび回転し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


A ま意 


■パーキング ブレーキの手動解除について 

♦手動で 解除を行ラとをは、完全に解除されるまでパーキングブレーキ解除ツー 
ルをまねしてください。 

途中で作業をやめると、ノ f ーキングブレーキシステムの故障につなびります。 

♦解除を 行5とさは、パーキングフレーキ解除ツールし i (がを使用しないでくださ 
し、。他のツールを使用すると、解除用の巧部を破損したり、挿し込んだツール 
び抜けなくなるおそれびあります。 
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5-2. 緊急時の対処法 

キーをな<したとをは 


キーナンパープレートに巧刻されたキーナンパーと残りのキーか5、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることびできまず。 

レ P . 23) 



5-2. 緊急時の対処法 

電子キーが正常に働かないとまは 


電子キーと車両間の通信びさまたげ6れたり（一 P . 29)、電子キーの 
電池が切れたとさは、スマートエントリ ー& スタートシステムとワイ 
ヤレスリモコンび使用できなくなりまず。このような場合、巧の手順 
でドアを開けたり、エンジンを始動したりずることびできまず。 


I ドアの施綻-解錠 



メカニカルキー UP . 22) を使つ 
て、なの操作びでさまず。 

n 全ドア施錠 
0全ドア解錠 


モードの切りかえ-エンジン始動の方法 

Him シフトレノ（一び P の状態でブレーキぺダ J レを踏む 



電モキーのトヨタエンブレム面で 
" エンジンスタートストップ"ス 
イッチにふれる 

この操作中にいずれかのドアび開閉 
されると、スマートエント U — &ス 
タートシステムが"エンジンスター 
トストップ"スイッチにふれた電子 
キーを正し <検知で去ず、警告音び鳴 
ります。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


固画互モードの切りかえ： 

ブヴーび鳴ってから10秒じ(内に、ブレーキペダルから足を 
離して"エンジンスタートストップ"スイッチを巧しまず。 
スイッチを巧すごとにモードび切りかわりまず。 

(一 P ' 1 12) 

エンジン始動： 

ブヴーび鳴ってから10秒じ(内に、ブレーキペダルをしっか 
り踏み込んで"エンジンスタートストップ"スイッチを巧 
します。 

処置をしてを作動しないとさは、トヨタ販売店に連絡してください。 


口知識 

■エンジン停止のしかた 

通常のエンジン停止のしかたと同様に、シフトレバーを P にして"エンジンス 
タートストップ’’スイッチを押します。 

■電池交換について 

ここで説明しているエンジンの始動方法は一時的な処置です。電池び切れたと 
をは、ただちに電池の交換をおすすめします。（一 P . 239) 


トラプルび起さたら 


3 

9 

2 






5-2. 緊急時の対処法 

八ッテリーがあがつたとをは 


バッテリーびあがった場合、巧の手順でエンジンを始動ずることびで 
さまず。 

ブースターケーブルと 12 V のバッテ U —付さ救援車びあれば、次の 
手順に従って、エンジンを始動させることびでさまず。 

m でバッテ U —の+端テのカバーをはずし、ブースターケーブル 
を次の順につなぐ 



0赤色のブースターケーブルのをラー方の端を救援車のバッテ 
U 一の+端モにつなぐ 

且黒色のブースターケーブルを救援車のバッテ U —の一端モにつ 
なぐ 

□ 黒色のブースターケーブルのちラー方の端をノ（ッテ U —か日離 
れた、未塗装の金属部（図におずよラな固定された部分）につなぐ 
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5-2. 緊急時の対処法 


固圆[互救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約已分間 
自車のバッテ U —を充電ずる 

EUTsI " エンジンスタートストップ"スイッチび OFF の状態で 
いずれかのドアを開閉ずる 

固画囚救援車のエンジン回転を維持したまま、 " エンジンスタート 
ストップ"スイッチをいったんイグニッシヨン ON モードに 
してから自車のエンジンをかける 

固画回自車のエンジンび始動したら、ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずず 

エンジンびかかってを、早めにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


□知識— 

■バッテリーあびり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでをません。 

■バッテリーあがりを防ぐために 

♦エンジンびかかっていないとをは、ランプなどの電源を切って<ださい。 

♦ミま蒲などで長時間止まっているとさは、不必要な量装品の電源を切ってくだ 
さい。 

■バッテリーの巧電について 

バッテ U —の電力は、車両を使用していないあいだち、一部の電装品による消 
費や自然放電のために、少しずつ消費されています。そのため、車両を長期間 
放置すると、バッテ U —びあびってエンジンを始動でをなくなるおそれびあり 
ます。（バッテ1」一は走行中に自動で充電されます） 
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トラプルび起さたら 












5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■バッ テリーの弓 I 义または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびありを険です 
ので、乂や乂巧び発生しないよラ、なのことをお守りください。 

♦ブー スターケースレは正しい端テまたは接続箇所しがりこ接触させない 

♦ブースター ケーブルは+側と一側の端子を絶巧に接触させない 

♦バッ テ1」一付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ1」一内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛のミ居合物を含んでいるので、取り扱いに関し、なのことをぶ、 
ずお守り < ださい。 

♦バッ テ U - を取り扱うときはな護メガネを着用し、液（酸）び皮膚 • 効 g • 車体 
に付着しないようにする 

♦必要し U 上に、顔や頭などをバッテ1」一に近付けない 

♦誤って バッテ1」一液び体に付着したり目に入った D した場合、ただちに大量の 
水で洗い、すぐに医師の診察を受ける 

また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部にあてて 
お< 

♦誤って バッテ U —液を飲み込んだ場合、多量の水を飲んで、すぐに医師の診察 
を受ける 

♦バッ テ U —の支柱.ター5ナル.その他の関連部品の取り扱い後は手を洗ラ 
• お子さまをノ（ッテ U —に近付けない 


A ま意 

■ブー スターケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすとさは、を却フアンやベルトに 
巻を込まれないよラに十分注意してください。 
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5-2. 緊急時の対処法 

オー八ーヒートしたとをは 


巧のよラな場合は、才ーバーヒートの可能性がありまず。 

♦水温計（一 P .125) の表示び上端まで達したり、エンジン出力 
びな下ずる（スピードび出ないなど） 

• エンジンルームか日蒸気び出る 

手順に従って対処してください。 

固画の安全な場所に停車し、エアコンを OFF にしてから、エンジン 
を停止ずる 

固画回蒸気び出ている場合： 

蒸気び出なくなったことを確認してから、注意してボンネッ 
卜を開ける 

蒸気び出ていない場合： 

注意してボンネットを開ける 

エンジンび十分に;ちえてか日、 
ラジエーター コア部（放熱部) 
やホースなどからの;ち却水ちれ 
を点検ずる 

多量のをま P 水もれびある場合は、 
ただちに販売店に連絡してくださ 
し、 


;令却水の量び U ヴーノ（ータンク 
の " FULL " (上限）と " LOW " 
(下限）の間にあるかを点検ずる 

□ U ヴーバー タンク 
□ FULL ’’ 让胁 
且 " LOW " (下限） 
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トラプルび起さたら 













































5-2. 緊急時の対処法 



;令却水び不足している場合は、 
;令却水を補給ずる 

をま P 水びない場合は、応急措置と 
して水を補給してください。 


居画因エンジンを 始動し、 エアコンを 作動 させてラジエーター; 令却 
用の ファンび 作動して いるか、およびラジエーターコア や 
ホースなどか日; 令却水 ちれびないことを 再度確認 ずる 
エンジンびをえた状態での始動直後は、エアコンを ON にすることでファ 
ンび作動します。ファンの音や風で確認してください。わかりにくいと 
をは、エアコンの ON • OFF をくり返してください。 

(ただし、氷点下となる寒を時はファンび作動しないことびあります） 

臣圆0ファンび作動していない場合: 

すぐにエンジンを停止し、販売店に連絡ずる 
ファンび作動している場合： 

最寄りの販売店で点検を受ける 
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己- 2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけびを防ぐために 

♦エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。ボンネットやエンジンルーム内び高温になつているた 
め、やけどなどの重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦手 や着巧（特にネクタイ、スカーフ、マフラーなど）をフアンやベルトから離 
して < ださい。手や着巧び巻を込まれ、重大な傷害を受けるおそれびありを険 
です。 

♦エンジン および ラジエーターび 熱い5ちは ラジエーター キャップを開けない 
でください。 

高温の蒸気や;令却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重大な傷害を受け 
るおそれびありを険です。 


A ま意 

■ を却水を入れるとをのま意 

エンジンび十分に;令えてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に;令たい;令却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れび友 D ます。 

■ を却系統の故障を防ぐために 

なのことをお守り <ださい。 

♦異物 （砂やほこりなど）を;令却水に混入させない 
♦市販の; 令却水添加剤を使用しない 
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トラプルびおさたら 







5-2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや物地、雪道などでタイヤび空區したり埋まり込んで動けな 
くなったときは;欠の方法を試みてください。 


1631111 I パーキングブレーキをかけシフトレバーを P にして、エンジ 
ンを停止ずる 

lEitfil 21前輪周辺の±や雪を取0除< 

固圆[互前輪の下に木や石をあてびラ 
111[互エンジンを再始動ずる 

臣画回シフトレバーを D または R に確実に入れ、パーキングブレー 
キを解除し て注意しなびらアクセ J レを踏む 
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己- 2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■脱出ず るとをは 

前進と後退をくり返してスタックから脱出する場合、他の車-ものまたは人と 
の衝突を避けるため周囲に何ちないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前方または後ちに飛び出すおそれびあります 
ので、特にま意してください。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


A ま意 

■ トランスミッションやその他の部品への損傷を避けるために 

♦前輪び 空転するのを迎大必要し U 上にアクセルペダルを踏まないでください。 
♦上記の ち法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 


トラプルび起さたら 


如 







己- 2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車び止ま5な<なったとさの非常時のみ、巧の手順で車両を停 
止させてください。 

Enm ブレーキぺダ j レを両足でしっかりと踏み続ける 

ブレーキペダルをくり返し踏まないでください。通常より強い力び化 
要となり、制動距離ち長くなります。 

111[互シフトレバーを N に入れる 

► シフトレバーび N に入った場合 
因画回減速後、車を安全な道路脇に停める 
1111互エンジンを停止ずる 


► シフトレバーび N に入日ない場合 

m 互ブレーキペダルを両足で踏み続け、巧能な限り減速させる 



"エンジンスタートストップ" 
スイッチを 3 秒じ(上巧し続ける 
か、素早 <3 回じ(上連続で押し 
てエンジンを停止ずる 


臣画回車を安全な道路脇に停める 


A 警告 

■走行 中にやむを得ずエンジンを切るとさは 

ブレーキの効さが悪<なると共に八ンドルが重<なるため、車のコント□ール 
がしにくくなり危険です。エンジンを切る前に、十分に減速するよラにしてく 
ださい。 
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ま両仕様 6 


6-1. 仕様一覧 

メンテナンスデータ 
(指定燃料- 

オイル量など） . 304 

6-2. カスタマイズ機能 

ユーヴーカスタマイズ 
機能一覧 . 310 
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6-1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ （ 指定燃料 • オイル量など） 


使用ずるオイルや液類の品質により、自動車の寿命は著しく左ちされ 
まず。トヨタ車には最も適したトヨタ純正オイル•液類化ソ下、 r 指 
定銘柄」といいまず）のご使巧をおずずめしまず。指定銘柄に(外を使 
用される場合は、指定銘柄に相当ずる品質のちのをご使用ください。 




指定燃料 

容量 [ L ] (参考値） 

無鉛プレ=アムガソ1」ン（無鉛八イオク） 

60 
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6-1 .仕様一! 


[エンジンオイル 


指定銘柄 

容量 [ L ] (参考値**^ 1) 

オイルのみ 
交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

卜3夕純正 モーター オイル SN 0 W -2 〇※2 
——API SN , RC/ILSAC 白 F - 己， 

SAE 0 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SN 己 W -2 日 
—API SN ， RC/ILSAC GF - 己， 

SAE 己 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SN 已 W -3 日 

——API SN , RC/ILSAC 白 F - 己， 

SAE 己 W - 吕〇 

トヨタ純正モーターオイル SN 1 0 W -30 

—API SN ， RC/ILSAC GF - 己， 

SAE 1 OW -30 

3.9 

4.2 


《 ] :エンジンオイルの容量は交撰する隙の目まです。オイル量の確認は、エンジンを暖機後に停止 
し、日分政上経過してか b レベルゲージで行ってください。 

《2 : 0 W -20 は、新車時に充廣されている省燃費性に優れるオイルです。 


車両仕様 
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■指定エンジンオイル 

API 規格 SN / RC か、 ILSAC 規格合格油をおずずめしまず。なお、 
ILSAC 規格合格油の宙には ILSAC CERTIFICATION (イルサック 
サーティフイケーシヨン）マークび付いていまず。 



n API マーク 

□ ILSAC CERTI 円 CATION マーク 


■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づさ、が気温に適した粘度のちのをご使用ください。 



& 0 W -20 は、新車時に充慎されている省燃費性に優れるオイルです。 

オイル粘度について（例として 0 W -20 で説明しまず）： 

• 0 W -20 の 0 W は、な温時のエンジン始動特性をおしていまず。 W の 
前の数値びルさいほどを場や寒;令時のエンジン始動び容易になりま 
す。 


• 0 W -20 の20は、高温時の粘度特性をおしていまず。 

粘度の高い（数値び大さい）オイルは、高速または重負荷走行に適し 
ています。 
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[17 ジ 1— 夕一 


指定銘柄 

容量 [ L ] 

慘荀直） 

トヨタ純正スーパー□ングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度30% 一 12て： 

濃度己日％ — 3己て： 

6.2 


[トランスミッション 


指定銘柄 

容量 [ L ] 

(参考値^^) 

トヨタ純正 CVT フルード TC 

白.1 


* 1交換び必要な際はトヨタ販売店にご相談<ださい。 


f ブ レー キ 

■ ブレーキペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

1〜6 

踏み込んだとをの床板とのすを間* 2 

己8 


*2 エンジン回転時に490 N (50 k 邑 f ) の踏力をかけたときの巧板とのすを間の最ル値 

■ ブレーキフルード 


指定銘柄 

タクテイーブレーキフルード J -4《3 
^3 dOT 4 をご使巧ください。 


6-1 .仕様一 


車両仕様 
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| vu ブドベルト 



I ウオッシャー 


容量 [ L ] (参考値) 
2.5 


I タイヤ • ホイール 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

タイヤが冷えている 
とさの空気圧 
kPa ( kg / cm う 

前輪 

後輪 

標準タイヤ 

20己/ 60 R 16 吕 2 V 

1 6 x 6 1 /2 J 

240(2.4) 

220(2.2) 

21己/己己 R 17目 4 W 

17 x 7」 

240(2.4) 

230(2.3) 

応急用タイヤ 

T 145/70 D 17 106 M 

17 x 4 T 

420 (4.2) 
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6-1 .仕様一! 


[電球（バルで 


電球 

W (ワット）数 


へツドランプ（バルブタイプ： D 4 S ) 

35 


車幅な 

LED ※1 


フロントち向指示な/非常点滅灯 

21 


フ□ントフォグランプ（バルブタイプ： H 11) 

(バルブタイプ； H 16) 

已已※2 
が2 

車外 

サイド方向指示な/非常点滅灯 

1 _ED X 1 

1」ヤ方向指示な/非常点滅な 

21 


制動な/尾な 

LED ※1 


後退灯 

21 


U ヤフォグランプ 

21 


八イマウントストツプランプ 

1 _ED X 1 


番号な 

己 


パーソナル/インテ U アランプ 

8 

車内 

バニティランプ 

8 

ドアカーテシランプ 

己 


ラゲージルームランプ 

己 


* iLE □は 、 Light Emitting Diodes (発光ダイオード）の略で、半導体発光電子素子 
です。 

^2バルブを交換の際は、ちとのバルブと同じタイプのちのをご使用ください。 


型式 

エンジン 

駆動方式 

ZRT 272 W 

3 ZR-FAE (2 L ガソ U ン） 

2 WD (前輪駆動） 


車両仕様 
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6-2. カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一質 


お車には、設定を変更ずることび可能な数をくの装備び付いていまず。 
トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更ずることがでさまず。 

機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるちのちあります。詳しくは 
トヨタ販売店へお問い合わせください。 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

スマートエント 

U —&スタート 

システム 
(^ P . 24) 

スマートエント U — Si 

スタートシステム 

あ 0 

なし 

ワイヤレスドア 

□ック 
(^ P . 36) 

ワイヤレス機能 

あ 0 

なし 

作動の合図（非常点滅な） 

あ D 

なし 

半ドア警告 ブヴー 

あ D 

なし 

解錠後、ドアを開けなかったと 
をの自動施錠までの時間 

吕日秒 

目日秒 

12日秒 

ドア□ック 

UP . 40) 

車速感応才ート□ック 

あ 0 

なし 

運転席ドア連動オートアン 
□ック 

なし 

あ 0 

シフト連動オートアン□ック 

あ 0 

なし 

シフト連動オートロック 

なし 

あ D 

ランプ自動点灯- 
消灯システム 
(一 P ' 1 38) 

ライトセンサーの感度調整 

レベル3 

レベル！〜己 
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6-2. カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 


消打までの時間 

1已砂 

7. 已砂 


3日秒 


"エンジンスタートストップ’’ 

あ0 

なし 

イル5ネーシヨン 

スイッチ日 FF 後の作動 

UP . 177) 

解錠時の作動 

あ0 

なし 


電モキーを携帯して、車両に接 
近したとさの点な（インテリア 
ランプメインスイッチびドア 
ポジションのとを） 

あ0 

なし 
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6-2. カスタマイズ機能 


312 



さ < いん 


略語一覧 . 314 

五十音順さくいん . 31已 

症状別さくいん . 32已 
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略語一覧 

アルフアベツト略語一覽 


アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

ABS 

アンチ□ックブレーキシステム 

AFS 

アダプティフフ□ントライティングシステム 

D に P 

ディスプレイ 

ECO 

エコノ =— /エコロジー 

ECU 

エレクト U ックコントロールユニット 

EDR 

イベントデータレコーダー 

EPS 

エレクト U ックパワーステアリング 

LED 

ライトエ5ッティングダイオード 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 

S-VSC 

ステア U ングアシステッドビークルスタビ U ティコント 

□-ル 

TRC 

トラクシヨンコント□-ル 

VSC 

ビークルスタビ U ティコント□ール 
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五十音順さ < いん 

五十音順さ<いん 


日 



己 


アームレスト . 

190 


ウォッシヤー 


了ウターミラー . 

...61 


液の補給 . 

242 

アクセヴリーソケット . 

189 


スイッチ .144. 

148 

アクティブへッドレスト . 

...48 


タンク容量 . 

308 

アシストグリップ . 

192 


をの前の準備•点検 . 

161 

アタブティブフ□ントライティング 


運転 


システム （AFS). 

139 


環境に配慮した運転 . 

102 

アンチ□ックブレーキ 



寒;令時の運転 . 

161 

システム （A 巨 S). 

1已4 


正しい姿勢………. . 

...71 

アンテナ . 

202 


手順 . 

100 




運転席シートベルト 


イグーッションスイッチ . 

111 


非着用警告灯 . 

PR? 

イベントデータレコーダー 

日 



(EDR). 

2已召 

AFS. 

139 

イルミネーション 


エアコン 


作動について . 

177 


オートエアコン . 

166 

点灯する部位 . 

17已 


フィルターの清掃-交換 ....... 

243 

ユーザーカスタマイズ機能... 

311 


エアバッグ 


イルミネーテッド 



一般的な警告 . 

...79 

エント U —システム . 

177 


SRS エアバッグ . 

...73 

インジケーター . 

127 


お子さまのためのま意..……… 

...79 

インナー S ラー . 

... 已9 


カーテンシールドエアバッグに 




関する^ 告… ......................... 

...79 

ウインカー（方向指を灯） 



力ーテンシールドエアバッグの 

W 数. .. 

30白 


作動条件 ... 

…7已 

雷城のを梅 .224. PP6 


改造-廃棄 ... 

...82 

方向指示レバー..… . 

120 


警告好 ... 

2色] 

ウインドウ 



サイドエアバッグに 


ウオッシヤー . 144, 

148 


関する警告 . 

...79 

パワーウィンドウ . 

...63 


サイドエアバッグの 


U ヤウィンドウ 



作動条件 . 

…7已 

デフオッガー . 

174 


正しい姿勢 . 

...71 

ウインドウ□ックスイッチ . 

...63 


配胃 . 

...73 

ウオーニングライト（警告灯）…260 


フ□ント SRS エアバッグの 





作動条件 . 

...74 


31已 






















































五十音順さ < いん 


エコドライブ 

インジケーターゾーン表示 ....... 132 

エコドライブ 

インジケーターランプ . 102 

エレクトリックパワー 

ステァリング （EPS). 1已4 

エンジン 

イグニッション 

スイッチ . 111 

エンジン回転計 

(タコメーター) . 124 

エンジンがかからない . 28己 

エンジン警告灯 . 261 

エンジンスイッチ . 111 

才ーバーヒート . 297 

かけ方 . 111 

ボンネット . 213 

エンジンイモビライヴー 

システム . 70 

エンジンオイル 

冬の前の準備-点検 . 161 

容量 . 30已 

" エンジンスタートストップ" 
スイッチ 

操作方法 . 111 

エンジンルームカバー . 218 

M ォィル 

油脂類の容量と銘柄 . 304 

応急用タイヤ 

空気圧 . 308 

取0出し方 . 278 

オートエアコン . 1曰6 

オートドァ□ック¬ 
ァン □ック機能 . 40 


オートマチックトランスミッション 
シフトレバーび 

シフトでさない . 287 

トランスミッション . 115 

7速スポーツシーケンシャル 
シフトマチックモード . 117 

オートレべリングシステム . 141 

オーバーヒート（エンジン）。……297 
オープナー 

給油口.……. .. 66 

バックドア.…… . 43 

ボンネット . 213 

お子さまのを全のために 

ウインドウ□ックスイッチ .......63 

エアバッグに関する警告 . 79 

おテさまのシートベルト 

着用 . 已已 

お子さまを乗せるとさの 

警告 . 4ミ已] 

キーの電池に関する警告 ........ 240 

子供専用シート . ....83 

シートベルトに関する警告 ....... 已目 

チャイルドシートの取0付け ...92 
チャイルドプ□テクター ....... ….39 

発炎筒の取0扱いに 

関する警告 . 2已] 

バッテ U —に関する警告 ........ 29日 

パワーウインドウに 

関する警告 . 6已 

オドメーター（積算距離計） ........ 124 

巧 力-テンシ-ルドエアバッグ . 73 

外気温度表示 . 131 

カスタマイズ機能 . 310 

ガソ U ンスタンドでの情報 . 328 

カップホルダー . 182 


ガレージジャッキ . 216 
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五十音順さ < いん 


曰キ 


イグニッション 

スイッチ . 111 

エンジンスイッチ . 111 

キーナンノ くープレート . 23 

キーの構成 . 22 

キーレスエント U-. 36 

キーをな< した . 291 

作動範囲 . 28 

正常に働かない . 292 

電モキー . 22 

電モキーの電池が切れた ........ 292 

電池交換 ... 239 

メカニカルキー . 22 

ワイヤレスリモコン… ............... 36 

給油口 . 66 

緊急時の巧処 

エンジンびかか5ない . 28曰 

才ーバーヒートした . 297 

キーの電池び切れた . 292 

キーをな< した . 291 

緊急用フック . 253 

警告丹びついた... ... 260 

警告;>< ッセージび 

表示された..… . 264 

けん弓1…………. ... 2已2 

故障したとさは . 248 

シフトレバーび 

シフトでさない . 287 

車両を緊急停止する . 302 

スタックした . 300 

電子キーび正常に働かない.... 292 
パーキングブレーキび 
解除でさない..… ................... 288 

発炎筒 . 2已〇 

バッテリーびあがった..… ....... 294 

パンクした . 276 


緊急ブレーキシグナル . 1曰4 

B 空気圧（タイヤ） . 308 

空調（エアコン） 

才ートエアコン . 166 

フィルターの清掃-交換 ........ 243 

区間距離計（トリップメーター）…124 
曇り取り 

フ□ントウインドウガラス… . 17日 

S ラーヒーター . 174 

U ヤウインドウ 

デフォッガー . 174 

クルーズコント□ール . 1曰0 

グ□ーブボックス . 179 

0警音器（ホーン） . 123 

計器（メーター） 

□に P ボタン . 130 

メーター . 124 

警告灯 

ABS &ブレーキアシスト ...... 2色] 

AFS OFF 表示口 . 261 

SRS エアバッグ/ 

プI」テンシヨナー . 261 

エンジン ..... 2目] 

クルーズコント□ール 

表示丹………… . 261 

シートベルト非着用 . 262 

充電 . 260 

ス U ップ表示丹 . 261 

電子制御ブレーキ . 261 

燃料鶏量 . 262 

パーキングブレーキ表示灯.…262 

パワーステアリング . 261 

ブレーキ . 260 

マスターウォーニング 
ライト.… ..... 262 
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五十音順さ < いん 


己 


曰 


警告ブザー 


田 

シート 


シートベルト非着用 . 

.262 


正しい姿勢….. ........ ……… ...... 

…71 

シフトダウン制限 . 

.118 


チャイルドシートの固定 ..... 

…白2 

スマートエントリ ー& 



手入れ . 

..207 

スタートシステム . 

… .33 


フ□ントシートの調整 . 

…48 

パーキングブレーキ 



フ□ントシートの調整に 


未解除走行時 . 

.262 


関する警告 . 

…一49 

半ドア . 

… .37 


へッドレスト……… .. 

.….已2 

ランプ消し忘れ . 

. 141 


U ヤシートの操作 .. 

…..已0 

警告メッセージ . 

.264 


U ヤシートの操作に関する 


化粧用（バーテイ）云ラー ....... 

. 18巨 


警胃 .... 

…..已] 

けん引 . 

..2已2 


シートベルト 





お子さまの着用 ... 

..... 已已 

交換 



シートベルト非着用 


キーの電池 . 

..239 


警告丹 . 

..262 

タイヤ . 

.278 


シートベルト 


mm . 

.220 


プ1」テンショナー . 

..... 已已 

ヒユーズ . 

.230 


シートベルト 


ワイパーゴム . 

.24 已 


□ックの解除方法 . 

..... 已已 

工具（ツール) . 

..276 


清掃-手入れ . 

..208 

航続巧能距離 . 

.. 132 


高さ調節 .. 

.….已4 

後退灯（バックアップランプ） 



正しし、着用 ............................ 

…..已4 

W 数. .. 

.309 


チャイルドシートの固定 ..... 

…92 

電球の交換 . 

..22已 


妊娠中の方の着用 . 

..... 已巨 

子供専巧シート . 

.….83 


シガレットライ ター . 

..188 

コンソールボックス . 

.. 180 


室内灯 





W 数 . 

..30白 

サイドエアバッグ . 

.….73 


インテリアランプ . 

..176 

サイドち向指示打 



パーソナルランプ . 

..176 

W 数 . 

.309 


シフトレバー 


電球の交換 . 

..227 


シフトレバーび 


レバー . 

. 120 


シフトで走ない . 

..287 

サンバイザー . 

.. 18已 


トランスミッション . 

..11已 




シフト□ックシステム . 

..287 




車速 





スピード^-ター ................. 

..124 




平均車速 ... 

..133 
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五十音順さ < いん 


ジャッキ 


日 

水温計 . 

. 124 

ガレージジャッキ . 

.2] 色 


スイッチ 


車載ジャッキ . 

. 277 


AFS OFF. 

. 139 

ジャッキ八ンドル . 

. 276 


DISP. 

. 12已 

車幅灯 



VSC OFF. 

. 1已已 

W 数 . 

. 309 


イグ—ッション . 

. 111 

スイッチ . 

. 138 


ウインドウ□ック . 

. 63 

車両型式 . 

. 309 


エンジン . 

.11] 

車両仕様（スペック） . 

. 309 


" エンジンスタート 


収納装備 . 

. 178 


ストップ’’ . 

. 111 

瞬間燃費 . 

. 131 


給油口才ープナー . 

. 色巨 

助手席シートベルト 



クルーズコント□ール 

. 1已〇 

非着用警告灯 . 

. 262 


室内好 . 

. 17巨 




ステア IJ ング . 

130,199 




スポーツモード . 

. 116 




ドア=ラー調整 . 

. 61 




ドア□ック . 

. 38 




パーキングブレーキ.… 

. 121 




八ヴードランプ . 

. 24曰 




パワーウィンドウ ........ 

. 63 




非常点滅灯 ................... 

. 249 




方ーター照度調整 ........ 

. 12已 




ランプ . 

. 138 




U ャウインドウ 





デフォッガー . 

. 174 




ワィパーら 





ウオツシャー ... 

144,148 




乂夕一夕一 





エンジンの始動 . 

. 1 1 1 




スターターびまわらなし、 ........ 28已 




スタック 





スタックした . 

. 300 




ステア U ングアシステツドビークル 




スタビリテイコント□ール 




(S-VSC). 

. 1曰4 
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五十音順さ < いん 


ステア U ングスイッチ 

オーディオの操作 . 199 

マルチインフォメーシヨン 
ディスプレイの表示 

切りかえ . 130 

ステアリングホイール（八ンドル） 
ステア U ング□ックを 

解除する . 113 

調整 . 58 

スピードメーター . 124 

スペアタイヤ（応急巧タイヤ） 

空気圧 . 308 

収納場所 . 276 

スペック（車両仕様） . 309 

スポーツシーケンシャル 
シフトモード 

7速スポーツシーケンシャル 

シフトマチックモード . 117 

スポーツモードスイッチ . 116 

スマートエントリー& 

スタートシステム 

エンジンの始動 . 111 

カスタマイズ機能 ... 310 

作動範囲 . 28 

正常に働かない . 292 

節電機能 . 30 

ドアの解錠-施錠 . 2已 

巧清掃 

外装 . 202 

シー I- ベル!- . 208 

内装 . 207 

制動口（ストップランプ） 

W 数 . 309 

電球の交換 . 227 

積算距離計（オドメーター） ....... 124 

節電機能 . 30 


洗車 . 202 

前照灯（へッドランプ） 

W 数 . 309 

スイッチ . 138 

ディスチャージへッドランプに 

関する警告 . 22曰 

電球の交換 . 227 

H 走行時間 . 133 

速度計（スピードメーター) ........ 124 

夕-ンシグナルランプ（方向指示灯） 

W 数 . 30白 

電球の交換 . 224, 22目，227 

方向指示レバー . 120 

タイヤ 

応急用タイヤ . 276 

空気圧 . 308 

交換 . 278 

チェーン . 1色] 

点検 . 210 

パンクした..… . 276 

冬用タイヤ….. ... 161 

□ ーテーシヨン. ... 210 

タコメーター 

(エンジン回転計) . 124 

曰 チェーン（タイヤチェーン） ........ 161 

チャイルドシート 

に日 FIX バーでの固定 . 94 

子供専用シート . 83 

シートベルトでの固定 . 93 

チャイルドプ□テクター . 39 

駐車ブレーキ 

(パーキングブレーキ） . 121 
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五十音順さ < いん 


ツール（工具) . 27曰 

D に P 

スイッチ . 130 

ボタン . 130 

手入れ 

外装 . 202 

シー I - ベル . 208 

内装 ... 207 

テールランプ（尾灯） 

W 数 . 30曰 

スイッチ . 138 

電球の交換 . 227 

デッキアンタートレイ . 19己 

デッキサイドボード . 19己 

デッキフック . 19已 

デッキボード . 19已 

デフォッガー 

フ□ントウインドウ 

ガラス . 170 

U ャゥィンドゥ 

デフォッガー . 174 

電球（バルブ） 

W 数 ... 30曰 

交換 . 220 

電子キー 

作動範囲 . 28 

正常に働かないとを . 292 

節電機能 . 30 

電池び切れた . 23日，292 


H ドァ 

ドアガラス.………… . 63 

ドア S ラー . 61 

ドア□ック . 38 

ドアガラス . 63 

ドア巧一 . 61 

盗難防止システム 

エンジンイモビライヴー 

システム . 70 

時計 . 13已 

トップテザーアンカー . 92 

トノカバー . 197 

トラクションコント□ール 

(TRC).] 曰4 

トランスミッション 

トランスミッション . 11已 

シフトレバーび 

シフトでをない . 287 

7速スポーツシーケンシャル 
シフトマチックモード . 117 

トリップインフォメーション ...... 130 

卜 U ップメーター 

(区間距離計） . 124 

因荷物 

積むとをのま意. ...] 已日 

ラゲージルーム内装備 . 19已 
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五十音順さ < いん 


[3 mm 

瞬間燃費 . 131 

平均燃費 . 131 

燃料 

ガソ U ンスタンドでの情報.... 328 

給油 . 66 

種類 . 304 

燃料計 .] 2已 

容量 . 304 

ra パ-キングブレ-キ 

(駐車ブレーキ） . 121 

パーソナルランプ 

W 数 . 309 

スイッチ . 176 

灰皿 . 187 

八イマウントストップランプ 

W 数 . 309 

電球の交換 . 227 

八ザードランプ 

W 数 . 309 

スイッチ . 249 

電球®交換 .224. 22日，227 

挟み込み防止機能 . 巨已 

発炎筒 . 2已〇 

バックアップランプ（後退灯） 

W 数 ....309 

電球の交換 . 22己 

バックドア . 43 

バッテリー 

バッテ U —びあびった . 294 

バッテ U— の交換 . 214 

冬の前の準備-点検 . 161 

パドルシフト . 117 

バニテイ（化粧用）云ラー . 186 


バルブ谭球） 

W 数 . 30白 

交換 . 220 

パヮーウィンドウ . 63 

パンク 

パンクした . 27日 

番号丹（ライセンスプレートランプ） 

W 数 . 30白 

電球の交換. .. 227 

八ンドル（ステアリングホイール） 

ステア U ングスイッチ . 199 

ステア IJ ング□ック .. 113 

調整… . 已8 

巧 ビ-クルスタビリティ 

コント□-ル （ VSC ). 1曰4 

ヒーター 

才—トエアコン . 166 

S ラーヒーター . 174 

非常点滅打（八ザードランプ） 

W 数 . 30白 

スイッチ . 24白 

電球の交換 . 224, 226. 227 

尾灯（テールランプ） 

W 数 . 30白 

ランプスイッチ . 138 

電球の交換 . 227 

ヒユーズ . 230 

表を灯 . 127 

团 フォグランプ 

W 数 . 309 

スイッチ . 142 

電球の交換 .222. 22已 
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五十音順さ < いん 


フック 

けん弓 I フック……….. . 2已2 

デッキフック .] 日已 

フユーエルポンプ 

シャットオフシステム . 2已7 

冬用タイヤ . 161 

ブレーキ 

パーキングブレーキ . 121 

ブレーキ付近か5 
キーキー音が聞こえる ......... 105 

メンテナンスデータ.…. . 307 

ブレーキアシスト . 1已4 

フ□ァマット . 193 

フ□ントシート 

調整 . 48 

フ□ントち向指示灯 

W 数 . 309 

電球の交換 . 224 

レノて一 . 120 

H 平均車速 . 133 

平均燃費 . 131 

へッドランプ 

W 数 ... 30曰 

スイッチ ................................... 138 

ディスチャージへッドランプに 

関する警告.……… . 229 

ランプ消し忘れ防止機能 ........ 140 

ライトセンサー . 140 

へッドレスト 

調整 . 52 


ホィ-ル 

サイズ.. ... 308 

手入れ . 203 

ホイールナットレンチ . 吕7曰 

ち向指示打（ウインカー） 

W 数 . 30白 

電球の交換 . 224, 22目，227 

方向指示レバー . 120 

ホーン（警音器） . 123 

ボトルホルター . 184 

ボンネット . 213 

曰 マルチインフオメーシヨン 

ディスプレイ . 130 

巧 ミラ- 

インナー S ラー . 已目 

ドア S ラー . 61 

) 又 ニ ティミラー . 186 

S ラーヒーター . 174 

^3 メ—夕 — （計器） 

D に P ボタン…………… . 130 

マルチインフオ六ーシヨン 

ディスプレイ... ... 130 

メーター ... 124 

メーター照度調整 . 126 

メンテナンス 

メンテナンスデータ . 304 

巧 ユ-ザ-ヵスタマィズ機能 . 310 

油脂類 . 304 
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五十音順さ < いん 


日 


B 


ライセンスプレートランプ（番号灯） E 

ルームミラー(インナ ー S ラー)…日9 

W 数 . 

..30白 



スイッチ . 

138 Q 

:令却水 


電球の交換 . 

..227 

冬の前の準備-点検 . 

……161 

ライトセンサー . 

.. 140 

容量 . 

……307 

ラゲージスルー . 

.. 191 

:令却装置 


ラゲージルーム . 

.. 19已 

エンジンオー(—ヒート. 

…297 

ラゲージルームランプ 




W 数 . 

..309 日 

□ック 


作動について . 

…44 

ウインドウ□ツク ............. 

. 63 

ランプ 


シフト□ツクシステム ..... 

…287 

W 数 . 

..30白 

チャイルドプ□テクター. 

.39 

インテ U アランプ . 

.. 17色 

ドア□ック ........................ 

.38, 40 

電球の交換 . 

..220 



パーソナルランプ… . 

..176 Q 

ヮィパー 


八ヴードランプ . 

..249 

フロント . 

144 

非常点滅灯 . 

..249 

U ャ . 

……148 

フ□ントフォグランプ . 

.. 142 

ワイパーゴムの交換 . 

24己 

へッドランプ . 

.. 138 

ワイパーブレード . 

162 

方向指示灯 . 

.. 120 

ワイヤレスリモコン 


ラゲージルームランプ . 

…44 

電池交換 . 

...... 23白 

1」ヤフォグランプ . 

.. 142 

U モつン .... 

.........36 

ランプ消し忘れ防止機能 . 

.. 140 



リヤウインドウデフォッガー.. 

.. 174 



U ヤシート . 

…已〇 



リヤセンターアームレスト ...... 

.. 190 



リヤフォグランプ 




W 数 . 

..309 



スイッチ . 

.. 142 



電球の交換 . 

..22曰 



U ヤち向指示灯 




W 数 . 

..309 



方向指示レバー… . 

.. 120 



電球の交換 . 

..22色 
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症状別さくいん 

症が別を<いん 


タイヤびパンクした 



バンクしたと去は 


エンジンびかか6ない 


P .28 巳 

エンジンびかか5ないとさは 

P . 70 

エンジンイモビライヴーシステム 

P .294 

バッテ U —びあびったと对ま 


シフトレバーび動かない 



シフトレバーびシフトできないとを 
は 


水温計の表示び上端まで 
達した 


エンジンルームから 

蒸気び立ちのぼった 



オーバーヒートしたとさは 


キーを な<した 


八'ッテ U —びあびった 


ドアび施錠でさない 


P .291 

キーを なくしたとさは 


P .294 

バッテ U — びあがったと对ま 


P . 24 

P . 36 
P .38 

ドア 


めかるみや砂地などで \ 

動けなくなった ノ 

P .3 日日 

スタックしたとさは 


警告打び点打-点滅した \ 

P .2 目日 

警告打びついたとさは 


3吕已 












































症状別さくいん 



■警告好一覧 


(©) 

フレーキ警告灯 
(赤色） P. 2已〇 

口 

充電警告な 

P. 2色0 

り 

エンジン警告口 

P. 261 

が 

SRS エアバッグ/プリテン 
シヨナー警告打 P. 261 

優)） 

ABS& ブレーキアシ 
スト警告な P. 261 

(©) 

電子制御ブレーキ警 
告灯（黄色） P. 261 

の 

クルーズコント□ール表 
示'な（点滅） P. 261 


AFS 

OFF 

AFS OFF 表示口 
(点滅） P. 261 

« 

ス U ップ表示灯 

P. 261 

@! 

パワーステアリング 
警告口 P. 261 

曲 

燃料残量警告な 

P. 262 

ぶ 

運転席シートベルト非着 
巧警告な P. 262 

PASSENGER ク 

助手席シートベルト非着 
巧警告な P. 262 

么 

マスターウオーこング 

P. 262 
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症状別さ < いん 


警告メッセージび表示 
された 



警告メッセージび表示されたとをは 


警告音び鳴った 、 

■警告灯の点灯.点滅をご確認ください。（一 P . 260) 

■警告灯び点打-点滅していないとさ、または車外で警告音び 
鳴ったときは、なのことをご確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

エンジンを停止したとを 

P . 吕3 

ドアを開けたとを 

車がに出たとを 

スマートエント U —&スタート 
システムで施錠したとを 

走行中 

シフトレバーを R にしたとを 

P . 118 

ブレーキを踏んだとを 

P . 1日己 
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ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 


P . 213 


徹由 □ 


P . 66 



燃料の容量（参考値） 

60 L 

燃料の種類 

無鈴プレ5アムガソ IJ ン（無鈴ノ V イオク） P . 67. 304 

タイヤが;令えている 
とさの空気圧 

1巨インチタイヤ 
前輪：吕40(吕 .4) kPa (お/ cm ろ 
後輪：吕吕 0(2 .吕） kPa ( kg / cm 2) 

17インチタイヤ 
前輪：吕40(吕 .4) kPa ( kg / cm 2) 

後輪：吕30(吕 .3) kPa ( kg / cm 2) 

応急用タイヤ： 420 (4.2) kPa ( kg / cm ^) 

エンジンオイル容量 
(参考値） 

オイルのみ交換時 ：3.9 L 

オイルとオイルフィルター交換時 ；4.2 L 

エンジンオイルの 
種類 

卜3夕純正モーターオイル 

■ SN 0 W - 吕〇 ( A 円 SN , RC/ILSAC GF -5, SAE 0 W -20) 

■ SN 巳 W - 吕〇 ( A 円 SN . RC/ILSAC GF -5, SAE 巳 W -吕〇) 

■ SN 巳 W -30 ( A 円 SN . RC / I 1 _SAC GF - 己 SAE 巳 W -30) 

■ SN 1 0 W -30 ( A 円 SN , RC/ILSAC GF - 己 ， SAE 1 0 W -30) 
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お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

を国共通.フ リーコール 

顧 0800-700-7700 

オープン時間3目5曰9:0日〜18:日日 

所在地〒做]- 0002 名ち屋市中が区名駅四 T 目10の27 
第二豊田ビル西館7階 

「個人情報保護方卦」については、 
http: //WWW. toyota.co. j 日にて掲載しております。 


1-3 巧自動軍巧巧会れ 

http://toyota.Jp 
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